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　冷たく暗い部屋に灯あかりはなく、ただゲーム画面から放たれる光だけが彼の顔をぼんやりと照らす。

　外からは激しい戦闘の音が聞こえてくる。だが彼はそんなものには一切の反応を見せず、８エイトビットの音楽とボタンを押す音だけに耳を傾かたむけていた。

　やがて、外の銃じゆう声せいが止やむと同時に、不ふ愉ゆ快かいなゲームオーバーの曲がゲーム機から流れた。

「ああ……。また死んだ」

　ひどく残念そうな台詞せりふを吐はいているが、彼の心は何も感じてはいなかった。いつものこと。いつも通りのこと。ゲームが難しいのか自分が下へ手たなのか、どちらにせよ彼はもう慣れてしまっていた。

　二つ折り式のゲームを畳たたみ懐ふところにしまうと、目の前の扉とびらが開き眩まばゆい光が差し込んできた。

　返り血と使命と正義感に染まった赤毛の青年が、光線の剣を持ち扉から部屋に入ってくる。

「ようやく辿たどり着ついたぞ魔王ゼルガーダ……！　この星は……！　俺おれ達の世界は、お前なんかに渡さない！」

　青年の姿を見て、魔王である彼の瞳ひとみが揺らいだのはほんの一いつ瞬しゆんだった。青年はその一瞬には気づかず、魔王が椅い子すから立ち上がり漆しつ黒こくの翼つばさを広げる動きだけを注視していた。

「よくぞ来た勇者アルハルド！　貴様は素晴らしい力を持っている！　どうだ、その力をもってして私と組まないか？　そうすればこの青き星の半分を貴様にくれてやろう」

　魔王の誘さそいを聞いて、勇者の青年は応じるどころか激しく怒り魔王に吠ほえた。

「ふざけるな！　誰だれがお前に協力するか！　今ここで俺に倒されるお前なんかに！」

　きっとそう答えるだろうと、魔王は分かっていた。

「ならば貴様と俺は、戦うしかないなぁ！」

　こうして戦いが始まることも。

「うおおおおおっ！」

　魔王は全て分かっていた。

　――こうして最後には、心しん臓ぞうを剣で貫つらぬかれることも。

「……!?」

　勇者は驚おどろきに目を見開いた。魔王が翼を広げ襲おそいかかってきたので、まずは初撃を喰くらわせようと突きを繰り出したに過ぎない。だというのに魔王はかわすこともせず、まるで自ら攻撃を受けるかのように飛び込んできた。

　レーザーの刀身が胸を焼き切り貫通する。血がとめどなく流れる。それでも魔王の心は、何も感じていなかった。

「なな……ひゃく、よんじゅ、う……９……か……」

「え……？」

「俺は、また……世界、で……」

　魔王が断だん末まつ魔まに何を言おうとしているのか。勇者がこの状況も含め疑問に思い、魔王に聞こうとしたが既すでに遅い。

　口から血を吐き、全身の力が抜ける。魔王は自らの胸からゆっくりと刀身が抜けるのを見つめながら、重力に従い倒れ込む。何もかもをスローに認識しながら、薄うすれゆく意識の中澱よどんだ瞳で最後に見た光景は、動どう揺ようし事態を把は握あくできていない困り顔の勇者だった。だがその顔も、やがて見えなくなる。

　背中に固い床の感触を感じるはずだった。だがいつまでたっても魔王は下へ下へと落ちていく。海中へ潜もぐるように、深い闇やみの中を真まっ逆さかさまに。そうして全てが闇に溶け、古い自分が死に絶え新たな自分を手に入れると、背後でドアノブの回る音がする。

　もう上へは戻れない。大いなる力に従い落下すると、魔王は開いた扉の先へ吸い込まれる。

　魔王が背中から扉の中へ入ると、軋きしむ音を響かせながらドアは閉まる。

　閉ざされた扉にかけられた簡かん素そなドアプレートには、ただ無機質に『７５０』という数字が刻きざみ込こまれていた。
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　暗雲立ち込め雷らい鳴めい轟とどろくく空の下、登ってくる者全てを拒きよ絶ぜつする断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に、その不気味で山のように大きな城はそびえ立っていた。

　周囲は紫色の濃こい霧きりに包まれ、時折激しく光る雷かみなりの音以外には、生物の気け配はいすらしない。ただただ、静せい寂じやくのみが支配している。

　ここは『魔ま境きよう』――人間どころか、下級の魔物ですら恐れて近づこうとしない超危険地帯。

　そしてその中心に位置するのが、崖がけの上に築きずかれた巨大な『魔王城』。世界を滅ぼさんとする魔王と、その部下達の本拠地だ。普通の人間にとって魔王城は入るどころか、近づくことすら考えつかない場所である。

　だが今日に限って言えば、魔境の、さらに魔王城の内部に三人もの人影があった。そして驚くべきか恐れるべきか、その三人は頭のおかしな自殺志願者ではなかった。むしろその、逆だった。

「……ついに、ここまで来たな」

　魔王城の最深部。威い圧あつ感かんを放つ大おお扉とびらの前で今までの旅を思い出し感かん慨がいにふける勇者。

　聖なる防具を身にまとい背中に剣を携たずさえ、その佇たたずまいはとても爽さわやかで凜り々りしい。

「四し天てん王のうをアッサリ撃破したし、俺おれらなら魔王も余裕で倒せるんじゃねーの？」

　大扉に彫ほられた二体の悪魔を見上げながら、軽い調子で言ってのける戦士。

　大木を伐きり倒たおすためにあるかのような大おお斧おのを肩かたに担かつぎ、鍛きたえ上あげられた筋肉の力強さを、服の上からでも感じることができる。

「相手は魔王なんですから、油断は禁物ですよ？」

　戦士の余裕の態度にそう注意しつつも、頼もしさを感じている魔法使い。

　きらめく金の髪の上に三角帽ぼう子しを被かぶり、肩ぐらいの高さの杖つえには青色の水晶玉が取り付けられている。

『魔王を倒せば、アタシ達の旅も終わり……。寂さびしくなるわ』

　三人の他にもう一つ、巨大な影。それは蒼あおい色のドラゴン。

　翼つばさも尾おも四本の脚あしも瞳ひとみも、全て美しい海や空の色をしていた。仲間達を優やさしく包むような口調と声色は、まるで大人おとなのおねーさんだ。

　彼らこそが、人類の希望である選ばれし勇者達。世界征せい服ふくを企む魔王の野望を阻そ止しするため、この魔王城までやってきた。頑がん丈じように閉じられた鉄製の大扉、その奥にいる魔王を倒せば、彼らの旅も終わりを迎えることになる。




　勇者は後ろにいる仲間達の方を振り向き、そして小さく、頭を下げた。

「皆……今までついて来てくれてありがとう。本当に、感謝している」

　普段クールな癖くせに、こういう時は素直に頭を下げる勇者。先頭に立つ者として仲間を気き遣づかい、いつだって大事にしてきた。だからこそ、仲間達はこの勇者と共に旅をしてきたのだ。

「何だよ今更、水臭い奴やつだな」

　照れ隠しか、ぶっきらぼうに言い捨てる戦士。

「私も……皆さんと出会えて、本当に良かったです。できればまた、皆さんと一緒に旅がしたいです！」

『面おも白しろそうね。大だい賛さん成せいよ』

　世界の命運をかけた決戦の前だというのに、勇者達の雰ふん囲い気きはとても穏おだやかだった。それは今日負けて死ぬことに対する諦あきらめではなく、本当に『勝つ』つもりでいるからこそ、戦いが終わった後のことを考えることができる。

「ああ。その為ためには、魔王を倒さないといけないな。……覚悟はいいか？」

「おう！」

「はいっ！」

『もちろんよ』

「行くぞ……！」

　――そして扉は、開かれた。

　大扉を開けて魔王の間に突入し、目の前に広がる光景を見て、勇者は言葉を失ってしまった。

「何だ……これは……!?」












　ざっと百人は入りそうな広い空間。その広間を照らす大量のロウソクが不ぶ気き味みさを演出し、天てん井じようは気が遠くなるほど高い。

　そんな広間の中心に位置する、細長いソファー。そのソファーの上で寝そべっている魔王は、信じられないまでに……リラックスしていた。

　魔王はまるで寝そべりながらテレビを見るおっさんのような体勢で、勇者達にとっては見慣れない機械を手元でカチカチいじっている。周囲には何やら食べかすのついた袋やら読みかけの書物やらが乱らん雑ざつに散らばっている。一言で表すと、汚い部屋だった。

　ここでようやく勇者達の存在に気づいたのか、魔王は機械から目を離し、死んだ魚のような澱よどんだ瞳で勇者達をじっと見つめた。

「……扉、閉めてくれない？　寒いから」

「あ、スイマセン」

　慌あわてて扉を閉めに行く魔法使い。だが一体誰だれが、こんな威い厳げんも何もない第一声を予想できただろうか。

　勇者と戦士にいたっては未いまだ状況を受け入れられず、固まってしまっている。

　だがそんな勇者達などお構いなしと言わんばかりに、魔王は何かの操作を止やめようとしない。自らを討うち倒たおしに来た者達の前であっても。

「うわ、ヤベェ死にそう。てかこれやっぱ難しいよな……。無理ゲーだよこんなん……」

「……お前、魔王か？」

「そーだよ」

　恐る恐る聞いた勇者の質問に、『緊きん張ちよう感かん』という言葉の意味を再確認したくなるほどユルイ返答をする魔王（自称）。

「……本当かよ？」

「ええー、そんなに疑う？」

　戦士もまた、信じられないというような困こん惑わくした表情を浮かべていた。こんなダラダラした青年が、世界を脅おびやかす魔王とはとても思えなかったからだ。

「俺が魔王じゃなかったら誰よ？　一般ピープルはこんな所でゴロゴロできないデショ？」

「た、確かに……」

「そう言われればそうですね……」

『理にかなってはいるわ』




　なんだか仲間達が魔王（確定）の雰囲気に呑のまれそうな勢いだったので、勇者は背中の剣を鞘さやから抜き、ソファーで寝そべる魔王にその剣先を向けた。

「お前が魔王であることは分かった……。ならば私達と勝負しろ！　お前を倒し、世界を救う！」

「ヤダ。メンドイ」

「め、メンドイ……!?」

　まさか世界の命運をかけた戦いを、『面めん倒どう臭くさい』の一言で片付けられてしまうとは。

　ことごとく自分達の予想を超える魔王の言動に、普段クールな勇者も衝しよう撃げきを受けずにはいられなかった。

　だが当の魔王はそんなの関係ねぇとばかりに怠たい惰だな態度を崩くずさず、機械を操作し続ける。

「お前が魔王なら、何な故ぜ私達と戦おうとしない……!?」

「面倒臭いから」

「噓うそをつくな」

「いや、えっと……ですね……」

　勇者の怒ど気きのこもった一声に、思わず機械を畳たたみ姿し勢せいを正してしまう魔王。ピシャリと一いつ喝かつされてかなり怯おびえてしまったようだ。

（魔王がビビってるよ……）

（出ました勇者様の『問もん答どう無む用よう』！）

（流石さすがだわぁ）

　腕組みをして仁に王おう立だちする勇者の背後には、怒りのエネルギーが作り出すパワーあるヴィジョンとして現れそうだ。そばに現れ立つというところからそのヴィジョンを名づけてスタン（以下略）。

　怒られてシュンとしている魔王は小さく息を吐はいてから、静かに真意を語り始めた。

「……戦いたくない理由の半分は本当に面倒臭いから。もう半分は、俺が永遠の魔王だから」

「『永遠の魔王』……？」

　聞きなれない単語に、勇者達の頭上に疑問符が浮かぶ。魔王なのに『永遠』とは、どういうことなのか。

「俺は魔王として生まれ、魔王として勇者に殺され、違う世界で違う魔王として生まれ、また勇者に殺される。……以下無限ルゥゥゥプ。俺が魔王をやるのも、かれこれ祝一千回目。記念のタワシでもプレゼントしてほしいところだね」

　衝撃の告白に、勇者達は再び言葉を失ってしまった。魔王の間に入ってからこの短時間で、理解を超えることがあまりにも起きすぎている。

「……オイオイ、それじゃあお前、もしかして……」

　戦士の言わんとしていることを理解し、魔王は努めて軽い口調で言ってのけた。

「うん。今までの記憶と経験はバッチリ持ち越しているよ。あと少しのお気に入りの道具。一千回魔王をやったのは覚えているけど、累計でどれほどの時間を過ごしたのか……もう、数えきれなくなっちゃってさ。その辺は曖あい昧まいなんだよね」

　途方もない時間を、彼は魔王として過ごしてきた。いつか勇者に殺されると分かっていながら。まだ十数年しか生きていない勇者達には、想像もつかない次元の話である。

「せいぜい俺は、ゲームでもして『勇者』が来るまでの時間を潰つぶすしかなくてさ」

「げ、げぇむ……？」

　魔王の手に握られた機械を見て、魔法使いは不思議そうにする。

「そうそうゲーム。これが結構面白くてさー」

　軽い調子で言ってみるが、勇者達には馴な染じみがない上、本題と外れているので、それを察した魔王は再び自分の話に戻る。

「だから俺としては、面倒臭いバトルとかしないでさっさと殺して欲しいんだよね。どうせ魔王は勇者に勝てないし。でも痛いものは痛いんで、サクッとお願いします」

　死んだ魚の目で、無抵抗を示すように両手を広げる魔王。気が遠くなるほどの時間を過ごし何度も魔王として殺されるのであれば、魔王としての役目を、自らの命すら放ほう棄きしたくなるのも頷うなずける。だがその態度が、勇者は気に入らなかった。

「ふっ……ざけるなッ！」

　突とつ如じよ大声で叫んだ勇者は魔王の胸むな倉ぐらを摑つかみ、ソファーから強ごう引いんに立ち上がらせた。魔王は勇者よりも背が高かったため、勇者はその細長い体格の魔王を見上げる形になる。

「私の両親は魔物に殺された！　だからもう争いのない、平和な世界にしてみせると両親の墓はかに誓ちかった！　それなのに、魔王であるお前が――」

「勇者サマの両親を殺したのは、俺じゃないだろう？」

「っ……！」

　叫ぶ勇者の頭上から冷ややかに一言、問いかけた。

　濁にごりきった瞳に光はない。今の状況すらも面倒臭がっている様子で、怒りに燃える勇者へ言葉を注そそぐ。

「俺は一応魔王だから、今まで表面上は『世界征服じゃーぐへへへへー』的なことを言ってきたけどさ、実際行動に移していたのは部下だったし。俺、別に何もしてないし。勇者サマの両親のことは気の毒に思うけど、イスに座ってふんぞり返っていただけの俺にそんなこと言われても困――」




　――握にぎった勇者の拳こぶしが、魔王の頰ほおに叩たたき込こまれた。

　殴なぐり倒たおされた魔王は固い床に全身をぶつけ、辺りの書物やゴミがさらに散らばってしまう。

　幸い大した怪け我がにはならなかったが、それでも魔王はただ『メンドくせぇな』と小さく呟つぶやいてから、ゆっくりと身体からだを起こした。

　このまま怒りに任せて殺してくれないだろうか。痛む左頰を押さえながら魔王はそう思った。

　だが立ち上がってもう一度勇者を見た時、魔王は驚きに目を見開いてしまった。

　今しがた自分をブン殴った勇者が、泣いているのだ。両目からポロポロと、涙を流しながら。

「お前は……ッ！　今までずっとそうだったんだろうな……！　どうせまた生まれ変わるからって、全て無関心で、投げやりで……っ！」

　嗚お咽えつ混まじりに怒りの言葉をぶつける勇者。魔王はというと、ただひたすら困惑してオロオロしていた。

「泣ーかしーたー泣ーかしたー」

「女の子を泣かせるなんて、最低です！」

『ぶっ殺すわよ』

「外野は黙だまってようよ!?　ちょっ、泣かないで勇者サマ！　てか女の子の勇者自体珍めずらしいから、こんな時どうしたら良いか分からない！」

　勇者の仲間達からの盛せい大だいなブーイングを喰らいながら、必死に勇者に謝る魔王。

　一千回魔王を繰り返してきたが、勇者といえば大抵男であり、女の子の勇者に泣かれるという経験は皆かい無むだった。

「……決めた。お前は殺さない」

「え……？」

　目は充血し、鼻声になっているが、涙を拭ぬぐった勇者は突然ではあるがハッキリとそう言った。

「お前を倒してもまた別の世界で魔王として君くん臨りんするというなら、この世界に残す。そしてこの世界で、お前のループを終わらせる方法を探す」

　腕を組み魔王を見上げる勇者の目は、決意に満ちている。魔王はその光り輝く強い瞳を、驚きと共に見つめ返していた。

「おまっ……本気かよ!?」

「相手は魔王ですよ!?　そんな簡単に信用したりしたら……！」

　仲間達は勇者の決意に動どう揺ようしている。魔王を倒すために今まで旅をしてきたのに、ここへ来て急に魔王を救う話になるなど、想像もしていなかったからだ。

　だが同時に、この勇者は一度決めたことは決して変更しない性格であることも知っていた。

「コイツの言葉に噓はない。それに、また一緒に旅をしようと言っていただろう？　もう私との旅はしたくないのか？」

「そ、そんなことないですけど……」

　仲間達の方を向き、問いかける。信頼している勇者にそんな風に聞かれたら、断ることなんてできない。反則じゃないですか、と魔法使いは心の中で思った。

『別にイイんじゃない？　アタシは異議なしよ』

　困惑する仲間達の中で、蒼い竜が真っ先に勇者に賛同した。魔王を倒すにしろ救うにしろ、この蒼そう竜りゆうにとってみれば『どちらでも構わないこと』なのだ。

「あぁ、ったく、分かったよチクショウ！」

　そんな蒼竜の言葉を聞いて戦士は、頭をガシガシと掻かいてから呆あきれたようにため息をついた。

「お前が俺らの大将だ。お前の判断に従うよ。ただし魔王が変な行動を起こしたらすぐにブッ潰すからな」

　悪態をつきながらも納得してくれた戦士の様子に、勇者の顔も少し緩ゆるむ。

　魔法使いは自分以外のメンバーが賛成してしまったことに驚き慌てたが、もう大局は決した。あとは納得するしかないのだ。

「……分かりました。私もそれでイイと思います。皆さんは決めたことを曲げない人達ですし」

　魔王と旅をすることに不安はあるが、勇者の決めたことだから。そう思って魔法使いも、勇者の決定に賛同した。

　これで全員の同意は得られた。勇者は爽やかな笑顔で、魔王に手を差し出した。

「そういうことだ。これからお前は私達と一緒に、無限ループを終わらせる旅に出よう」

　差し出された手を見る魔王の顔にも嬉うれしさが滲にじみ出でていたが、その手を取ろうとはしなかった。

「……九十八人目」

「ん？」

「今までもさ、いたんだよ。やっさしーぃ勇者サマが。でもダメだった。結局ループからは抜け出せなかった。気持ちは嬉しいけど、やっぱり……」

「それがどうした」

　魔王の言葉を途中で遮さえぎり、腕を組む勇者。魔王は固く冷たい床から、勇者の顔へと視線を上げた。

「昔誰かが言っていた。『諦めたらそこで試合終了だよ』と。過去のことは関係ない。終わらせると言ったら終わらせるんだ。男なら四の五の言わずについてこい」

「勇者サマ……」

（ヤダこの娘こカッコイイ！）

（流石は勇者様です！）

（イケメンだわぁ）

　男前な勇者の発言に、全員がちょっと惚ほれそうになった。

「そういえば自己紹介がまだだったな。私は勇者の――」

「ブモオオオォォォォォォッッ！」

　突如、広間全体を揺らすほどの咆ほう哮こうが響き渡った。全員が驚き、音のした方を振り向く。

　そしてその数秒後、勢いよく魔王の間へ続く大扉が開かれた。

　大扉を開けて入ってきたのは、蒼竜よりも大きな、人間の二倍はあろうかという巨体の大男。頑丈そうな鎧よろいを身に付け人間サイズの大斧を持ち、そして一番の特徴は、首から上が牛であるということ。鋭い角つのに爛らん々らんと赤く光る瞳。凶悪そうな牛の顔をしたその魔物は、ヒョロ長い魔王よりも魔王っぽい威厳がある。

「ブフゥゥー……！　魔王軍親しん衛えい隊たい隊たい長ちよう及び男子コーラス部部長、ミノ・タウロス見参！　魔王様ぁ、侵入者の排除はこの俺にお任せあれ……！」

　物もの凄すごく渋しぶい重低音ボイスを響かせながら意い気き込ごむ牛うし男おとこ。時代や場所が違えば伝説の傭よう兵へいとして名を馳はせていたかもしれない。

「何だあのイイ声した牛」

「ミノさんは魔王軍一の力持ちだよ。あと魔王軍一の美声の持ち主」

　強敵出現のはずだが、勇者達は全く動じていない。今まで自分の姿を見て恐れおののかなかった人間はいなかったので、牛男のミノさんは苛いら立だちを露あらわにした。

「愚おろかな人間どもめ……！　この一撃を見て、魔王城に来たことを後悔するが良い！」

　斧を振り上げ、全力を込めて床に叩きつける。部屋全体が揺れ轟ごう音おんと共に固い床は割れ、その中心から巨大なクモの巣のようなヒビが入り広がった。

「やっぱスゲー渋い声だよな」

「歌声をぜひ聴いてみたいです」

『きっと素晴らしいんでしょうね』

「何だお前らさっきからァァァ！　声は今どうでもいいだろうが！」

　叫んでもイイ声。牛男は緊張感のない勇者達にブチギレているが、当の勇者達はそんなことよりも歌声が気になっている。

「まぁまぁ落ち着いてミノさん。せっかくだから魔王軍一の美声を披ひ露ろうしてあげなよ。曲はこの前教えたやつでイイよね？　伴ばん奏そうは俺がするから」

「ぐっ……！　魔王様が、そう、言うなら……」

　かなり不満な様子だが、主あるじの命令には逆らえない。斧を一旦手から離し、喉のどの調子を整える。

　魔王はどこから取り出したのかバイオリンを左肩に載のせ顎あごで押さえ、右手に持った弓を弦げんに当てて構えた。

　そして始まる、魔王と牛男によるリサイタル。

「なつ～かし～き河よぉぉダァァァルモォォォウのおォォォォォ♪　清～き～流れは～我が～心～♪　うつ～くし～き河よぉぉぉダァァァァァァァァァァルモォォォォォォォォォォウ♪」

「今だ。やれ」

　勇者の指示で、戦士は斧を後方に大きく振りかぶりながら駆け出した。

「『アックス・インパクト』ォォォ！」

「ンモオォォォォォッ!?」

　イイ声で気持ちよく歌っている最中だった牛男に、戦士は振りかぶった斧を全力で叩き込んだ。完全に無防備だった牛男は後ろに吹っ飛ばされ、背中から床に倒れてしまう。

　歌っているのに突然来た一撃に内心激しく動揺しながらも、すぐに牛男は半身を起こし勇者達の方を睨にらんだ。

「き、貴様……！　何をする!?」

「えっ、何を言っているんだろうかこの家か畜ちくは」

「スキを突くのは当たり前だろうが」

「戦闘中に攻撃されたら文句を言うんですか魔王軍の親衛隊長さんは？」

『馬ば鹿かじゃないの？』

　口々に自分を責める勇者達を見て、牛男は悟った。

（コイツら……！）

　散々イイ声だと褒ほめたこと。歌声を聴きたいとせがんだこと。

（全部『なかったこと』にしやがった……ッ！）

　グッドルーザーもびっくりな外げ道どうっぷりに、魔王軍一の力自慢も流石に引いた。

「ゆ、許さん……！　この俺を馬鹿にしやがって……！」

「『怒らせてこれを乱せ』。まずは作戦通りです孫そん先生」

　作戦が上う手まくいったことに満足そうな勇者。作戦だったとしても、世界を救う勇者とは思えない外道っぷりに流石の魔王もちょっと引いた。

　怒りに燃える牛男はすぐさま起き上がり、巨大な斧を手に取り雄お叫たけびを上げながら突進してくる。

　そんな牛男を勇者達は焦あせることなく見み据すえそれぞれの武器を構え、まずは戦士がゆっくりと前に出た。

　牛男は猛スピードで迫せまりながら斧を振り上げる。先ほど床を割った剛ごう力りきに加え、突進のスピードも加わりその威力は想像もつかない。

「ンモオォッ！」

　怒りと憎しみのこもった、全力の一撃が戦士に振り下ろされる。

　そして金属同士のぶつかる音が広間に木こ霊だました後、牛男は勝利を確信した。今まで全ての人間を一撃で叩き潰してきた。今回の戦士も、ぺちゃんこになっただろうと思ったのだ。

　だがしかし牛男は、すぐに異変に気づくことになる。斧の刃先が床と触れていない。離れている。その距離およそ一メートル七十センチ強。人間一人分の隙すき間まが、そこにある。

「……二者択一だ牛野郎」

「モ、モウ……!?」

　なんと戦士はまだ背せ筋すじを伸ばし、しっかりと立っている。牛男よりも小さい斧で、その一撃を受け止めている。

　まさか魔王軍最強の豪ごう腕わんを誇ほこる牛男の一撃を平然と耐えるとは。牛男本人だけでなく魔王も、まさかの事態に驚いている。そんな魔王の隣となりで、勇者だけが満足そうな表情を浮かべていた。

「アレは戦士のテツ。ガサツで短気だが、腕っぷしには自信がある」

　戦士の上じよう腕わん二に頭とう筋きんが唸うなりを上げ、牛男の斧を跳ね返す。

「ステーキにされたいか牛ぎゆう丼どんにされたいか、好きな方を選べ！」

「ッ!?」

　跳ね上がった自分の斧を見ても、牛男は一瞬事態を理解できなかった。今まで一撃で倒せなかったどころか、自分の斧を跳ね返す人間などいなかったからだ。

　自分より剛力な者などいない。その絶対的自信は今も揺るがない。なのに、足は頼りなく三歩四歩と跳ね返された反動で下がってしまう。

　ようやく右足を踏ん張って立て直したが、再び戦士の方に視線を戻した時には、既すでに巨大な火の玉が顔前に迫っていた。

「『ギガフレア』」

　可か憐れんな少女の声と同時に、自分の顔の焼ける臭いと絶叫が牛男の耳に響いた。

　火炎系の中でも最上級レベルの攻撃魔法。普通なら大量の魔力を消費し疲れ果ててしまうが、少女はただ涼しい顔で肩をトントンと魔法の杖で叩いていた。

「焼き加減はベリー・ウエルダンでいいですか？」

「魔法使いのマキナ。私達のサポート担当兼けん萌もえ担当だ」

「とりあえず胸が大きくて大変素晴らしいと思います」

　そう呟いた魔王は隣に立っていた勇者から、無表情で腹にヒジの一撃をプレゼントされた。

　火炎を喰らった牛男はというと、絶叫しながらも必死に顔についた火を消したが、顔は焼け焦こげて自慢の黒毛がチリチリになってしまっている。だが魔王軍親衛隊の隊長としてのプライドもある。この程度でへこたれる牛男ではない。

「ブモォオ……ッ！　火を出せるのが自分だけだと思うなよッ！」

　口を全開にし、息を大きく吸い込む。そして魔法使いめがけ、灼しやく熱ねつの炎を吐いた。牛男の火炎の息い吹ぶきは一気に室温が上がるほどの熱さであり、小さな魔法使いなど一瞬にして灰にされてしまうだろう。

　しかし当の魔法使いは逃げもせず、迫り来る炎を棒立ちで見つめていた。

「ちょっ……マキナちゃん死んじゃうよ!?」

　逃げようともしない魔法使いを心配して魔王は声を上げたが、勇者もまた冷静に様子を見ているだけだった。

「問題ない」

　小さくそう呟いた瞬間、炎と魔法使いの間に蒼色の巨大な影が割って入った。

「ゴアアアァァァッッ！」

　牛男に負けず劣おとらずの咆哮が響いたかと思うと、広間の室温がさらに上がった。

　蒼竜も口を開け鋭い刃やいばのような牙きばを見せ、真まっ青さおな炎を吐き牛男の炎を相そう殺さいしたのだ。

「なッ……!?」

『確かに、火を吹けるのが自分だけだと思わない方がいいわね』

「竜の中でもさらに希少な『サファイア・ドラゴン』。名前はポチだ」

「名付け親呼んできて！　説教してやる！」

　牛男は、今起きている現実を受け止めきれていなかった。

　今まで全ての敵を一撃で破り、先代からの魔王の信頼を得て、斧一本で親衛隊長の座まで登りつめた。

　だというのに、この短時間でこんなにも無ぶ様ざまな醜しゆう態たいを晒さらすのは生まれて初めてだった。身体もプライドもズタズタに傷つけられた。だが主である魔王の前で負けたとあっては、死んでも死にきれない。敗北感に襲われそうな心を奮ふるい立たたせ、牛男はもう一度斧を強く握った。

「ここで負けたら男の名折れ……！　先代の魔王様どころか、故ふる郷さとシ国ウワジマの牛達にも顔向けできねぇ！　牛の胃い袋ぶくろと肝きもっ玉たまは四つずつあるんだ……！　度ど胸きよう勇気と根性不屈！　魔王軍親衛隊隊長ミノ・タウロス、意地と気合でお前らなんぞに負けはしない！」

　魔王のそばにいる勇者に向かって、全速力で走り出す牛男。

　勇者は自分に向かってくる誇り高き牛を見上げながら、前へ出る。背中に装備した剣を鞘から抜き、輝く刃が大気を斬きり裂さく。ゆっくりと歩きながら、勇者は聖剣を左肩の方へ持っていき構えた。振り払った時に相手の右肩から左腰へと斬り下ろすように。

「お前の敗因を教えてやろう……」

「ブモオオオォォォォォッッ！」

「パワーはある。火も吹ける。歌声は美しく、一軍の将としての心構えも素晴らしい。だが……！」

　牛男は意地と誇りを込めて、巨大な斧を振りかぶる。そして勇者の胴どう体たいを真っ二つにしようと、全力で横に振り抜いた。

　――だが振り抜いた斧に、肉を断ち切る感かん触しよくは伝わってこない。

　魔力を込めた勇者の剣が加速する。それを握る勇者の腕も、身体そのものも。勇者自体がひと振りの超高速の斬ざん撃げきとなり、刹せつ那な、牛男は敗北する。

「何より『速さ』が足りないッ！」

　牛男が気づいた時には、勇者は牛男の背後で聖剣を鞘の中へ戻していた。そして刀身が収まり切った時、堅けん牢ろうな鎧は砕くだけ散ちり牛男の意識もそこで途切れた――。







「……そういうわけだ」

　床に倒れる牛男を背景に、勇者はもう一度魔王に手を差し出していた。その様子を戦士、魔法使い、蒼竜が温かく見守る。

　魔王はこの記念したくもない一千回目の世界で、少しばかり勇者達に興きよう味みが湧わいた。中ちゆう途と半はん端ぱな者には過か酷こくな運命は変えられない。だがこの勇者達は違うと言い切れる。

（だって、全員レベル99なんだもん）

　勇者と魔王は、笑顔で握あく手しゆを交かわした。

「俺は魔王のファシル。これからよろしくね勇者サマ」

「ああ。私は、勇者のシックスだ」

　シリーズ六作目ですね分かります、と魔王は経験からすぐに悟ったが、場が混乱するだけなので黙っておいた。

　……こうして、『魔王が仲間になった！』という前ぜん代だい未み聞もんのメッセージウインドウが表示され、魔王を倒して世界を救うはずだった勇者達一行の冒険が、新たに始まる……。

「……ちなみに３スリードゥーエスは持っていても……」

「ダメだ」

「さらばアニマルの森！　俺は魔王城を飛び出すよ！」

　この先勇者と魔王にどんな運命が待ち受けているのか。それは、神のみぞ知るところである……。
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　魔王城を離れ紫色の霧きりに包まれる魔ま境きようからも抜け出し、勇者達一行は青空の下にいた。穏おだやかに雲が流れ爽さわやかな風も心地よい。歩いていても周囲に特とく筆ひつすべき建物や絶景も見えないごく普通の一本道だが、むしろ遮さえぎるものがなく遠くの景け色しきをゆったりと楽しむことができる。

　そんなヒーリング効果バツグンの旅たび路じの中で、勇者は物もの凄すごくイライラしていた。原因は、もちろん彼。

「疲れたー。しんどいー。ちょっと休きゆう憩けいしようよ～」

　覇は気きのないだらけた声で提案しながら、ぱたりと道に倒れる魔王。服が汚れることなど構かまわず、ここから絶対動かないぞ、という意思表示をしていた。

　普段運動どころか外出すらしない魔王はかなりの距きよ離りを歩いたつもりだが、勇者達にしてみれば休憩するにはまだまだ早い。それゆえに、勇者は魔王を生ゴミでも見るかのような目で見下ろしていた。

「……オイ、休むな。立てクソニート。一千回お前の顔面をブン殴なぐるぞ」

「なんで俺おれがループした回数なの。てか、女の子がそんな乱暴な言葉を使っちゃダメだと思うよ勇者サマ？」

　勇者に怒られても立ち上がろうとしない。大地に寝そべりながら徹てつ底てい抗こう戦せんするつもりのようだ。

『そんなに疲れているなら、アタシの背中に乗せてあげるわよ』

　見かねた蒼そう竜りゆうがそう提案したが、勇者と戦士はあまり良い顔をしなかった。むしろしかめ面だった。

「やめとけポチ。コイツみてーな奴やつは甘やかすとつけあがるタイプだ」

「褒ほめられて伸びるタイプです」

「テメェのどこを褒めりゃあいいんだよ！　立てオラッ！」

　戦士は魔王の腕うでを摑つかんで強ごう引いんに立たせようとするが、魔王はそれに全力で抵抗する。

「痛い痛い！　力ずくはよしてよ井いノの原はらさん！　俺を筋肉ルートに導みちびこうとしないでよ！」

「何の話をしてんだテメェは!?」

　状況がだんだんと混乱してきたが、それまで苦笑いで傍ぼう観かんしていた魔法使いが恐るおそる、やんわりと仲ちゆう裁さいに入った。

「まぁまぁ皆さん、魔王さんも初めての旅で大変なんでしょうし……」

「なんて優やさしいのマキナちゃん！　このパーティで俺に優しいのは魔法使いと竜だけか!?　見習え汗臭いコンビ！」

「汗臭くねぇよ馬ば鹿か野や郎ろう」

「マキナ、このニートに優しくする必要は人体でいうと耳たぶくらい必要ないぞ」

「全国の耳たぶに謝りなさい勇者サマ！」

　結局、魔王は蒼竜の背に乗って移動するという形に落ち着いた。勇者達の荷物と一緒に、あるいはお荷物扱いとして運ばせた方が時間を無む駄だにしないですむだろうという、勇者にしてみれば大変不ふ愉ゆ快かいな決断である。

　蒼竜の広い背中に全身を預け、手足をぶらぶらと垂らしながら鼻歌混じりに運んでもらう魔王。勇者と戦士にとってはとても腹立たしい光景だった。

「いや～楽ちん楽ちん。この乗り心地はいつぞやのセグウェイを思い出すよポチさん」

『よく分からないけど、お褒めに預かり光栄だわ』

　魔王を乗せている蒼竜本人は特に嫌がる素そ振ぶりもなく、大人おとなの余裕を醸かもしだしながら談笑していた。お互い魔族ということもあり、気き兼がねなく会話することができるのだ。

　もっともこの魔王にしてみれば、人間か魔物かなど関係ないことなのかもしれないが。

「それにしても、非力な魔王を休憩もなしに歩かせるなんて……。俺を処刑される前の聖人みたいに扱うよね勇者サマは」

『アナタは別に十じゆう字じ架かを背負っているわけでもないじゃない』

「子供の頃意味もなくアリを大量虐ぎやく殺さつした十字架を、俺は今も背負っているよ」

『結構な人数が背負っていそうな十字架ね』

　口がよく動く魔王に対して、ウザがらず話を合わせられる蒼竜の適応力もなかなかのもののようだ。これが勇者や戦士なら、すぐに会話を投げ出してしまうだろう。

　魔王が気楽に身体からだを預けていると、今度は蒼竜の方から話しかけてきた。

『ねぇファシル。面おも白しろい話は聞きたくない？』

「アメリカン・ジョークなら西にし海かい岸がん風ふうのでお願いします」

『このメンバーの人間関係よ』

　魔王の戯ざれ言ごとは無視である。

　蒼竜はまず、魔王にも分かるように小さく首を前に伸ばし、自分の前を歩く魔法使いの背中を示した。

『マキナはね、テツのことが好きなのよ』

「ほほう！　腐くさった柔じゆう道どう着ぎのような臭いがするあの男のことが」

　魔法使いの前、勇者の後ろを歩いていた戦士は、突然イラっとした。何を喋しやべっているかは聞こえないが、魔王の声が何だか癇かんに障さわったのだ。

『でもテツはシックスが好き。二人は同どう郷きようの出身で幼おさな馴な染じみなの』

「アレですな。幼馴染みって仲良いけど何だかんだで最終的には結ばれないアレですな」

『で、シックスは多かれ少なかれアナタのことを気にかけていると思うわ。あの子は本当に嫌いだったり憎い人を迎え入れたりしないから。言葉や態たい度どは冷たく見えるかもしれないけど、落ち込むことはないわよ。それにホラ、あの子ツンデレだから』

　そこまで言い終えて、魔王が何のリアクションもしないことに蒼竜は気づいた。

　長い首を後ろに向けて自分の上に乗る魔王を見ると、何やら深しん刻こくそうな顔をして悩んでいる様子だった。

「そんな……。じゃあ、俺は……」

　今までふざけ倒していた魔王が、急にシリアスな表情を浮かべたとあっては、流石さすがに蒼竜も驚きを隠せない。この話をするのは少し早すぎたかしら、と小さく後こう悔かいした。

　しかしその後悔すらも、無駄にしてしまうのが魔王クオリティ。

「……俺はマキナちゃんを好きになった方がいいのか……!?」

『アナタって、本物の馬鹿よね』

　どうしてそんなドロドロした四角形を作りたいのかしら、と理解に苦しむばかりである。だがこの魔王に常じよう識しきや普通といったものを求めるのは間違いだと、蒼竜はここへ来てようやく理解した。つまり蒼竜も諦あきらめたのだ。

「でもさ、そんな話を俺なんかにしてイイの？　俺の口は発はつ泡ぽうスチロールより軽いよ？」

『大丈夫よ。アタシの経験上、アナタはこういう話はペラペラ喋らない部類の人よ』

　一千回魔王を繰り返したはずなのに、『人生経験』という部門で負けた気がした。

『旅の行方もそうだけど、この子達の人間関係もアタシの楽しみなのよね』

「これからは『ポチ姐ねえさん』と呼ばせていただきたい」

　大人という意味で完全敗北した魔王は、それまでの怠たい惰だな日々を全力で後悔した。
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　陽ひは傾かたむき世界は徐々に闇やみに包まれ、星々が空に輝き出す時間帯。勇者達一行は、美しく穏やかな湖みずうみ、オンネトーの近くで野宿の準備を進めていた。薪まきを集め火を熾おこし、簡素な寝床を整える。ずっと旅をしてきた彼らにとってみればこなれたもので、太陽が沈むころにはもう食事にありついていた。

「今日は貧ひん弱じやくなニートのせいであまり進めなかったからな。明日からはペースを上げて行くぞ」

　携帯食をかじりながら今後の予定を確認する勇者。魔王軍を倒すべく結成された人間の国家連合から資金は貰もらっているはずなのに、食事も旅の装備も必要最低限である。勇者の性格がよく現れているとは思うが、美う味まくも不ま味ずくもないレーションをモグモグ嚙かみながら、もう少し味のしっかりしたものを食べたいと魔王は思っていた。

「こっから２４１番・２４２番街かい道どうを通りイケダで一泊……。んで、オビヒロに向かうわけか。早朝に出発すれば、夕暮れ前にはイケダに辿たどり着つけんだろ」

　焚たき火びに照らされる地図を見ながら、戦士はオニオンスープの入ったカップに口をつける。飴あめ色いろになるまで炒いためたタマネギの甘さと香ばしい匂い。作り置きして熟成されたブイヨンの旨うま味み。贅ぜい沢たくではないが、気取った高級料理よりは戦士の性にあっている。

「何でオビヒロに向かうの？」

　迷わず目的地を設定できている勇者達に、魔王は小首をかしげた。その質問に勇者は熱々のスープを冷ましながら答える。

「オビヒロには……フーッ、私達のフーッ、知り合いがいて、フーッ……。物知りなその人なら、フーッ、何か……フーッ、知っているかもしれん」

「いやどんだけフーフーするんですか勇者サマ」

　取っ手が付いているはずなのに何な故ぜか両手でカップを包み、執しつ拗ようなまでに息を吹きかけスープを冷ます。時間をかけてチビチビ飲む勇者の行動が気になり、話の半分も頭に入ってこない。

「うるさい。猫ねこ舌じたなんだ」

　やや恥はずかしそうな勇者に睨にらまれ、魔王は仕方なくそれ以上は言げん及きゆうしなかった。

　それよりも明みよう朝ちよう早く出発するとあって、昼ちゆう夜や逆ぎやく転てんの生活をしてきた魔王は『早起きはキツイっす』と申しん請せいしたが、最高責任者である勇者に聞き入れてはもらえなかった。

　食事も済ませ明日の道のりも全員が確認したところで、勇者達は焚き火を消し早々に寝床につくことにした。起床時間も早いし体力も養やしなわなければならない。

　だがこの日の夜は、それぞれにとって波は瀾らんの夜となるのであった。




　夜は多くの魔物にとって活発に活動できる時間帯。オンネトー湖こは人間の領りよう域いきに近く、勇者達自身も並みの魔物では近づくことすらできない強さを持っているとはいえ、やはり見張りは必要だ。そのため、今夜は蒼竜が仲間達の睡すい眠みんを守ることとなった。竜は危き険けん察さつ知ち能力が高く、睡眠も人間に比べ毎晩寝る必要はない。何かあればすぐに蒼竜が知らせることができる。見張りにはうってつけだ。

　だから勇者達は何も心配することなく眠れるはずだったが、その夜、勇者はひどくうなされていた。

　夢に見るのは幼き日の記憶。故こ郷きようの小さな村が魔物に襲おそわれ、何もかもが赤く燃える光景。そんな中でまだ幼き勇者の頭を優しく撫なでるのは、勇者の父と母。

　村の剣士と魔法使いとして村人達を地下へ避ひ難なんさせると、安心させるように自らの娘にも笑顔を向ける。ただ幼き勇者だけが、行かないでと涙を流す。

　母の手が離れる。父の背中が遠ざかる。両親の後ろ姿に向かって必死に手を伸ばしても、他の村人達に止められ叫ぶ声すら届かない。

　それが、勇者と両親の今こん生じようの別れだった。

　成長した勇者は戦士と共に旅に出た。悪あしき魔物を倒すため。人々を救い、もう自分のような人間を増やさないため。力をつけ師に戦い方を教わり、数多あまたの魔物を討うち倒たおす。

　やがていつしか『勇者』と呼ばれ、女め神がみの信しん託たくを受けた選ばれし者として、正式に魔王討とう伐ばつへと向かった。

　その頃からだ。酷ひどい耳みみ鳴なりと悪夢にうなされるようになったのは。

　魔物に襲われる人々を助ける。

（殺せ）

　砦とりでに侵攻してきた軍勢を討ち破る。

（殺せ）

　故郷の村を襲った魔物を、両親の仇かたきを見つける。

（殺せ）

　首を斬きり落おとし返り血に染まり、それでも殺せ殺せと声がする。

　やがて仲間を引き連れ魔王城に乗り込む。そこには無気力な魔王が、己の運命に嘆なげき悲しんでいた。

（殺せ）

　魔王は世界征服など企たくらんでいない。両親の仇とは関係ない。自分は勇者であるが、何故かこの魔王を放っておけない。だから、協力して魔王の手助けをしてやろうと思った。

（殺せ……！）

　なのに、心の底からドス黒い感情が湧わき上あがってくる。抗あらがいようのない、『殺意』が。

（殺せ！）

「――ッ！」

　勇者は目を見開く。呼吸が荒れて汗も酷い。心しん臓ぞうの動どう悸きが耳まで聞こえ、熱い血液が全身を駆かけ巡めぐっている。

「勇者様……」

　心配そうな顔をした魔法使いが、勇者に覆おおいかぶさるようにして顔を覗のぞき込こんでいた。そして非力な細い腕で、勇者の両腕を押さえている。勇者が寝る前にいつ何があってもいいようにと枕元に置いておいた剣を、抜ばつ刀とうしないように。勇者は自分でも痛いくらいに剣の柄つかを握にぎっている手を見つめ、ようやく夢を見ていたんだと気づいた。

「……マキナ。すまない……」

　勇者が夢から覚めたことを悟ると、魔法使いは勇者の腕を押さえていた手を解とき、離れる。それでも心配そうな表情で勇者を見つめていた。

「また……ですか？」

「あぁ……」

　今にも抜こうとしていた剣を鞘さやに収め、上半身を起こし脇わきに置く。全身に嫌な汗をかいているが、額の汗だけでも何とか拭ぬぐう。乱れた息を整え、もう一度大きく肺はいの中に夜の冷たい空気を取り込み、ゆっくり吐はき出だす。

「最近は見なくなったと思ったんだがな……」

　時々こうして、勇者は悪い夢にひどくうなされる。見るのは決まって今までの人生と、誰だれかが殺せと迫る声、そして猛もう烈れつな殺意。勇者としてのプレッシャーなのかやはり潜せん在ざい的てきに魔物を強く憎んでいるのか、どちらにせよ何度見ても気分は最悪で慣れない。

　ただ気になるのは、今回初めて夢に魔王ファシルが出てきたこと。今までは出会っていないから登場しなかったのは当然だが、何故出会ったばかりのファシルの顔にあれほどの殺意を抱いたのか。

　枕元に置いた聖剣を見つめてから、月明かり差し込む木々の隙すき間まに視線を移す。魔王と戦士が木々の壁を挟んだ向こう、湖こ畔はんで寝ているであろう方向に。

　頭が上う手まく回らない。気になることはいくつかあるが、所しよ詮せん夢は夢。明確な答えが出ることはない。

　勇者は魔法使いに貰った布で汗を拭ふき、水を飲むことでようやく落ち着いた。それから勇者は感謝と、起こしてしまったことへの謝罪を魔法使いに伝えると、今夜見た夢のことを頭の隅すみに追いやり、明日に備え再び簡素な寝床へ横になった……。
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　時をほぼ同じくしてその頃、静かな波が寄せては引く湖のほとりでは、月明かりの下戦士と魔王は隣り合って寝床に入っていた。

　魔王はもぞもぞと身体を動かし、隣となりで目を閉じている戦士の方を向く。

「ねぇねぇテッちゃん」

「……テッちゃん言うな。明日は早いんだから、さっさと寝ろ」

「テッちゃんはさ、今までこのメンバーとずっと旅をしてきたんだよね？」

　戦士の言葉は無視し、質問をする魔王。完全に修学旅行気分なのだろう。戦士にとっては迷惑でしかない。

「正直、オオカミさんにはならなかった？　具体的に言えばムラムラしたりムラムラしたりムラムラしたり」

「具体的になってねーぞ。しっかし、頭の悪い質問だな……」

　呆あきれたようにため息を夜空に向かって吐く戦士。何を期待しているのか分からない魔王の方は見ず、閉じていた目を開き満天の星空を見上げた。

「アイツらは仲間っつーか、家族みたいなもんだ。そういう目で見たり意識したりしたら、もう一緒に旅なんざできねーだろ」

　魔王から見て戦士は異性に対して興きよう味み津しん々しんな年頃だろうに、戦士の考えはとても立派であり主人公補正でもかかっているのかと疑いたくなるくらいだ。

　しかし昼間蒼竜から聞かされた話に基もとづけば戦士のそれは期待した返答ではなく、魔王にとっては納得できなかった。

「……何か、ルームシェアしている若者みたい。実につまらない返答だよテッちゃん。そんなんじゃきっといつか死ぬよ？　たぶん最終章のちょっと前くらいで」

「最終章ってなんだ。てか、俺は簡単に死なねーよ。人間と魔物の戦いが終わったら、故郷に帰って美味いメシ食う予定になってんだよ。今までしてこなかったような勉強もするんだ。頭悪いって他のやつに馬鹿にされるのも結構いいかもな……」

「ちょっと待ってテッちゃん。それ死亡フラグ」

　戦士が物凄い死亡フラグを立てたような気がしたが、何となく戦士はラストシーンまでは生き残っていない予感は薄うす々うすしていたので、まぁ別にいいやと魔王は思った。

「もういいだろ？　いい加減お前も寝ろよ」

「あっ、何か急に歌いたくなってきた」

「自由奔ほん放ぽうかテメーは」

「子こ守もり唄うただと思って聴いて下さい。魔王ファシルで、『プレゼント』」

　魔王は寝床から起き上がり、どこから出したのかアコースティックギターを構える。

　戦士は静かに寝させてほしいと思ったが、とりあえず無視して一曲歌わせれば寝るだろうと思い、何も言わず目を閉じた。

「粉雪～降る切なぁい夜に～♪　僕は～キミに～届けに来たよ～♪　穏やかに～♪　眠る顔見つめ～♪　今夜靴くつ下したにプレゼント詰める～♪　３６４日分の想いを込めぇぇて～♪　僕は～キミに～届けに来たよ～♪　キミは～喜んでえくれぇぇるかなぁぁぁぁぁ♪　僕の～ありったけのぉぉ想いを込ぉめえぇぇてぇぇぇ♪　僕はああ靴下にいい『ミソ』を詰めるううぅぅぅぅぅぅ♪　僕はあああ今夜あぁぁミソを詰めるうぅぅぅぅぅ♪　ぼぉくはあああ♪　キミぃにいい♪　赤味み噌そ詰めるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅィエアアアァァァァァァァアア」

「何で子守唄にシャウトが入るんだよバッキャロウッッ！」

　耐え切れなくなった戦士は魔王に向かって全力で叫ぶ。

　魔王は自信を持って作曲した作品が否定されたと思い、しょんぼりしながらギターを片付け寝床に戻る。やはりメロディがちょっと単調過ぎたかと自己分析するが、戦士に言わせてみれば色々もうそれ以前の問題である。

　何はともあれこれでようやく寝られると戦士は安あん堵どしたが、変わらず隣から自分を見つめる視線をビンビン感じる。しかし無視。徹底的に無視。戦士は魔王が何を言おうと無視すると決めた。構えば構うほど魔王の思うつぼだ。戦士は寝返りを打ち、魔王に背中を向けた。

「……ねぇテッちゃん」

「黙れ寝ろ殴るぞ」

「実は俺さ……今までずっと皆に黙っていたことがあるんだよね……」

「……!?」

　こんなにシリアスな口く調ちようの魔王は初めてだ。冗じよう談だんではなく本当にただごとではないと察した戦士は飛び起きて、魔王の申し訳なさそうな顔を見た。

　自身のループに関することか、あるいは男同士でしか言えないことか。魔王の表情は今までの無気力で間の抜けたそれではなく、真剣に悩んでいる顔だった。

「お前……そういうことはもっと早くだな……！」

「ゴメン……。今までずっと我が慢まんしてたけど、いつか感情が爆発して皆に迷惑をかけるのは嫌だからさ……」

「……無理はすんな。言える範囲で言ってくれ」

　なんだかんだ言って、魔王でも自分達の『仲間』になったのだから悩みには本気で向き合う。それが戦士テツという男である。

　言葉は荒いが胸に熱いものを持つ戦士を信頼し、魔王はゆっくりと、重い口を開いた。

「……実は俺、低てい反はん発ぱつ枕まくらじゃないと眠れないん……」

「コレが最後だ。黙って寝ろ」

　その夜、無駄な時間を使わされた戦士のイビキと、ゴワゴワした枕の感触に泣く魔王の嘆きが、満天の星空に響いていった……。
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『ニートな魔王とツンデレ勇者』をご覧の皆さんこんにちはおはようこんばんは。私、人間の居きよ住じゆうする中でも魔王城がある魔境に最も近い街、『オビヒロ』で長年門もん番ばんを務めているモン・バントゥと申します。

　このオビヒロという街は魔境との最前線ということもあり、街の周囲を高さ五十メートルの高い壁にぐるりと囲まれ守られています。これなら巨人が来ても安心です。

　そんな街の南側の出入り口、この『ラショー門』を守るのが私、というわけです。常に直立不動の無表情。それが私のアイデンティティにしてこの街の名物。数多のお笑い芸人や自分を面白いと勘違いしている大学生がたくさん私に挑戦してきましたが、門番として勤きん務むしてから今まで、一度も笑ったことはありません。雨の日も風の日も雪の日も魔物が襲しゆう撃げきしてきた日も、常に表情を変えず、語らず、『アイツ本当はオブジェなんじゃねーの』という噂うわさを立てられても、ただひたすら門を守ってきました。今日も変わらず私は門番として働きます。

「オイ。立て」

「俺はもう疲れました。これ以上歩くのは魔王の意地にかけて拒否します」

　そう、たとえ魔王がやってきたとしても。

「ストレッチャーで運んでいただけるなら文句は言わないよ」

「別にお前は急きゆう病びよう患かん者じやじゃないだろうが」

　美しい体育座りの状態で駄だ々だをこねる男性は知りませんが、その周りの方々には見覚えがあります。先日魔王を倒すためにこの街を旅立った勇者様達です。彼らが無事に帰ってきたということはつまり、魔王を倒し人類は勝利したということでしょう。自らを『魔王』と名乗る人が同行してはいますが。

　しかし私は無表情を崩くずしません。だってそれが私の仕事だから。

「もう放っておこうぜシックス。このダメ魔王はポチと一緒に街の外で待たい機きさせとけよ」

　彼らは何故あんなにも隠す努力をしないのでしょうか。魔王がこの街に来たなんて私以外の人に知られたら、たちまち大パニックになってしまうというのに。

　しかし私は持ち場を離れて街の人々に知らせに行きはしません。だって無表情かつ直立不動でいるのが私の仕事だから。

「魔お……ファシルさん、もう少しですから、頑張りましょう？　ねっ？」

「可愛いマキナちゃんのお願いでも、魔王のプライドにかけて俺はここを動きません」

　魔法使いさんが気を遣って名前で呼んだのに、自らブチ壊こわしましたよこの魔王さん。

　しかし私も一歩も動かない。だってそれが私の仕事だから。

「ニートにもプライドはあるのか」

「ハイ出た差別と偏へん見けん！　ガンディー呼ぶよ!?」

　……イメージしていた『魔王』とかなり違いますね。もっと邪じや悪あくで重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きがあるのかと思っていましたが、よく喋るお兄さんです。

　そんな魔王を勇者様達がどんな目的でこの街に連れて来たかは知りませんが、私はただ微動だにせず立っているだけです。あまりにも門番としての仕事を極きわめすぎたせいか、街の住人以外は私の存在を感知するのにも時間を要します。別にミスディレクションとかは使っていないのですが事実、勇者様達と魔王はまだ私に気づいていません。

　勇者様は諦めたのか、面倒臭そうにため息をつきました。そして背中に手を回して剣を摑み、スラリと白く輝く刀身を抜きました。

「仕方ない、『泣いて魔王を斬る』か」

「ちょっ、助けて孔こう明めい先生！　てか泣いてないし！」

　そのまま魔王を斬り倒したら世界に平和が訪れますが、どうやらただの脅おどしだったようです。

　しかし武ぶ力りよく行こう使しされても動こうとしない魔王。どんだけ歩きたくないのでしょうか。

『ねぇファシル』

「何ですかポチ姐さん。ポチ姐さんのちょっぴり大人な誘惑にも俺は決して屈しな……」

『この街の宿やど屋や、業界一のフカフカベッドらしいわよ？』

　光の速さで魔王は立ち上がり、ボルト並みの瞬しゆん足そくで私の隣を駆け抜けていきました。

「始めのいーぃっぽ！」

　ようこそオビヒロへ。ちなみにこの街、敵意がないと門番に判断されれば人間でも魔物でも出入り自由です。
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　魔境への最前線とは思えないほどの人混みを、『宿屋に行きたい』と泣き叫ぶ魔王を引きずり回しながら勇者達は進んでいく。

　そうして辿り着いたのは、こぢんまりとした木造の家。大通りに面したその家はこれといった特徴もなく、ここが目的地でなければ記憶にも残らないまま素す通どおりするだろう。

　誰も見向きもせず、長年雨風に晒さらされ古くなっている扉とびらを勇者は軽くノックした。しかし中から返事はない。留る守すかと思ったが、玄げん関かんに鍵かぎはかかっていないようだ。少し錆さび付いているドアノブを回し、勇者はその家へ足を踏み入れた。

「先生。いらっしゃいますか」

　家に入って魔王が最初に思ったことは、『うわ汚きたねぇ』という感想。

　高く積み上げられた本の塔とうには埃ほこりが積もり、何が書いてあるのかよく分からない紙やメモ、文ぶん献けんが床に散らばっている。棚たなの中にも薬品らしきものやホルマリン漬けにされた生物が適当に置いてある（ように見える）。文字通り『足の踏み場もない』その家は魔王の部屋以上。こんな所では誰も生活できないと思うが、戦士は少し声を張り上げて目的の人物を呼んだ。

「先生ー。いないんすかー？」

「ハイハイ、ここにいないようでいていますよ～」

　本の山の向こうから、間ま延のびした声が聞こえてきた。

　散らかった部屋の中を馴なれたようにスイスイ進みながら、長身の細長い男が出てくる。体型的に魔王に似ているその男は細目の笑顔の上に眼鏡めがねをかけ、埃に汚れた白衣を身にまとっている。温厚そうなその人物は一見して若く見えるが、よくよく見ると老人にも少年にも見える不思議な雰囲気を醸し出していた。この癖くせ毛げで猫ねこ背ぜがちな人物こそ、勇者達が会いに来た人物――。

「何の連絡も入れず急に来てしまってすみません、先生」

「いえいえ。無事に魔王城から戻ってきてくれて嬉うれしくないようで嬉しいですよ」

　勇者とにこやかに再会の挨あい拶さつを交わした『先生』と呼ばれる人物は、見慣れない魔王の姿を眼鏡越しに捉とらえた。

「おや。そちらの方は……」

「オッス！　オラ魔お……」

「ニートです」

「あぁ、ニートさんですか」

『ニート』という人名ではない。

「ていうかさぁ、ニートニート呼びすぎじゃない!?　俺は差別用語だと思っているからね!?　いつか問題になって回収騒ぎになっても知らないよ！」

「無職業者・非ひ正せい規き雇こ用よう者しや・ワーキングプアが近年増加の一いつ途とを辿る現代社会にギャグファンタジーという形で警けい鐘しようを鳴ならす、実に社会的な作品であると私は考える」

「小論形式に難しいこと言わないで！　俺の学力は高二の夏で止まってるから！」

　そんな勇者と魔王のやり取りを、他の仲間はただ呆れたように傍観することしかできなかった。

「……なんか、シックスのツッコミもおかしくなってきたな」

「だいぶ毒されていますね……」

「面白いお仲間さんが増えてないようで増えたんですねぇ」

　とりあえず今一番言いたかったことを叫んだ魔王は呼吸を整え、勇者達が先生と呼ぶ人物を指差した。

「で、この人誰？」

「この町で錬れん金きん術じゆつの研究をなさっている、グリンレッド先生だ」

「スッゲェ物知りで頭が良くて、俺達が魔王城に行くのにもサポートしてくれた人だ」

「はじめまして。グリンレッドです」

　錬金術師が笑顔で差し出した手を握らず、魔王はどこから取り出したのか真っ白なハリセンを頭上高く振り上げた。

「赤か緑かハッキリしろよ！」

　スパーン！　と音がしてハリセンは気持ちの良いほど綺き麗れいに錬金術師の頭に叩たたき込こまれた。まさにお手本とも言える、魔王の見事なツッコミだった。

　叩かれた錬金術師は状況を理解できていないのか生せい来らいの性分か、変わらずぼんやりした顔でニコニコしている。それだけでも普通の人間とどこかズレているのが分かる。

「オイィィィ何してんだッ！」

　だがもちろん、初対面の人物をいきなりド突いたとあっては無視できない。しかもそれが魔王ならなおさら、一般の人間に危害を加えさせるわけにはいかないだろう。

　戦士はすぐさま魔王を羽は交がい絞じめにして押さえつけ、ハリセンを取り上げる。だがそれでも魔王の怒りは収まらない。何故そんなに怒っているかは知らないが。

「ファイア赤とかリーフ緑ならまだ分かるよ!?　なんだ緑赤って！　リメイクすら許されなかった青い奴とかの気持ちも考えろよ！」

　支し離り滅めつ裂れつ意味不明。それがこの魔王の普通であることは最近分かってきたが、流石に今回は自じ重ちようしてもらわないと困る。

　暴れる魔王に向かって、勇者はなるべく穏やかに語りかけた。

「落ち着け。この人は世界的にも有名な錬金術師だ。お前のループを終わらせる手がかりを、何か知っているかもしれないんだぞ」

　それを聞いた途と端たん魔王は暴れるのを止やめ、礼儀正しく床に膝ひざをついて姿勢を整えた。

「つまらないものですが、お土産みやげのカラシ蓮れん根こんです」

「わざわざありがとうございます」

　ほぼ土下座にも近い形でカラシ蓮根を献けん上じようする魔王。そのまま渡されても困るだけだと思うが、錬金術師は普通に嬉しそうだった。




　その後落ち着きを取り戻した一同は本の山に隠れていた椅い子すに座り、本題に入った。

　本題に入る前にテーブルの上の研究資料を片付けたり、汚いカップに注そそがれたコーヒーらしき飲み物を巡る攻防があったことなどは、蛇だ足そくなので省略する。

　勇者は今回、錬金術師の下を訪れた理由を話した。ファシルの、同じ立場として違う人生を繰り返すことについて。もちろんファシルが魔王であることは伏ふせ、ループする運命について知っていることはないか、という質問だ。

　一通り話を聞き終えた錬金術師は細目の穏やかな微び笑しようのまま、コーヒーなのかよく分からない黒い液体を口にした。

「……なるほど。事情は分からないようで分かりました。にわかには信じられるようで信じがたい話ですが、ファシル君は『噓うそ』はついていないのですね？」

「コイツは噓をついていない。それだけは確かです」

　どうして勇者にそんなことを聞くのか。どうして勇者もそんなにハッキリ断言できるのか。魔王は不思議に思いながらも、別なことが気になっていた。それは棚に並べられた大量のビーカーや試し験けん管かん・標ひよう本ほん達の中にいる、一匹のホルマリン漬けにされたカエル。そのカエルから、何だか先程から視線をビンビン感じているのだ。

（……あのカエル、生きてない？）

　魔王がホルマリン漬けのカエルを凝ぎよう視ししているのを余よ所そに、錬金術師と勇者達の話は進んでいた。

「……私の研究する分野では貴女あなた達の力になれるようでなれませんが、私の知り合いにそういった、時空を超えるだなんだを研究している人物がいないと見せかけています。彼女ならたぶん恐らく何か知っている可能性があるかもないかもしれません分かりません」












　どっちなのかハッキリしてほしいが、これが錬金術師の癖というか喋り方なのだ。この口調に慣れている勇者達は気にすることもなく、その次の肝心な情報を聞き出そうとする。

「では、その人物の居場所を……」

　だが、そう甘くいかないのもこのグリンレッドという人物。

「シックス。『人生はいつも』？」

「……『ギブアンドテイク』」

「正解です」

　少し悔しそうに答える勇者に対して、ニッコリと笑う錬金術師。目が細いのでよくわからないが、瞳ひとみの奥はゼッタイ笑っていないと魔王は思った。そう思っている間にも、カエルからガン見されてる感覚がする。

「……今回は何と等とう価か交こう換かんですか？」

　必要な物や情報を得るためには、時として同等の何かを差し出さなければならないのだ。左足だったり弟だったり。

「この町の西に位置する洞どう窟くつから、『エキタイ鉱こう石せき』を採とってきてほしいのです。私の研究には要いらない……いや、必要なのです」

　魔王はスッと立ち上がって再びハリセンを取り出す。

「液体なのか鉱石なのかハッキリし……」

「ヤ・メ・ロぉぉぉ」

　再び錬金術師をシバこうとする魔王を戦士が後ろから止める。見た目は細いくせに、意外と力のある魔王に少し驚きながら。

　空気を乱す魔王は戦士に任せ、勇者は錬金術師との取り引きの内容をもう一度確認する。

「では、私達がエキタイ鉱石を採ってきたらその知り合いの居場所を教えていただけますね」

「もちろんです」

　話がまとまれば即行動に移す。勇者達は立ち上がり、錬金術師に笑顔で手を振られながらゴミ屋や敷しきを後にした。

　錬金術師の家を出る時に魔王は振り返り、棚に置いてあるホルマリン漬けのカエルをもう一度見てみた。つぶらな瞳と見つめ合っても、カエルはピクリとも動かない。なので、カエルから視線を感じていたのは気のせいにした。

　扉が閉まる直前に、カエルが口パクで『グッドラック』と言ったのも、全力で気のせいにしておいた。

　錬金術師の家を後にした勇者達は、採取してくるように依頼された『エキタイ鉱石』のある洞窟へ向かうため、一旦町の宿屋へと入った。

「西の洞窟へはそう遠くない。今から行っても、すぐに戻ってこられるだろう」

「じゃあ必要なもの以外は宿屋に置いて、早速出発しようぜ」

　勇者と戦士がテキパキと準備を進める中、魔法使いのマキナが恐るおそる手を挙げた。

「あの～……勇者様とテツさん、その……ファシルさんが……」

　何とも言いにくそうにしながら、視線を横に送る魔法使い。その視線の先には、業界一のフカフカベッドに寝そべりながらゲーム機に『俺のこと、好き？』と無駄にイイ声で問いかけているニートな魔王。

　呆れるような勇者のジト目に気づいた魔王は起き上がり、ベッドに座ったまま勇者達に笑顔で手を振った。

「いってらっしゃい」

「お前も行くんだ馬鹿野郎」

「勇者様達が洞窟へ行っている間、俺はネネさんと熱あた海みへ旅行に行ってくるよ」

　そんなことを言う魔王から勇者はおもむろにゲーム機を奪うばい取とると、開け放たれている宿屋の窓に向かって、大きく振りかぶってから……ブン投げた。

「ボラーレ・ヴィーア（飛んでいきな）」

「ネネさあぁぁぁぁぁんッッ！」

　勇者の強きよう肩けんによって魔王の恋人もといゲーム機は、宿屋の窓（二階）から時速百三十キロメートルくらいの速さで廃はい棄きされた。

　残されたのは、恋人を奪われた悲しみに暮れるニートが一人。

「こ、殺されたぁあ……！　俺のネネさんが勇者サマに殺されたぁぁぁ！　返せ！　俺のネネさんとの日々を返せよ！」

「こいつヤバいな」

「俺もちょっとというかドン引きだわ」

「廃人の記録は消すものじゃないですね……」

　勇者に対する恨みつらみを叫んだ後、魔王は完全にふてくされてしまい、布団ふとんにくるまって自分だけの世界に閉じこもってしまった。

　足と頭とう頂ちよう部ぶだけが布団から出ており、どうやったのか布団を紐ひもで縛しばっている。まるで新種のスマキの妖よう怪かい。

「オイ。さっさと準備しろ。行くぞ」

「もう勇者サマなんて嫌いです俺はここで布団と自分を合成させた新生物になるまで……」

「その新生物ごとアリーヴェ・デルチされたいのか？」

　迅じん速そくに布団から脱出する魔王。だって勇者の声が本気だったから。本気と書いてマジと読むだったから。

「そうだ、洞窟行こう」
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　価値観や通念といったものは、時代と共に常に変わり続けるものである。だが、どれだけの時間が経たっても変わらないものもこの世界には存在する。

「『勇者が先頭』コレ鉄則」

「黙れクソニート」

　前方の暗闇を手に持った松たい明まつの火で照らしながら、勇者は最後尾を歩く魔王を注意する。

　錬金術師からの依い頼らいを完かん遂すいするため、西の洞窟に入った一行は勇者を先頭に最深部を目指していた。

「常に喋っていないと怖いんだよね。俺、暗所と閉所と先せん端たん恐きよう怖ふ症しようだから」

「そんなんで魔王が務まるのかよ？」

　戦士は小馬鹿にするように、というより本当に魔王としてやって来られたのかコイツ、という疑問を込めて振り返る。

　振り返って見た先には、魔法使いの小さな背中にぴったりと寄より添そって離れない魔王。町中で同じことをしたら確実に通報される。

　だが魔法使いは別段嫌がったりキモがったりせず、魔ま法ほう杖づえの先端に取り付けられた水晶から放たれる光で、魔王の顔を優しく照らす。

「大丈夫ですよファシルさん。出るとしてもゾンビか幽ゆう霊れいくらいです」

「大丈夫な要素が見つからないんですけど」

　魔王が恐怖と不安に耐えながら歩いていると、先頭の勇者から質問が飛んできた。それは勇者が以前から気になっていたこと。

「ところで、お前は本当に今後も戦わない気か？」

　ニートでも魔王は魔王。勇者達に匹ひつ敵てきする高い力を有しているはずだが、今までの道中魔物に出くわしても、魔王は戦闘には参加せず後方で応おう援えん旗きを振りまわしているだけだった。今後も戦わずにふざけるだけなら、それなりの対応を考えなければならない。

「『面倒だから戦わない』という俺の決意はかりんとう饅まん頭じゆうより固いよ」

「固さが伝わりにくいんだよ。魔王なら魔法くらい使えんだろ？」

　最近戦士も慣れてきたのか、魔王に対するツッコミのキレが上がってきている。だが今はそんなことはどうでもいいことだ。

「黒魔法なら少し。でも疲れるからあんまり使いたくない」

　魔法使いの立場からしてみれば、自分の力量に合った魔法ならそんなに疲れないはずでは……と思ったが、このニートにはそんな常識は通じないのかもしれないと判断した。

「じゃあ、何か武器とかは持ってないんですか？」

「巧たくみな話術」

「話の通じる相手だといいですね……」

　結局『役立たず』という立ち位置を与えられた魔王を引き連れ、勇者達は洞窟の奥へ奥へと進んで行った……。




　洞窟の最深部は、ドーム状に開けた空間になっていた。天てん井じようの隙間からごく僅わずかな日の光が差し込み、それが壁や地面の大小様々な鉱物に反射して、洞窟の中全体をぼんやりと照らす。そんな幻想的な光と広さのおかげで、暗所と閉所と先端恐怖症な魔王にも閉へい塞そく感かんはなかった。

「エキタイ鉱石は、丸みがかった大きくて青い石だそうだ」

「んじゃ、ちゃっちゃと採掘しますか」

　目的の鉱石を回収するため、動き出す勇者達。だが魔王だけはツルハシも持たず、周囲をキョロキョロと見回していた。

「……？」

　何かがオカシイ。そんな違い和わ感かんを抱きつつも、何が変なのかは分からない。ただ、言いようのない異変を感じる。

　ふと足元を見下ろすと、そこには何の変へん哲てつもない石ころがあった。ただ、その茶色い石ころがカタカタと小刻みに震えている。最初は地震かと思った。だが違う。揺れているのはこの石ころだけ。石ころの震えは次第に大きくなり、そして洞窟内の他の石達も震え出した。

「何だ……!?」

　勇者達も異変に気付き始めた。洞窟内の石達が共きよう鳴めいするように激しく震え、やがて石達は宙に浮き集まりだす。集まった小石達は大きな石となり、岩となり、手となり足となり胴となり、巨大な人の形を成していった。

「フゥー……アァー……！」

「コイツは……！」

　全身が石で構成された大型の魔物。以前魔王城で倒したミノタウロスと同じくらいの巨体を持ち、見た目からしてパワーも硬さもかなりありそうだ。石や岩の多くある場所に生息するこの魔物は――。

「岩石の魔物・『岩男ロツクマン！』」

「アウトじゃねぇ!?　著作権的にアウトじゃねぇ!?」

　魔王は規制されることを心配して叫んだが、岩いわ男おとこのロックマンは『いやギリギリセーフだろ』と言わんばかりの強烈なパンチを放ってきた。

「ロックンロール！」

「しかもそっちのロックかよ！」

　ツッコミを決めながらパンチを紙かみ一ひと重えでかわす魔王。勇者達の中で一番弱そうな見た目ではあったが、かわす動きはとても俊しゆん敏びんだった。

「仕方ない……。テツ、マキナ。倒すぞ」

「おうよ！」

「はいっ！」

「俺は!?」

「邪じや魔まにならないよう逃げ回ってろクソニート！」

「辛しん辣らつ！　でもそうします！　ブブゼラ吹きながら応援してるね！」












　背中の剣を抜き、斧を構え、杖を振るう選ばれし勇者達。その後ろで、魔王は応援するためのブブゼラを取り出していた。

「エルヴィス・プレスリーィィィ！」

　岩男は自身の一部である岩がん石せきを射出し、勇者達に向かって岩の弾だん丸がんを放ってきた。そのスピードは速く重さもあるため、普通の人間が喰らえばひとたまりもない。

「『ソニック・ブレイド』」

　だが、この中に『普通の』人間は一人もいない。

　勇者の斬ざん撃げきが加速し、身体も残像を生み出すほど瞬間的に速くなる。岩の弾丸をかいくぐり、硬い本体に超高速の一撃を加える。

　戦闘を開始した勇者達のため、安全圏まで下がっていた魔王は片手にブブゼラ、片手に小さな応援旗というスタイルで自分にできることを全力でやろうとしていた。

「フレー！　フレー！　勇・者・サマ！　頑張れ頑張れマキナちゃん！　テッちゃんは先に本気出して後から敵に本気出されて死ぬタイプ！」

　そしてありったけの息を吹き込み、魔王は仲間達を応援する。

「うるっせえんだよ特にブブゼラあああ！」

　だがやはり騒そう音おんでしかなかった。岩男に向かって走り出していた戦士は、後方の魔王へ腹の底から怒ど鳴なって注意する。

　しかし普通は戦闘中に敵から目を離すものではない。岩男は戦士が振り返ったわずかなスキを狙い、近くにあった大岩を怪力で持ち上げ戦士めがけて放り投げた。

「ボブ・ディラァァァン！」

「あっ……ぶねぇなッ！」

　だが戦士は冷静に斧を真後ろに振りかぶり、走る速度すら緩めず全力を込めて大岩に叩き付けた。戦士の一撃を喰らった大岩は縦たてに一筋ヒビが入り、そこからキレイに二等分され地に落ちた。

「ビリー・ジョエェェェルッ！」

　勇者と戦士には攻撃が効かないと判断したのか、今度は非力そうな魔法使いに狙いを定めてパンチを繰り出す。しかしこの魔法使い、『力』はなくとも『魔力』はある。

「ギガアクア」

　杖を振るうと、魔法使いの魔力は巨大な水の塊かたまりへと姿を変え、岩男のパンチを弾くほどの威力で放たれた。岩男にとって水は弱点。水に濡ぬれた右手をかばいながら、この短時間で勇者達との圧倒的実力差を感じていた。

　勇者達が健闘している中、戦士に怒られ応援するのにもなんか飽あきた魔王は、適当に知ち恵えの輪わの一種・九きゆう連れん環かんで遊んでいた。しかしどうにもあと一歩の所で鍵が外れない。

「エリック・クラプトォォォンッ！」

「てかさぁ、ソイツさっきから有名な名前しか叫んでなくねぇ!?　絶対ニワカでしょこのロックマン！」

　ニワカ疑惑に動揺したかどうかは分からないが、岩男は再び標的を魔王に絞る。今度はかわしきれないほど、ありったけの身体の岩を魔王に向けて発射した。

「ボブ・マーァァァリーイィィィィィ！」

「レゲエの神様だからその人！」

　そんなツッコミをしつつも、眼前に迫るのは無数の岩。いくら素早くてもとてもかわすことはできない量だった。

「ファシルッ！」

　勇者は急いで駆け出す。だが、前衛で戦っていた勇者達と後方で応援していた魔王とでは、距離がありすぎた。これでは魔王を守りにいけない。勇者の背中に冷たい汗が流れる。魔法で何とかしようと手を伸ばしたが、すでに岩の弾丸は魔王のすぐ目の前まで迫っていた。

　魔王は自身に迫りくる岩石を見つめながら、それでも尚なお逃げようとしない。なぜなら魔王にはこの状況を切り抜ける考えがあったから。それは、岩をギリギリまでひきつけてからの――。

「緊きん急きゆう回かい避ひィィィッ！」

　地面スレスレを腹からダイブするように真横へ逃げる魔王。見た目には岩が当たっているようにも見えたが、本人は全くダメージを負っていないようだ。

「回かい避ひ性せい能のう＋２はダテじゃない！」

　立ち上がって服に付いた汚れを叩き落とし、ガッツポーズを見せる魔王。そんな様子を岩男含め他の面々は呆あつ気けにとられて見ているしかなかった。一言で表すなら、『何だこの状況』。

「ポール・ポッツ……!?」

「いやもうロック関係なくなっちゃってるけどね。勇者サマ、トドメはよろしく」

「魔王が勇者に命令するな」

　気を取り直し勇者が腕を、魔法使いが杖をそれぞれ岩男に向けて構える。

　岩男は再び強烈なパンチを繰り出そうとしたが、もう遅い。岩男はもう『詰み』なのだ。ゲーム爆ばく弾だん男でいうところの前後左右に爆弾置かれた状態。

「お前の敗因を教えてやろう」

　勇者と魔法使いによる、最上級魔法の合体技――。

「Ｔ・レェェェェェックス！」

「『方向性があやふやだから』だ。……ギガブラスト」

「ギガアクア！」

　爆風と巨大な水球が混じり合い、膨ぼう大だいな量の水の大砲が岩男を直撃する。水が弱点の岩男に耐えきれるはずもなく、水と風の激流によって岩の身体は粉々になって吹き飛んでいった。

　後に残ったのは、洞窟内に散らばった岩男の破は片へん、大きな水たまりそして、丸みがかった大きくて青い石だった。

「おっ、これエキタイ鉱石じゃねーか？」

「ロックマンさんの身体の一部だったんでしょうね」

　目的の鉱石の発見に喜ぶ戦士と魔法使い。普通に採掘するのと魔物を倒して入手するのとではどちらが楽だったのか、ということは深く考えてはいけないのだろう。

　その後勇者達はまだ壁の中に埋まっている鉱石を採掘し始める作業に入った。勇者もまたエキタイ鉱石を掘り出すためツルハシを振り上げると、後ろから軽く肩を叩かれた。

「勇者サマ勇者サマ」

「何だ？」

　一段落ついたのにまだ何かふざけるつもりなのかこの魔王は、と思ったがどうやらそうでもないらしい。

「さっき俺が岩の攻撃を喰らいそうになった時さ、真っ先に駆け出してくれたじゃん？　ありがとうね」

　勇者が名前まで叫んで自分を庇かばおうとしてくれたことに、笑顔で礼を言う魔王。だが勇者は素っ気なく壁の方に向き直り、再びツルハシを振り上げた。

「……別に。お前のために旅をしているんだから、お前がやられたら困ると思っただけだ。それに、仲間を守るのも勇者である私の仕事だしな。礼など要らん」

　ぶっきらぼうに言ってはいるが、魔王は勇者の顔が少し赤いことに気づいていた。だがそれをからかうとツルハシでぶっ刺されそうなので、魔王も一緒に採掘作業を始めることにした。
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「いや、まぁ……確かに……。『採ってきてください』とは言いましたが……」

　珍しく引きつった表情を浮かべながら、玄関の前の惨さん状じようを見つめる錬金術師。その理由は、視界に広がる文字通り『山ほど』のエキタイ鉱石達。加減を知らない勇者達は洞窟内のありったけの鉱石を採掘してきてしまったのだ。オビヒロ町の大通りを歩く人々からも、『え、強ごう盗とう帰りですか？』みたいな視線を向けられていた。

「何か問題でも？」

「俺達は何事も妥だ協きようしない主義なんですよ先生」

「テッちゃん、それカッコイイと思って言ってるの？」

「わ、私はカッコイイと思いますよテツさん！」

　当の本人達は反省するどころか、悪いとすら思っていないようだ。こんなことならちゃんと量も指定しておけばよかったですね、と錬金術師はむしろ自分の迂う闊かつさを悔いた。

「……まぁ『大は小を兼ねる』とも言わないようで言いますし、良いでしょう。採取してきてくれて感謝します皆さん。約束通り、知り合いの錬金術師の居場所をお教えしましょう。それに貴女達のことを、先方に伝えるためフクロウも飛ばしておきます」

「ありがとうございます、グリンレッド先生」

　こうして、勇者達は錬金術師から『時空を越える』研究をしているという人物の居場所を教えてもらえた。これで、永遠に魔王として生まれ変わってしまうファシルの運命を変える方法に、おそらく一歩近づいたのかもしれない分かんないたぶんだけど。

　風変わりな錬金術師ともここで一旦お別れ。魔王は最後に、棚に置かれたホルマリン漬けのカエルを、もう一度だけ凝視してみた。

（………………）

（………………）

（………………）

（……ハブ　ア　ナイスデイ）

　生きてました。

「では皆さん、また元気な姿で遊びに来てください。ファシル君のループする運命が終わるよう、祈っていますよ」

「本当に、ありがとうございましたグリンレッド先生」

「またな先生！」

「必ずまた全員で戻ってきます！」

（息苦しくないの？）

（アイアム両りよう生せい類るい）

　勇者達の冒険は、まだまだ続く……。
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　故ふる郷さと。それは、人の生まれた場所。故郷。それは、人がいつか帰る場所。

「ただいま！」

「あら、お帰りなさいテツ」

　人よりも家か畜ちくの数の方が多い小さな村『シムカップ』。山奥にある牧ぼつ歌か的てきな風景が広がるこの村を、勇者達一行は訪れていた。

　錬金術師グリンレッドが紹介した人物の下を訪れるために旅を続けていた勇者達だったが、道中に勇者と戦士の故郷があるということで、少し道を外れ帰き郷きようすることになったのだ。

「おやテツ。もう帰ってきたのか。魔王は倒せたのか？」

「ただいま親おや父じ。魔王は……うん、えーっと」

　木造の白い小さな家に入れば、戦士の両親が迎むかえてくれる。だが魔王を倒したとも倒していないとも、何とも報告し難い。なぜならその魔王はすぐ後ろにいるのだから。

「あら、コチラの方は？　新しいお仲間さんかしら？」

「どうも。『魔ま女じよっ娘こ王国』略して魔お……」

「コイツはニートだよお袋ふくろ」

「あらまぁそうなの。ニートさん、息子むすこがいつもお世話になっています」

　だから『ニート』という名前ではないと言いたかったが、丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをされては過激なツッコミもできず、つられて魔王も『あ、これはどうも』と頭を下げた。

「ていうかさ、この人達テッちゃんの両親？」

　なんとも失礼な質問だが、魔王がそう思うのも無理はない。戦士の両親はどちらも外見が実際の年齢より若く見える美男美女であり、魔王から見て汗臭いモッサリした戦士が、この二人と血の繋つながりがあるとはとても思えなかったのだ。

「そーだよ。だからさっきから親父とかお袋って呼んでんだろ」

「噓うそだッッ！！！！！」

　この叫びが見開きでカラーだったら、かなりのインパクトがあっただろう。

「うるさいですよファシルさん……」

「こんな美形の親からテッちゃんみたいな筋肉バカが生まれるわけないでしょ!?　あれでしょ、遺い伝でん子し組み換えちゃった!?　それとも桃から生まれてきたの!?」

「お前殴なぐられても文句言えないくらいのこと叫んでいるからな今」

　その後、戦士の両親にもてなされながらも魔王はやはり納得がいかないようだった。

　だが戦士の母が作ったアップルパイの美お味いしさを嚙かみ締しめているうちにどうでもよくなったのか、魔王はそれ以上言げん及きゆうせずパイ生き地じの甘さとリンゴの爽さわやかな酸味に舌した鼓つづみを打っていた。

「やっぱりテツさんのお母様の腕前は素晴らしいです！」

「そーかぁ？　普通だと思うんだが……」

　そうは言いつつもちゃんと全部食べる息子と、満面の笑みを浮かべる魔法使いを見て、戦士の母も嬉うれしそうだった。

「ふふ、今度作り方を教えてあげるわマキナちゃん。いつかテツに食べさせなきゃいけないものねぇ？」

　茶ちや目めっ気けたっぷりに笑う戦士の母の言葉に、魔法使いの顔が一気に熟じゆくしたリンゴよりも赤くなる。

「ききき気が早いですよお母様！　何言っているんですかもうっ！」

　だが満更でもなさそうだ。このやり取りだけで魔王はこの場にいる人間の関係をすべて把は握あくしたが、戦士だけがいまいちよく分かっていないようだった。

「……？　別にマキナが俺おれに食べさせなきゃいけない理由なんてないと思うんだが……」

「そうだね。テッちゃんはアップルパイよりプロテインパイでも食べてた方がお似合いだもんね」

「何だとこの野郎」

　戦士の睨にらみつける視線を無視しつつアップルパイを食べ終えると、魔王はここでようやく勇者の不在が気になった。村人達が怖がらないよう村の外にいる蒼そう竜りゆうはまだいいとして、いつも仲間達と共にいる勇者が戻ってこないのはおかしい。

「そういや、勇者サマは？　この村に来てからすぐにどっか行っちゃったけど」

　魔王が何気なくそう質問した瞬間、部屋の空気がわずかに重くなった。戦士と魔法使いの表情も若干曇くもっている。

　何かあるのかと再び問いかけようとすると、先に戦士の父がゆっくりと口を開いた。

「あの子なら……。きっと、自分の『家』に行っているんだろうね」

　なんだ、そんなことかと魔王は拍ひよう子し抜ぬけした。

　故郷に戻ったのなら自分の家に帰るのは当然のこと。何な故ぜそんなに気まずそうなのかと不思議に思った。

「じゃあ俺、勇者サマの実家に遊びに行ってくるよ。生どら焼き（賞味期限切れ）を持っていって全力で好印象与えてやる」

「やめとけ」

　戦士のその短い一言は、ツッコミなどといった軽いものではなく、本気の制止だった。

　魔王はどら焼きのくだりなどもちろん冗じよう談だんで言ったのであって、そんなに本気で言い返さなくとも、と思った。むしろ冗談をかわされた怒りや悲しみではなく、何故自分以外の皆がそんな態たい度どなのかという、困こん惑わくの気持ちが湧わき上あがっていた。

「……どうしたのさテッちゃん」

「………………」

「ニートさん、今はシックスちゃんのことは置いておきましょう？　もうすぐクッキーも焼き上がりますからね」

　やはりオカシイ。何かを隠している態度だ。隠しているというより、『言う必要がないから言わない』といった態度だろうか。

　魔王が皆の態度を不ふ審しんに思った時には、魔王の身体からだはもう既すでに動いていた。

「ファシルさん……!?」

「おまっ……ドコ行く気だ！　ちょ、待てよっ！」

　魔王のスキル『空気読まない』発動。制止の声を無視し、魔王は戦士の家を出てズンズン歩いていった。
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　そこは正確には、家だった場所。

　過去に建築物があったと推測できる石の土台の名残なごり以外には、二つの墓ぼ標ひようが並んで佇たたずんでいるだけ。いくつかの花束が手た向むけられてはいるが、十年以上の歳月が流れた墓標は僅わずかに風化し、家のあった場所は周囲と同じくらいに草が生えどこまでが家と外の境界だったのかはもう分からない。

　大地に座って静かに二つの墓標を見つめる勇者。その勇者の隣となりに、魔王も体育座りで腰を下ろした。












　魔王の体育座りは教科書に載のせても遜そん色しよくないくらい美しかった。背せ筋すじを伸ばし曲げた膝ひざの角度も完かん璧ぺき。まさにお手本。

　そんな魔王が隣に座ったことは気づいているだろうが、勇者が口を開くことはなかった。普段『黙だまれ』と周りに言われても喋しやべりまくる性格の魔王も、今回ばかりは黙って墓石を見つめていた。

「……私の、父と母だ」

　ややあって、勇者がゆっくりと口を開いた。その声はとても弱々しく、いつも凜り々りしくはっきり喋るだけに、余計にか細く聞こえた。

　魔王はすっかり忘れていた。初めて勇者達が魔王城に挑みに来た時、勇者の両親は魔物に殺されたと言っていたことを。

「今日は、両親の命日なんだ。すまんな、お前のための旅なのに寄り道してしまって」

　それはつまり、今日が勇者の故郷が魔物に襲われた日。家族を失った日だということ。だから勇者は今までだらける魔王を叱しつ責せきし、先を急いでいたのだ。今日という日に間に合うため。

　魔王は忘れていたとはいえ軽い気持ちで勇者の家に行こうとしたことを後こう悔かいした。勇者には帰る家も迎えてくれる家族もいない。ただ、無言の墓標に立ち寄るために里帰りしたのだ。それが、気軽に遊びに行こうとした魔王を止めた戦士達の理由。

「……初めて会った時、お前は言っていたな。『両親を殺したのは自分じゃない』って」

「俺は別に……そんなつもりじゃ……」

「いいんだ。お前の言ってることは正しかった。本当なら両親を殺した魔物を倒して私の旅は終わり。なのに『勇者』という肩書きで自分の醜みにくい心を隠し、『世界のため』という大義名分で魔王に八つ当たりしようとしたんだ、私は」

　喋り始めたら、せきを切ったように勇者の感情が言葉となって溢あふれてくる。こんな時どんな表情したら良いか分からないの、な魔王は口を挟はさまず、ただ勇者の言葉を黙って聞いていた。

「今の私を見たら、両親はどう思うだろうな……」

　幼い時に故郷を魔物に襲われ、両親を亡くし、勇者として旅に出た少女の悲しみや苦しみは、そう簡単に推おし量はかれるものではない。

「ダメだな、私は……」

　そう言ったきり勇者は俯うつむいて顔を隠し、また何も語らなくなった。

　泣いているのだろうか。だが魔王は泣いている女の子を慰なぐさめる方法も気の利きいた台詞せりふも知らない。

　それでも、魔王はただ一言、勇者に伝えたい言葉があった。伝えなくてはならないと思う言葉があった。

「何て言うかさ、うまく言えないけど、俺は……」

「……？」

　そして、魔王は口にした。




「……俺、貧ひん乳にゆうは文化だと思うんだよね……！」




　殴った。勇者は、魔王の顔面を思いっきり殴った。

「いひゃい」

「うるせぇクソニート」

　ドバドバ流れる心の汗鼻血を押さえながら、涙目で抗こう議ぎする魔王。

　魔法使いに比べてちょっとだけ、いや本当に僅かに……ち、小さいことを気にしている勇者にとって、そのワードは禁句だった。

「急に殴るなんてヒドイよ貧乳界のモン・サン＝ミシェルさん」

「馬ば鹿かにしてるだろうお前」

　シリアスな雰ふん囲い気きだったというのに、やはり全てブチ壊すのがこのファシルという魔王。

　落ち込み気味だった勇者も、あまりの馬鹿馬鹿しさになんかもうどうでも良くなってきてしまっていた。

「まったく……。お前といると、悩んだり深く考え込むのが馬鹿らしくなってくるな」

　土を払いながら立ち上がり、横にいる魔王を見下ろす勇者。その顔に陰りはもうないように見え、いつもの爽やかで凜々しい勇者の顔だった。

「悩み過ぎたって良い答えが出るとは限らないじゃん？　気楽に生きよーよ」

「お前は気楽過ぎると思うがな」

　座る魔王に手を差し出す勇者。その伸ばした手は、初めて魔王に会った時、勇者が魔王に協力すると言った時のような、力強くそして優しい手だった。

　差し出された勇者の手を取り立ち上がった魔王は、戦士の家へ戻るため歩き出した。勇者も両親の墓に最後にもう一度だけ想いを馳はせ、魔王の後を追う。

　その時だった。勇者が異変に襲おそわれたのは。

「ッ……！」

　心しん臓ぞうが跳ね上がる。全身の血が一気に冷め、逆流したような錯さつ覚かくに襲われた。

「……勇者サマ？」

　魔王は異変に気づき、後ろを振り返る。そこには、異常なまでに汗を浮かべ顔色の悪い勇者が苦しんでいた。

「くっ……！　がっ、は……！」

　だが勇者には魔王が自分を呼ぶ声など聞こえていない。代わりに、落らく雷らいのような耳みみ鳴なりがする。

（殺せ）

　まただ。また自分を呼ぶ声がする。だがおかしい。今までは悪夢として夜にしか聞こえなかったのに、今は昼間で勇者自身も目覚めている。だというのに、今までで一番酷ひどい耳鳴りと殺意が押し寄せてきていた。

「勇者サマ？　どうしたの？」

　その声が、その姿が。理由のない激情を湧き立たせる。肉体は勇者本人の意思とは関係なく動き始め、無意識に背中の聖剣へ右手が伸びる。

（殺せ……！）

（ち、がう……ッ！）

　魔王は両親を殺した魔物とは関係ない。自らの運命に苦しめられているだけ。だからそれを解決するために勇者は旅に出たはずなのだ。

　なのに、魔王の顔が被かぶる。死んだ両親に、その両親を殺した魔物の顔に。両親の仇かたきを討うつと決めたた日から今も心にこびりつく復ふく讐しゆう心しんを、理性で抑えきることができない。

「なぁ、魔王……！」

　筋すじ違ちがいだ。分かっている。勇者は頭の中では、分かっているはずだった。

「お前は……！　魔王として、勇者である私に殺される覚悟はあるか……ッ！」

　こんな台詞を吐はくことなど、間違っている。

　自分から手を差し伸べておいて何を言うのか。勇者は抗あらがいようのない黒い感情と必死に戦いながら、己の発言の矛む盾じゆんに気づいていた。

　その言葉に魔王は深く傷つくと思った。だが魔王は呼吸の荒い勇者を心配しながらも、その面おも持もちは静かな絶望に染まっていた。

「俺は……。魔王は、勇者に殺されるものだって理解してる。それが俺の運命だというなら、俺はいつだって勇者サマに殺されてもいい。……寂さびしいけどね」

「ッ……！」

　傷つき痛いのは生きているから。死んでしまった心は傷ついても血が流れることはない。何百回と『勇者』に殺されてきた魔王は、たとえこの世界の勇者が自分を裏切り殺してしまったとしても、きっとまた何も感じずに死んでいくのだろう。

　最初に出会った時のような、勇者シックスの気に食わない表情をしながら。

（さぁ……！）

「……っ！　あああああぁぁぁぁぁッッ！」

　剣が鞘さやからその身を現す。勇者の右手に握にぎられた刃やいばは高く振り上げられ、そして――深々と突き立てられた。

「………………」

　耳鳴りが聞こえなくなる。心臓の鼓こ動どうは落ち着きを取り戻し、乱れていた呼吸のリズムも安定してきた。

　魔王は、大地に深く刺さった剣の真まっ直すぐな姿を見つめながら、勇者の言葉を待った。正直状況は理解できていない。ただ、勇者にとってとても大事な場面であることは分かっていた。

「……父はよく言っていた。『困っている人がいたら、迷わず助けてあげなさい』と。たとえそれが誰であろうと、自分が何者であろうとも」

　勇者の背後で、墓前に置かれた花束が風に揺れる。舞い上がった白い花か弁べんは、風に乗り大空高く舞い上がる。

「父と母はその信念に従い、そして死んだ。私は両親の教えに従い、お前を助けようとしている。だから……！」

　勇者は剣の柄つかを強く握りしめる。顔を上げ正面から魔王の顔を見つめる。光り輝く、強い瞳ひとみで。

「何があろうと私はお前の、ファシルの運命を変えてみせる！　だからお前も、殺されてもいいだとか死んでもいいだとか言って、簡単に命を諦あきらめるんじゃないぞ馬鹿野郎っ！」

　魔王の口元が僅かに緩ゆるむ。勇者の言葉が、瞳が、意志が。今までの『勇者』とは違う何かを感じさせ、どうしても期待してしまう。

「そうじゃなきゃ、死んだ両親に合わせる顔がないんだ」

　地面から剣を抜き取り、鞘に戻す。魔王に対してではなく、自らの決意を再確認した勇者は、もう墓標を振り返り嘆なげくのはやめた。今は目の前にいる魔王のために、できることをするだけだと。

「……勇者サマがそう言うなら、俺ももう少しだけ頑がん張ばってみようと思う。改めて、これからもよろしくね勇者サマ」

「あぁ……。お前が嫌と言っても、私はお前のループを終わらせてやるからな」

　そう言って互いに小さく笑い合う。大きな世界の小さなこの村で、勇者と魔王の奇妙な絆きずなが、ほんの少し深まりあった瞬間だった。

「さぁ……。帰ろう。テツの家へ。きっと皆待ってる」

「テッちゃんの親ってすごく若くて美人だよねー」

「私も昔から疑問に思っていたぞ。似てないよなあの親子」

「そうそう。てっきり桃から生まれてきたのかと」

「ははっ、それを言うならコウノトリが運んできた、とかだろう」

　他た愛わいのない会話をしながら、二人並んで戦士の家へとのどかな道をゆっくり歩いていく。勇者の周りにはいつも張りつめた鋭い雰囲気があったが、今はただ、ごく普通の少女がそこにいた。

　暖かい日差しに照らされ、そよ風に吹かれる勇者の姿を見て、魔王はあることに気づいた。

（……アレ？）

　それは同年代の者にとって当たり前であっても、勇者として生きる決意を決めた者にとっては、なかなか表には出さない光景であった。

（俺、勇者サマが楽しそうに笑うの、初めて見たかもしれない）

　普通に笑って、泣いて、怒って、日々を過ごす。そんなどこにでもある日常は、勇者にとっての『日常』ではない。それが悲しいことなのか、あるいは自分で選んだ道だから当然と捉とらえるべきなのか、今の魔王には分からない。

「どうした？　ファシル」

　だけどせめて今だけは、『勇者』としてではなく故郷に帰ってきた『少女』の笑顔を、もう少しだけ見ていたいと思った。




「だけどやっぱり巨乳が好き」

「ギガフレア」
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「ファシルさん、大丈夫でしょうか……（いろんな意味で）」

「さぁな。アイツのことだから、落ち込んでるシックスに余計なこと言って殴られてるかもな」

　ここまで正確な予想も珍しいが、このテツという戦士が勇者と魔王の人柄をよく知っているからだろうか。

　出て行った魔王を無理に追おうとはせず、戦士と魔法使いは自宅で帰りを待つことにした。魔王の安あん否ぴを軽く心配しながら。

「シックスちゃんは昔から一人で抱え込んじゃう部分があるから、テツ、ちゃんと貴方あなたがサポートしてあげるのよ？」

「流石さすが母さん。良いこと言うなぁ」

「ヤダもうアナタったら。褒ほめても何も出ないわよぅ」

「……あのさぁ。いい歳としして息子の前でイチャつくの、やめてくんねぇ？」

（わ、私もいつかテツさんと……！）

　ノロケる夫婦と呆あきれる息子。そして密ひそかに野望の炎を燃やす魔法使いのいる家に、今し方魔法の炎に燃やされた魔王が玄げん関かんを開けて帰ってきた。

「何で上級魔法ぶっ放すの!?　せめて初級のにしてよ！」

「スマン。ついうっかり」

「クソぅ、ドジッ娘こに萌もえるどころか燃やし尽くされるところだった！」

　若干コゲ臭くて髪の毛がチリチリしている魔王の後ろから、一応反省の色を示している勇者も戦士の家に入り、これでようやく全員集合となった。

（……アレ。思ったより落ち込んでねーな）

　てっきり昔の凄せい惨さんな記憶を思い出し意い気き消しよう沈ちんしていると戦士は思っていたが、勇者はいつも通り魔王のボケに対して冷たい返しをしている。

　魔王が何か勇者を元気づけるようなことをしたのか、あるいは何もしていないから元気なのか。それは勇者と魔王の二人にしか分からない。

　戦士は少しだけ雰囲気の柔やわらかくなった勇者を見て、人知れず心の中で安あん堵どしていた。

「さぁ、皆揃そろったことだし、晩御飯の準備をしましょう。何か食べたい物はあるかしら？」

　その質問に誰よりも早く、魔王は手を挙げた。それはそれは真っ直ぐで美しい挙きよ手しゆだった。

「俺はペスカトーレが……」

「お前には聞いてねぇんだよ」

　まだ言い終わってないのに、全員に発言権はあるはずなのに理り不ふ尽じんに却下され、魔王が戦士に遺い憾かんの意いを示そうとしたその時、勇者は戦士の母に小さく頭を下げた。

「せっかくですが……日没前にはこの村を出発しようと思います」

　勇者の発言に周囲の面々は驚く。特に魔王は美味しい夕飯が食べられなくなることを恐れた。

「おや、もう行ってしまうのかい？」

「久々に帰ってきたんだから、もっとゆっくりしていけば良いのに……」

　早急すぎるような旅の計画に、戦士の両親達も困惑を隠せない。

　帰郷したのに一泊もせず、ましてや夕飯も食べないなんてオカシイ。もっと言ってやってくださいお父さんお母さん、と魔王はそう思って二人の言葉に激しく頷うなずいていた。

「……そうだな。今から行けば夜には山の麓ふもとの町まで行けるな」

　だが魔王の期待を裏切るように、戦士が勇者の提案に同調する発言をした。

　どこか吹っ切れたような様子の幼おさな馴な染じみが、前に進みたいと言っているのだ。ならば仲間として、幼き頃からの友として、勇者について行くと戦士は決めた。

「なぁに、心配すんなよ親父、お袋。ちょいと用事を済ませて、またすぐに帰ってくるからよ！」

「テッちゃん、それって地味に死亡フラグじゃね？」

　地味に戦士が二度と帰ってこない雰囲気を醸かもし出だしたところで、勇者は魔法使いの意見を求めた。

「マキナ。お前は反対か？」

　その質問に、魔法使いはいつも通りの眩まぶしい笑顔で答えた。

「まさか。勇者様が行くというなら、どこまでもお供しますよ。たとえ火の中水の中草の中森の中土の中雲の中あの娘のスカートの中です！」

「俺はマキナちゃんのスカートの中に」

　ほぼ同じタイミングで、勇者と戦士の鉄てつ拳けんが魔王の腹にメリークリスマスされた。

「決まりだな。……おじさん、おばさん、いつもありがとうございます。また必ず、私達は帰ってきます」

　勇者の固い決意に、戦士の両親もついに折れる。寂しい気持ちもあるが、我が子同然に見守ってきた勇者を、優しい目で送り出すことにした。

「シックスちゃんがそこまで言うなら、もう何も言わないさ。ただ、また必ず無事で帰っておいで」

「行く前に、これを持っていきなさい。お腹が空いた時のために、ミートパイを焼いたから。人間、どんな時でも空腹でいるのは良くないわよ？」

　優しく大きな愛情に、勇者はやはり、この村に帰ってきて良かったと思っていた。心がじんわり温かくなり、また新たな一歩を踏み出せる。

　ただ一人、新たな一歩を踏み出したくない人物はいるが。

「………………」

「テーブルの脚にしがみついても無む駄だだぞファシル」

「……これから行く町に、小麦粉を水で練ねった食べ物はありますか？」

「パスタがあるかどうかは知らん」

「じゃあ行きません」

「「「うるせぇクソニート」」」

「マ、マキナちゃんまで!?」

　魔王の悲しい嘆なげきが、のどかな村に響いていった……。
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　勇者と戦士の故ふる郷さとを旅立ち、魔王の運命を変える冒険は続く。

　日は高く上がり時間はちょうど正午。緩ゆるやかな山道を登り、目的地まではこのユウバリ岳だけを越えればもう一息。グリンレッドが紹介した錬れん金きん術じゆつ師しのいる王おう都とまで、三日とかからない。

　変わり者の錬金術師グリンレッドが紹介する人物。恐らくその者も、一ひと筋すじ縄なわではいかないクセのある人物だろう。

　しかし魔王にとってそんなことはどうでもいいことであり、今は蒼そう竜りゆうの背に乗ってゲームをクリアすることに勤いそしんでいた。

『ちょっと。あんまり背中で暴れないでくれる？』

「ごめっ……でもこれ、傾かたむける加減が難しく、ってさ！」

　ゲーム機を傾け、ピンク色の丸いキャラクターをゴールまでコロコロ誘ゆう導どうする。シリーズ最難関とも言われるゲームに、魔王の身体からだも激しく動いてしまう。

　周囲は豊かな緑と穏おだやかなそよ風に満たされているというのに、魔王だけがやかましい。しかし蒼竜は別に振り落としたり怒ったりしない。甘やかしていると勇者に注意されることもあるが、そこはパーティのお姉さん的ポジション。大人おとなの余裕で魔王に背中を預けていた。

『……あら』

　その時、蒼竜は敏びん感かんに異変を察さつ知ちした。

「どしたのポチ姐ねえさん」

『ファシル。降りなさい』

　冗じよう談だんや遊びではなく、いつになく真剣な声で魔王に背中から降りるよう指示する蒼竜。

　事態は全く理解できていないが、他人に怒られるのが大嫌いな魔王は迅じん速そくに蒼竜の背から離れ、自分の足で大地に立った。

『全方位から複数。数は十……いえ、十五ね』

　その言葉を聞いた途と端たん、前方を歩く勇者達がすぐさま戦闘態勢に入った。『何か来ているのか』などという確認や動どう揺ようもせず、蒼竜の言葉一つですぐにだ。それほど蒼竜の危険察知能力を信頼し、チームとして完成されているのだろう。

　新入りの魔王はただオロオロするだけで、とりあえず安全そうな魔法使いの傍そばにいることにした。

　勇者達は微かすかな物音や、風景、匂いの変化すら見逃さないように全神経を研とぎ澄すませる。ピリピリとした緊張感が張り詰める中、それまで吹いていたそよ風と木々のざわめきが、――止やんだ。

「……山さん賊ぞくか」

　勇者がポツリと呟つぶやいた時には、すでに、囲まれていた。

　勇者達を取り囲んで、フードで顔を隠した者達が静かに佇たたずんでいる。だが奇妙な点がいくつかある。山賊にしては着ている服が粗そ末まつすぎていて、まるで浮ふ浪ろう者しやだ。

　そして人間離れした体格をした者どころか、完全に見た目が魔物の者が人間達の中に混ざっている。

（何だコイツらは……？）

「オイ、なんか変な連中だな。ケガしねーように下がってろよ、ファシル」

「ゴメン俺おれもう捕つかまった」

「心配した時には捕まってるとかスゲーなお前！」

　戦士はビックリし過ぎて思わず叫んでしまう。

　なんと魔王はすでに謎なぞの集団に捕まり、縄でギチギチに縛しばられていた。遭そう遇ぐうから一分と経たっていない。まさに早技。

「助けてテッちゃん！　早くしてくれないと俺……んっ……ちょっと気持ち良くなってきたからぁ……」

「縛られて興こう奮ふんしてんじゃねーよこのドＭエム野郎ッ！」

　顔を赤く染めハァハァと甘い吐と息いきを吐はく魔王の姿に、仲間の勇者達どころか魔王を捕まえている謎の集団すらドン引きしている。

　勇者は故郷で決意を新たにしたばかりだが、あまりの醜しゆう態たいに『コイツ捨てていきたい』という思いが頭をよぎってしまった。




　――刹せつ那な、白はく刃じんが輝く。

　勇者の正面に立っていた小柄な人物が、フードをなびかせ突きを繰り出してきた。とっさに勇者は身をひるがえして剣をかわし、自身の聖剣で相手の獲え物ものを叩たたき落おとす。あらかじめ戦闘態勢に入っていたこともあるが、体たい捌さばきといい振り下ろした剣の重さといい、急きゆう襲しゆうしてきた敵と勇者とでは圧倒的な実力の差があった。

　勇者以外の仲間達も、謎の集団の攻撃に一切引けを取っていない。魔王という人質は取られているが、魔王本人は喜んでいるらしいので無視して敵を迎げい撃げきする。

　勇者に突きを放った、リーダー格と思われる人物は明らかに動揺していた。他の者も、まさか勇者達がこれほど強いとは思っていなかったようで浮き足立ち、集団という数の利を全く活いかせていなかった。

「ユーリさん、ここは一旦撤てつ退たいしましょう……！」

「イヤよ！　ここで退ひいたら、騎き士し団だんの恥はじじゃない……！」

　謎の集団の一人が、リーダー格の人物に退却を促うながす。だがフードをかぶった小柄なその人物は、少女のような可愛らしい声で反対している。

　その様子に気づき勇者が不思議に思った時、遠くの木々が激しくざわめき、大地を踏みしめる重い足音が近づいてきた。

「そこで何をしている！」

　腹の底に響く重低音ボイスと共に現れたのは、鎧よろいを着た大柄な豚ぶた面づらの魔物。

　新あら手てかと勇者は再び剣を構え直したが、どうやらそうではないらしく、今まで勇者達と戦っていた謎の集団がその魔物を見てざわつき始めた。

「だ、団長……!?」

「ヤベェぞ……！」

　うろたえる男達を押しのけ、豚の顔をした騎士は小柄なリーダー格の方へ歩み寄り、頭からかぶったフードを摑つかみ取って外した。

「ユーリ！　またお前か！」

「ご、ごめんなさい団長～！」

　フードの下から、髪をポニーテールに結んだ可愛らしい少女の顔が現れた。『団長』と呼ばれる豚の騎士の登場により他の者達は戦いを止め、勇者達も状況は把は握あくできていないが一度武器を納めた。

「申し訳ない旅のお方……。この度は私の部下がとんだ無礼を……」

　見た目は荒々しく凶悪そうな魔物に見えるが、豚の騎士は勇者達に丁てい寧ねいに謝罪した。少女以下他のメンバーも、フードを外して申し訳なさそうに頭を下げている。

　豚の騎士が頭を上げ勇者達の顔を見ると、一人、見覚えのある顔があった。もう少しキツめに縛ってくれてもよかったと不満そうなその人物は――。

「……若？　若様ではありませんか！」

「んぇ？」
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　ユウバリ岳の山頂を越え、中ちゆう腹ふくの辺りにある開けた場所。その小さな原っぱに、多くの人と魔物が野営場を形作っていた。彼らは互いに争いあうことなく共同生活をしており、洗濯物の黄色いハンカチも皆でいっしょに干している。

　そんな姿を見ながら焚たき火びを囲むのは勇者達と、豚の顔をした騎士と幼き少女。

「勇者殿、若様。先程は大変失礼を致しました。改めて謝罪申し上げます」

　まるで特とく務む機き関かんの長ちよう官かんのような渋しぶい声こえで謝られると、ついつい勇者達もつられて頭を下げてしまう。顔は豚だというのに、その重じゆう厚こうで凜り々りしい雰ふん囲い気きと声から、物もの凄すごくカッコイイ人物に見えてくる。

「いやー、久しぶりだねミミガーさん。こんな所で会えるなんて思ってもいなかったよ」

　豚騎士とは正反対に威い厳げんも何もない魔王が、再会を喜びヘラヘラ笑う。そんな魔族の王と面識があるということは、この豚騎士はかなり上級な立場の魔物なのだろう。

「……ファシルの知り合いか？」

「元魔王四天王が一人、ミミガー・アグー・アマリリスと申します。今は『グランツール騎士団』の団長をやっています。そしてこちらの娘がユーリです」












「違います『ユーリ・グランツール』です！　ちゃんとフルネームで紹介してくださいよ団長！」

　先程勇者と戦った少女が頰ほおを膨ふくらませる。何かこだわりがあるのだろうか。勇者としては今はそれより、他のことが気になってはいたが。

「人と魔物が同じ『騎士団』として共生している……。かなり衝しよう撃げき的てきな光景だな」

　周りを見渡すと、人間の老ろう若にやく男なん女によだけでなくゴブリンやスライムといった様々な魔物が、互いに身を寄せ合って生活していた。百人ほどの規き模ぼだろうか。互いに助け合い、人と魔物が争う姿など全くなかった。

「ここにいるのは、多くが戦争により居場所を失った者達です。騎士団と名乗ってはいますが、実質難なん民みんキャンプのようなものです」

　人と魔物の争いが生み出した悲ひ劇げき。戦争により家族を失い土地を失い、生きる糧かてを奪うばわれた者がここに集まっている。弱者達が種族の壁を越え懸命に生きている姿に、勇者達は言葉が見つからなかった。

「若様が魔王に就しゆう任にんするよりも前に、私は魔王軍を辞めました。先代の魔王様は偉大な御方でしたが、現実は私の理想と食い違っていた……。故に私はこの騎士団を結成し、自身の力で理想を叶かなえようとしているのです」

　穏やかな口調の中に、力強い意志を感じる。勇者達は今まで旅をしてきて様々な人間や魔物を見てきたが、これほど高こう潔けつな理念を持った魔物には初めて出会った。

「……どうしたテツ」

「すげぇよミミガーさん……！　アンタ漢おとこだよ……！」

　戦士にいたっては、感動のあまりちょっと泣いている。

　魔物とは思えないような崇すう高こうな精神に戦士は感かん銘めいを受けたようだが、グランツール騎士団の団長・ミミガーは、あまり嬉うれしそうではなく複雑な表情を浮かべていた。

「……しかし実際、苦難の連続です。『団長』とは名ばかりで、私の言うことも聞かずにユーリや力を持て余した者共は先程のように旅人を襲ったりしています」

「どうしてそんなことを？」

「お恥ずかしい話、我々は慢まん性せい的てきに金銭不足です。山賊まがいのことをして、少しでも騎士団の経済状況を良くしようとしているのでしょう。そんな手段は間違っていると私が何度注意しようと……。本人達は『悪人を懲こらしめるため』などと言い訳をしますが、悪い人間や魔物を一目で判断できるはずがないのです」

　疲れたようにため息を吐つく団長の姿に、日頃からかなり苦労してることがうかがえる。組織の長として人間と魔物を一つにまとめ、さらにその上で全員の生活の面倒を見ているのだ。楽なはずがない。

「ユーリも、私の気持ちを分かってもう少し落ち着いてくれれば良いのですが……」

　団長の台詞せりふはまるで娘の心配をする父のようで、人間と魔物がこういう形で絆を結んでいることに勇者もまた密ひそかに感動していた。そしてその絆の先にある『未来』の可能性を、勇者は感じていた。

「……あれ？　そういえば、ユーリちゃんがいませんね？」

　魔法使いが少女の不在に気づく。今まで一緒に団長の話を聞いていたはずだが、その姿がない。

『あの娘なら、ファシルとどこかへ歩いていったわよ』

　またアイツは勝手な行動を……と勇者は頭を痛めたが、団長はあまり心配していないようだった。

「若様といっしょなら、問題ないでしょう。ユーリはあまり遠くまでは行きませんし。……どうやら私の愚ぐ痴ちばかりが長くなってしまったようで。申し訳ない。では……」

　ここで、団長の語気と表情がより真剣なものになる。今度は勇者達に質問する番だ。

「そろそろ聞かせて頂きたいですな。『勇者』と『魔王』が共に旅をしている理由を」

「……！」





＊＊＊






　野営場の中心地から少し離れた、材木置き場。見上げるほど背の高い木々に囲まれたこの場所で、普段焚き火の燃料にするため積み上げられた薪まきの上に、魔王は腰かけていた。

　そして魔王が鼻歌混じりに見つめる視線の先には、小さな手に剣を握り、か細い腕で素振りをする少女ユーリ。

「口笛は何故っ♪　遠くまで聞こえるの♪　それは口笛の周しゆう波は数すうが人間の耳に聞き取りやすい周波でありアルプス周辺は口笛の音をかき消す騒そう音おんが少ないためだと思われるんだよねおじい～さん～♪」

「……何ですかその歌」

「俺のオリジナルソング。歌詞は三番まであって六分くらいで歌い終わるよ」

　団長が難しい話をしていて構かまってくれなかった少女としては、剣の鍛たん錬れんに集中したいのに、『暇ひまだから』という理由でついてきた魔王がこうもやかましいのでは、集中力が削そがれてしまう。

「それにしてもユーリちゃん頑張るねー。そんなに強くなりたいの？」

　剣を振るうたび、後ろにまとめた長い髪が揺れる。額には汗をかき、遊び半分で剣を持っていないことが分かる。

「あたし、強くなりたいです。もっともっと強くなって、団長の力になりたいんです……！」

　言葉にもまた、年とし端はもいかない少女とは思えない決意がこもっている。グランツール騎士団のメンバーはほとんどが戦争により傷ついた者達。少女もまた、例外ではない。

「団長は何もなかったあたしに、たくさんの大切なものをくれました。あたしはそれに感謝しているし、だからこそ団長が創った『グランツール騎士団』を誇りに思います。今はまだ弱いけど、いつかきっと、団長に恩返しができるくらい強いあたしになりたい……！」

　喋しやべりながらも、一いつ心しん不ふ乱らんに素す振ぶりを続ける。魔王は努力する少女を『凄いな』と感心しながらも、少し、思う所があった。

「……無理だったら、どうするの？」

「え……？」

　剣を振る腕が止まる。驚いて魔王の方を見ると、魔王は変わらず無気力で気だるそうな雰囲気を出しているものの、今までより、どこか暗い目をしていた。

　魔王は指を組んだ両手を膝ひざの上に載のせ、少女の目を見て問いかける。

「どんなに頑張っても、報むくわれないこともある。努力が必ず実るとは限らない。ユーリちゃんは今すっごく一所懸命に努力しているけどさ、もし自分より強い人に出会ったら？　ミミガーさんのために何もできなかったら？　そしたら今までの頑張りが、全部無む駄だになっちゃうでしょ？」

　希望溢あふれる子供に、自分は何てことを言っているのだろうと魔王は思った。だが流れ出る言葉を止めることができない。

　努力することは素晴らしい。頑張ることは大切なことだ。頭ではそう思っていても、九百九十九回運命に負けた魔王は、いつしか諦あきらめることに慣れてしまっていた。

　報われない努力なら、最初からしない方がいい。苦しくて辛つらい努力より、楽ちんで楽しいことをしていたい。それは魔王に限らず、誰しもが思っていることのはず。

　魔王はただ聞きたかった。この一千回目の世界で夢見る少女がもし努力することを否定された時、何と答えるのか。努力することを止めた自分に、何を言ってくれるのか。

「……そうかもしれませんね」

　――あぁ、やっぱり。

　魔王は少し俯うつむいて、組んでいた指を離した。

「どんなに頑張っても、あたしの力じゃ団長を支えてあげられないかもしれない。あたしより強い人はいっぱいいて、負けるかもしれない。でも……」

　森の中を一陣の風が通り抜ける。一瞬木々がざわめき、魔王は目を細めた。




「それが、『今』努力を止める理由にはなりません」




　はっと、目を見開く。魔王の目にはただ、決意を固めた少女だけが映っていた。

「努力すれば、勝てる相手が増えるじゃないですか。努力すれば、何か一つでも多く団長の役に立てるようになるじゃないですか。だからあたしは、今頑張ります」

　自分よりも遙はるかに意志の強い少女を見て魔王は、自然と微笑ほほえんでいた。その顔は嬉しそうであり、どこか安心したような表情であった。

「……やっぱり、すごいなぁユーリちゃんは。ペロペロしていい？」

「通報しますよ？」

「オーケーＹＥＳロリータ！　ＮＯタッチ！」

　少女の目が本気であったためすぐにホールドアップしたが、ゴミを見るような蔑さげすんだ視線は魔王的にご褒ほう美びであった。

「よっし、じゃあ俺も練習に付き合うよユーリちゃん！　まぁ俺の指導は星ほし一いつ徹てつ並みにスパルタだけどね！」

　座っていた薪の上から降り、準備運動を始める。少しだけ自分を救ってくれた少女に、魔王は小さな恩返しがしたかった。

　――しかしこの直後、それは叶わぬこととなってしまった。
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「……そして、私達はファシルと共に旅に出ることを決めたんです」

「成る程、そうでしたか……」

　勇者は団長に、全てを話した。ファシルが『永遠の魔王』であること、それを終わらせるため冒険していること。どれもにわかには信じられないような話ばかりだったが、団長は小さく頷うなずきながら頭の中で咀そ嚼しやくし、理解しようとしていた。豚って実は犬より賢かしこい。

「……疑わないのですか」

「貴女あなた方が噓うそをつく理由がありませんから」

　焚き火の向こうで穏やかに笑う団長は、勇者が今まで出会ってきたどの魔物よりも聡そう明めいで大たい器きに見えた。少女ユーリがこの豚の騎士を信頼している気持ちも分かる気がする。

「若様がそのような運命を背負っているとは知りませんでしたが、貴女方ならきっと若様のお力になって下さるでしょう。私もできる限り協力するつもりですが、どうか若様を、よろしくお願いします……！」

　今は魔王軍を抜けグランツール騎士団の団長だというのに、元上司を気き遣づかい頭を下げる団長を見て、勇者もまた目め頭がしらが熱くなった。

　どうしてこんなマトモな人がニートの部下だったのか、あのクソニートもこれくらいちゃんとした会話をしてくれないかと、日頃の魔王の言動を思い出し切なくなる勇者だった。

「……しかし、気になることもあります」

　頭を上げると団長は、何か懸け念ねんしているように語りだした。

「魔王城に若様不在とあっては、それを知った人間達の国々が黙っていないでしょう。魔王軍もしばらくは隠し通すでしょうが、この隙すきに奴やつが行動を起こすかも……」

「『奴』……？」

　団長が口にした不安材料、それを勇者が聞こうとした瞬間――。

「だ、団長ォォォォォ！」

　焚き火を囲んでいた団長と勇者達の下に、一人の団員が駆け寄ってきた。全力疾しつ走そうしてきたのか汗を流し息も絶たえ絶だえで、緊急事態であることを物語っていた。

「どうした！」

「た、大変です……！　ユーリさんが……！」

「ユーリ……!?」

　一同に緊張が走る。ユーリは魔王と共に歩いて行ったはず。そのユーリに何かあったということは、すなわち魔王も――。

「テツ、マキナ、ポチ！」

「おう！」

「はいっ！」

『急いだ方が良さそうね』

　勇者達はそれぞれの武器を持ち、急いで林の方へ走り出した。

　団員達に指示を出した団長も、少し遅れてから腰に剣を差し、鍛きたえ上げられた豚とん足そくで駆け出した。

「ユーリ……っ！」
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　突とつ如じよ現れた魔物達に、魔王と少女は抵抗もできず捕まってしまった。弱そうな者が集団から離れ少数になったところ襲う。これは計画的な行動だった。

「ウルッフフフフフ、ミミガーの野郎はお前を助けに来ると思うかぁ？」

「くっ……！　離しなさいよ！」

　吠ほえる少女を嘲あざ笑わらうかのように、凶悪な顔で舌なめずりする狼おおかみ男おとこ。少女を縄なわで縛り、ギラリと光る刃やいばを喉のど元もとに突き付けている。

　魔王も同様に身動きが取れず、大人しく和服姿の狐きつね男おとこに拘束されていた。しかも縛り方がキツすぎて、ドＭエムな魔王でも普通に痛いくらいだった。縛りプレイというものを何も分かっていない。

「まぁあの豚のことだ。必ずテメェらを助けに来るさ……。その時こそチャンスだ。積年の恨みを晴らし、アイツを食い殺してやるぜ！　『三さん匹びきの子こ豚ぶた』みてぇになァァァァァ！」

「その理論だと最終的にキミが負けるよ!?」

　たぶん最後までちゃんと読んでいない狼男に魔王がツッコミを入れたところで、ここでようやく助けが来てくれた。

「ユーリッ！」

「団長……！」

　捕らわれた二人の下に、グランツール騎士団と勇者達が駆け付けた。少女は団長が来てくれたことに喜び安あん堵どしたが、まだ何も終わってはいない。

「良かった、無事なようだな……！」

「おいテメェら！　女の子を傷つけたらタダじゃおかねぇぞ！」

「待っててくださいユーリちゃん！　今助けますから！」

『もう少しの辛しん抱ぼうよ！』

「皆さん俺の心配は!?」

　魔王も仲間達が来たことに喜び安堵したかったが、誰一人として声をかけてくれない。いつの間にバニシュを使用していたのだろうか。

　団長はすぐに少女を助けようと思ったが、少女を拘束している魔物を見て、驚きよう愕がくした。

「お前は……！」

「よ～うミミガー。忘れたとは言わせねぇぞ」

「ロボ……！」

「狼でロボって、完全にシートンじゃないっすか」

　はたして魔王のこのツッコミが何人に伝わるというのだろうか。そんなことより、どうやら団長と狼男には何か因いん縁ねんがあるようだ。

「忘れるわけねぇよな……？　信頼していた部下の顔を！」

「ロボ……！　一体何のつもりだ！」

　人質が取られているのでは、団長は迂う闊かつに手を出せない。そのため狼男は、余裕の態度で団長を嘲笑っていた。

「なぁに、大した理由はねぇよ。ただテメェに復ふく讐しゆうしに来ただけだ」

「『復讐』だと……!?」

「そうさ。魔王四天王であり『韋い駄だ天てんのミミガー』とも呼ばれ恐れられたテメェを、俺達部下は尊そん敬けいしていたし憧あこがれてもいた。あのまま順調に進んでいれば俺も出世できたってのに、テメェはよォ……！」

　狼男の剣を握にぎる腕に力がこもる。少しでも横にずらせば、少女の頸けい動どう脈みやくを斬きり裂さき大量の血が流れてしまうだろう。しかし狼男はユーリに構うことなく、団長に吠え続ける。

「テメェが突然魔王軍を辞めたせいで、俺は出世コースから外れちまったじゃねーか！　おかげで今はホームレス状態だよ！　どうしてくれんだこの豚野郎ッ！」

　何と身勝手で理り不ふ尽じんな主張だろうか。その場にいた誰しもが呆あきれて言葉も出なかった。

　もはやただの逆さか恨うらみにも近い復讐を掲かかげる狼男。こんな小者、きっと団長が華か麗れいに倒してくれるとグランツール騎士団の誰しもが思った。

　しかし――。

「……すまなかった」

　小さく呟いたその言葉は、とても弱々しかった。本当に団長の台詞なのかと疑いたくなるほどで、団員達は皆驚いた。

「部下であるお前の将来を、私の身勝手な都合で閉ざしてしまって本当に申し訳ないと思っている。お前が望むならいくらでも謝る。だから、ユーリを離してやってくれ」

「そんなっ……！　団長……！」

　誇り高くどんな敵にも果か敢かんに立ち向かっていた団長が、人質のために敵に屈するなんて少女には想像もできなかった。

　しかもその原因である人質は自分。少女ユーリは団長の力になりたかったのに、完全に迷惑をかけてしまっている。そんな自分がどうしても許せなくて悔しくて、ボロボロと涙がこぼれ落ちる。

「ダメです団長……っ！　あたしのことなんか構わずに……！」

「情けねえなぁミミガー……。アンタともあろう人が、こんなに落ちぶれちまってよォ……。アンタはイノシシだった。魔王軍最速を誇り、立たち塞ふさがるもの全てを討うち破やぶる猪ちよ突とつ猛もう進しんな獣けものだった。それが何だい……。自ら牙きばを折り、豚に成り下がっちまって……」

「……確かに今の私は空も飛べないただの豚だ。だが私は豚でいい。戦うためだけに脇わき目めもふらず前へ進むのではなく、牙を捨て剣を持ち、私の背についてくる者達の方を何度も何度も振り返って見守るために……！　それが私の決めた道だ！　ロボ、過去の栄光にすがりくだらん復讐心に囚とらわれているお前は、前にすら進めん……！」

　団長の決意の言葉が、元部下としての哀あい愁しゆうを一瞬だけ見せた狼男に、再び怒りの形ぎよう相そうを取り戻させる。

「立場ってもんを理解してねーみたいだな……！　言ったろ？　『復讐』がしたいって」

　見せつけるように少女の首筋に刃を近づける。そして脅おびえる少女を愉ゆ快かいそうに見ていた狼男の表情から、突然、笑みが消える。

「足を斬り落とせ」

　その場にいた全員の背せ筋すじが凍る。足を失うとはつまり、騎士としての命を断たれること。特に健けん脚きやくで名を上げた団長なら、尚なお更さらのことだ。

　こんな無茶な要求、聞けるはずがない。そう思った少女は、団長が本気にしないよう叫ぼうとした。これ以上団長に迷惑をかけたくない。何とかして、自力で脱出しなければ、と。

「団長！　こんな奴の言うことなんて――」

　――その日、少女は生まれて初めて大量の血液というものを見た。

　それからゆっくりと、スローモーションのように大地に崩れ落ちる豚騎士の巨体が目に映った。

「団長ぉぉぉぉぉッ！」

「は、ハハハハハ！　マジにやりやがったよコイツ……！」

　団長の傍に騎士団員達が駆け寄りすぐさま止し血けつを始める。しかし団長が自ら斬りつけたアキレス腱けんは両足とも切断され、血が滝のように流れ地面に吸い込まれていく。

「団員の命と私の両足、どちらが重いかッ、比べるまでもない……っ！」

「ハハハ！　だからって、テメェがそんなんになっちまっ……」

「よく見ろユーリィィィィィッッ！」

「!?」

　狼男の言葉を遮さえぎり、ユウバリ岳全てに轟とどろき渡わたりそうな大声で団長は叫んだ。狼男も少女も騎士団員も勇者達も、全員がその迫はく力りよくに圧倒されてしまう。

「これが私の覚悟だ！　グランツール騎士団を結成した時から、部下のためなら両目両足両腕心しん臓ぞう魂たましい全てくれてやると誓った、一匹の豚の覚悟だッ！　お前はどうだユーリ、他の団員達と共に旅人を襲っていたお前に、これだけの覚悟があったのかァァァァァ！　正しいことも悪いことも、やるからには全力だ！　覚悟もなく中途半端な気持ちで剣を持つ者を、誰であろうと私は許しはしない！」

　地を這はいながらも、大量の鮮せん血けつを流しながらも、団長の言葉には誰よりも生きる力が溢れていた。せめて表面上は余裕であろうとする狼男も、額に浮かべた汗が一向に引いてくれない。

「はっ、何が覚悟だ……！　グランツールだか何だか知らねぇが、つまんねぇ意地張りやがって……！」

　それでも団長の強い意志を秘めた瞳はまだ死んでいない。まだ、ユーリを助けることを諦めていなかった。

「我らグランツール騎士団、意地と気合いで負けはせん……！」

　少女は大粒の涙を流しながら、小こ刻きざみに震ふるえていた。戦争で家も家族も失った自分を拾ってくれて、温かい食事を、寝床を、居場所をくれた騎士団長。その団長が今自分のために足を斬り、苦しんでいる。小さな小さな自分のために。

　今まで旅人を襲撃していたのは、騎士団のため。いや違う。ただ団長に褒ほめてほしかったから。自分の強さを団長に見てほしかったから。でも団長は喜ばなかった。それもそうだ。覚悟もない生なま半はん可かな自分のどこを、団長が褒めてくれるというのだろうか。

　この縛られた身体では剣も持てない。自分では狼男を倒すことは不可能。だが、それでも――。

（あたしは……！　グランツールの騎士は……っ！）

　意地と気合いで、負けはしない。負けてはならない。負けるわけには、いかない。

「……うあああああぁぁぁぁぁァァァァァッッ！」

　――覚悟完了。

　喉元の刃など恐れもせず、少女は小さな身体で思いっきり狼男にぶつかっていった。突然の抵抗に狼男は驚いたが、すぐにその身体を跳ね返し地面に叩き落とす。

「ッ!?　このガキ……！」

　だが少女は立ち上がり、また狼男に体当たりしようとする。勝てるはずがないのに立ち向かってくる少女にイラついた狼男は少女を殴なぐり倒たおすが、睨にらみつける少女の瞳ひとみの炎は、消えていない。

「クソッ……！　どいつもこいつもナメやがって……！」

　人質を取り団長の機動力を奪ったというのに、何故か狼男は勝利の確信を得られないでいた。圧倒的有利なのは自分。なのに、勝てる気がしない。

「……なぁテツ」

「……何だシックス」

「私はそろそろ我慢の限界なんだが、お前はどうだ？」

「そんなもん……」

　勇者達の近くにいた団員が、ぞわりと何かを感じ取った。それは殺さつ気きであり怒ど気きでありとにかく、見る者全てを恐れさせるオーラを勇者と戦士はまとっていた。

「とっくの昔にブチ切れてるに決まってんだろうが……！」

「そうか……」

　ゴキリ、と勇者が拳こぶしを鳴らす。戦士もまた、鬼おにのような形相で臨りん戦せん態たい勢せいに入っていた。

「私もだ」

　そして勇者が、合あい図ずを出す。

「マキナッ！」

「『ネブラ』！」

　勇者の合図で魔法使いが杖つえを振るうと、狼男と少女の周囲を紫色の霧きりが包み込む。狼男は突如視界を奪われ動揺し、一瞬隙が生まれてしまった。その隙を突いて、勇者と戦士が全速力で大地を蹴けり上あげ駆け出す。

「ッ!?」

　狼男は身を守るため人質のユーリに手を伸ばそうとしたが、その時にはすでに右腕を勇者、左腕を戦士に摑まれていた。

「よく覚えておけユーリ。ロリコンの不審者に捕まった時はな……」

　腕を摑む手に力がこもる。狼男の腕からミシミシと、不ふ穏おんな音が鳴り始める。

「て、テメェら何を……!?」

「関節を逆方向に曲げると良いぜ！」

　べきん、と嫌な音が周囲に響く。勇者と戦士によって狼男の腕は普段と逆方向に曲げられ、見るに耐えない状態となってしまった。

「ギャアァァァァァッ！　う、腕があぁぁぁぁぁッッ！」

　狼男はあまりの激痛に叫び、そのまま戦闘不能となった。これで人質解放、と思われたが、狼男の仲間、魔王を捕らえている和服の狐男がニヤリと不敵に笑った。

「今だブンブク！」

　木の上の方に向かって叫ぶ狐男。何事かと一同が思った瞬間、ユーリの真上から一体の魔物が飛び降りてきた。

　それは狸たぬきの顔をした狸男。なんとこの魔物達はコンビではなく、狼男と狐男と狸男の、イヌ科トリオだったのである。

「必殺茶ちや釜がまアタァァァック！」

「ひっ……！」

　狸男は鈍器（茶釜）を振り上げる。落下のスピードも加わり、その威力は絶大だろう。

　しかし先程狼男に頭を殴られた少女ユーリは、まだ立ち上がれないでいた。立ち上がって逃げるにしても、周囲の人物が逃げるにしても、もう間に合わない。

（団長……！）

　敬愛する団長の姿を思い浮かべながら、ユーリは来るべき衝撃を覚悟して固く目を閉じた。




　固い物が肉を叩く、独特の音が辺りに響く。




　ユーリはせめて誇り高き騎士団員として、情けない叫び声だけは上げないように決意したが、不思議と痛みはなかった。

「……？」

　恐るおそる目を開く。やはり痛い所はどこにもない。どういうことかと顔を上げて確認すると、遠くの方で大地に倒れ気を失っている狸男の姿があった。

　――そして自分の後ろで拳を握りしめて立つ、グランツール騎士団団長。

「……大丈夫か、ユーリ」

「団長……!?」

　団長はユーリが攻撃される直前、一瞬にして距離を詰めて狸男を殴り飛ばした。その結果ユーリは無傷で済んだが、一つ疑問に残ることがある。

「ば、馬鹿な……！　テメェは自分で足を斬ったはず！　動くどころか立ち上がることさえ……！」

　他の者達と同じかそれ以上に、驚愕し動揺する狼男。足を斬ったにもかかわらず高速で移動し、今は傷も塞がっている。その事実が理解できなかったのだ。

「遅ち効こう性せい回復魔法『キュアレイト』。深手を負った後から回復が始まる魔法だ。戦いに臨のぞむ際、私はいつもこの魔法を自分にかけておく」

「回復魔法だと……!?　テメェにそんなのが使えた記憶は……！」

「組織の長はあらゆる場面を想定し、準備を怠おこたらない。そしてよく覚えておけ、ロボ」

　見上げる豚騎士の貫かん録ろくに、狼男はようやく自身の敗北を悟った。

「人も魔物も、常に成長し続ける生き物だ」

　グランツール騎士団団長、ミミガー・アグー・アマリリス。彼の意地と気合い、そして部下を想う気持ちが狼男達を打ち負かし、見事少女ユーリの救出に成功した。

　狼男と狸男は騎士団員達に捕えられ、悪い魔物としてこの後近くの国へ突き出されるだろう。

　解放されたユーリは安心と申し訳なさから団長の胸に飛び込み、何度も謝りながら泣きじゃくっていた。勇者達はその光景を、微笑ましく見守っていた。

　兎とにも角かくにも結果的に誰もケガすることなく、これにて一件落ちゃ……。

「いや俺まだ捕まっているんですけど」




「「「「あっ」」」」




　すっかり忘れていたが、魔王は依い然ぜん狐男に捕まっている状態だった。

　しかし仲間二人を倒され人質の片方は解放され、狐男にもはやこの窮きゆう地ちを切り抜けられる術すべはない。

「いや、お前……。まだ捕まっていたのか」

「なんかさぁ、もういいだろ」

「いつまで続ける気ですか？」

『そろそろ次の章に行きたいのだけど』

　もうほぼ終わりのムードだというのに、いつまで魔王を捕まえているのかと勇者は呆れた。むしろいつまで捕まっているのかと魔王に対して呆れていた。

「とりあえず早く助けてくださいよ皆さん。ヘルプミー」

「クソっ……！　ロボとブンブクがやられても、まだこっちには人質が……！」

　狐男は魔王の首筋に刃を突き付けるも、それは往おう生じよう際ぎわが悪いというもの。狐男がここから逆転勝利する要素などもはや残されていない。

「よしファシル。今助けてやるからちょっと待ってろ」

　そう言うと勇者はゆっくりと魔王の方へ歩いていく。狐男は制止の意味を込めてさらに剣を魔王の喉に近づけたが、勇者の歩みは止まらない。

「と、止まりやがれ……！　この男がどうなってもいいのか！」

「お前の敗因を教えてやろう」

　勇者が足に力をこめる。狐男は魔王の喉をかき斬ろうとする。しかし、勇者の足が魔王のみぞおちに入る方が早かった。

「『いつまでも人質に頼ったから』だ」

「がふっ……!?」

「ぐぇ……っ!?」

　魔王と狐男が同時に倒れる。狐男の身柄は、すぐさま騎士団員達によって取り押さえられた。

「この蹴りはファシルの身体を通り抜け、後ろのお前にだけダメージを与える」

　狐男は人質にするため魔王と身体を密着させていたが、それが勇者の貫通キックを喰らう原因になってしまった。

「人質を取られた時に有効な技だ。仲間を傷つけず敵だけを倒せる」

「いや……俺にもがっつりダメージ来たんですけど……」

　地面に倒れた魔王はお腹を押さえてプルプル震えているが、何はともあれ、人質を全員救出することに成功した。





＊＊＊






　日は昇り、別れの朝が来た。

　勇者達は本来の目的である錬金術師の下へ向かうため、グランツール騎士団とはここでお別れになる。

　イヌ科トリオに人質にされた少女ユーリも、勇者達との別れに寂さびしそうな表情を浮かべていた。

「勇者さん、助けて頂いて本当にありがとうございました……！」

「私達は何も、お礼を言われるようなことはしていないさ」

「そうだぜ。感謝するなら、ミミガーさんにするんだな」

　ユーリと共に見送りに来ていた団長に視線を向ける。人間と魔物の共存を望む、誇り高き豚の騎士に。

「ユーリ。お前はよく頑張った。人質にされても覚悟を決め、勇ゆう敢かんに戦った。お前は、立派な騎士だ」

「だ、団長……！」

　団長の手が優しく頭の上に置かれる。ユーリはあまりの嬉しさに、目頭が熱くなってしまった。本当はずっと怖くて、助けて欲しくて、団長の足まで傷つけてしまった。

　それでも、団長は褒めてくれる。それがとても嬉しかった。

「若様。微力ながら私達は、いつでも若様をお助けいたします。……その時まで、どうか御達者で」

「うん、ありがとう。ミミガーさんも、元気でね」

　魔王は団長と別れの挨拶を交わし、そして次にしゃがんでユーリと視線を合わせた。ほんの少し自分に勇気をくれた、小さな騎士へお礼がしたくて。

「じゃあねユーリちゃん。次に会う時は、ユーリちゃんが騎士団長になってる頃かな？」

「はい……！　いつか必ず団長みたいな……いえ、団長を追い越すような立派な騎士になってみせます！」

　元気溢れる少女の野望を聞いて、魔王も団長も微笑む。夢に向かって努力する姿は、いつだって素晴らしい。

「それでは皆さん、お元気で！」

『また会いましょう』

　魔法使いと蒼竜も別れを告げる。

　こうして勇者達は手を振るユーリ、団長、そしてグランツール騎士団に見守られながらユウバリ岳の山道を下り、次の町へと歩みを進めていった……。
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　王おう都とサッポロ。人間が居きよ住じゆうする領りよう域いきのほぼ中央部に位置するこの都みやこは、神話時代の英雄『シャケ・シャイン』が巨人デイダラボッチを倒して建国した歴史があるとかないとか。

　人口・物量・財力などあらゆる点で世界一と呼ばれている。もちろん大通りの人混みも他の国の比ではない。昼時ともなれば城じよう下かは喧けん騒そうに満ち、凄すさまじい活かつ気きを見せる。

　この都で手に入らないものはないとまで言われ、勇者達は魔王のループを終わらせる方法を得るため、その分野に詳しいという錬れん金きん術じゆつ師しに会いにこの地を訪れた。

　だがせっかく都会に来たのに観光すらしないというのももったいない。勇者達は錬金術師に会う前の僅わずかな時間、賑にぎやかな町を散策していた。

「すごいですぅ……。ウォンカ社製の最高級チョコレートケーキ……。いったいどんな味がするんでしょうか……」

　顔を張り付ける勢いでガラスの中のスイーツを凝ぎよう視しする魔法使い。甘いものが好きな彼女にとって王都の高級菓子は宝ほう石せきより魅み力りよく的てきに見えている。口から今にもヨダレが垂たれそうではあるが、観光者としてはある意味正しい姿だろう。

　大通りの真ん中で絶望の表情を浮かべながら体育座りする魔王よりは。

「怖こわい」

「どうした急に」

「他人の視線が怖い。悪口を言われているかもしれないと思うと怖い。ネット上で叩たたかれるのが怖い。ていうかもう饅まん頭じゆう怖い」

「またコイツの人混み嫌いか……」

「毎回困るんだよなぁ……」

　縮ちぢこまっている魔王は、●見沢症候群でも発はつ症しようしているのかというほど疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいり震ふるえているが、目的地を目前とした今、勇者達にとっては迷惑でしかない。

「ホラ行くぞファシル。さっさと立て」

「離はなしてよ絶ぜつ壁ぺきさん！　俺おれは漂ひよう流りゆうして女の子だけの島に辿たどり着つくんだから！　もしくは自転車で一人旅して松まつ島しまの宮みや大だい工くに弟で子し入いりするんだ！」

　頭をイヤイヤと振りつつ抵抗する魔王の発言は、いつも通り意味不明。黒くてデカい青年が凜り々りしい女性に引っ張られている姿は、大通りを歩いている人々の視線を集めるには充分すぎるくらいだった。

　それを見守る戦士と魔法使いは、恥はずかしくて物もの凄すごく他人のフリをしたかった。

「あのよぉファシル。もし今から会いに行く錬金術師がメッチャ美人だったら、お前は文句言わずについてくるか？」

　魔王の食いつきそうな話題を出してみる戦士だったが、魔王は食いつくどころかむしろ嚙かみついてきた。

「美人でマキナちゃん以上のＥカップだったらホイホイついて行くけどね！」

「ちょ、大声で何叫んでいるんですかファシルさんっ！」

　魔法使いは顔を真まっ赤かにして魔王に抗こう議ぎし、勇者は呆あきれたようにため息を吐ついた。

「まったく……。どうして男というのはそうどうでもいい話題で盛り上……」

「貧ひん乳にゆうは黙だまってろ！！！」

「何だとコルァァァァァッ！！！」

「ギャアァァァァァッッ！！！」

　勇者にＫＯされた魔王は、市中を引きずり回されながら錬金術師の家へ向かって行った……。





＊＊＊






　活気溢あふれる都の中心部から離れ、変わり者の錬金術師グリンレッドから手渡された地図を頼りに、閑かん静せいな郊こう外がいへと勇者達は到着した。

「ここか……」

　勇者達を待っていたのは、荘そう厳ごんな佇たたずまいの豪ごう邸てい。身長より何倍も大きい正門を抜け、よく手入れされた美しい庭園を通り屋や敷しきの玄げん関かんの前に立つ。

　玄関の扉とびら一つとっても、上質なものであることが窺うかがえる。都心部でないとはいえ、王都にこれだけの広さの土地と屋敷を持っているのだ。これから会う錬金術師は、一体どれほどの大金持ちなのだろうと勇者達は少し緊張した。唯ゆい一いつ魔物の王族生まれである魔王を除いて。

　勇者は大きな扉を二度ノックする。ゴン、ゴン、と乾いた音が周囲の静かな空気に響いたが、屋敷の中からの反応はない。

「……誰だれもいないんじゃねぇの？」

「いや、『それだけはない』そうだ。それにグリンレッド先生から中に入る『合言葉』も教えてもらっている」

　そう言う勇者の手元には地図の他に、もう一枚紙が握にぎられている。その紙には何やら文字がビッシリと書き込まれていた。

　ちょうどその時、扉の向こうから若い男の声がした。

「……どちら様でしょうか」

「グリンレッド先生の紹介で来た、勇者シックスです。この館やかたの主あるじにお会いしたい」

「では、『合言葉』をお願いします」

　屋敷に入るだけで合言葉が必要とは、なかなか警備が厳げん重じゆうである。しかし勇者はちゃんとその合言葉を教えてもらっている。

　勇者は合言葉の書かれた紙を見て、何な故ぜか少し辛つらそうな表情を浮かべた後、意を決したように大きく息を吸い込んだ。

「『拙せつ者しや親方と申すはお立ち会いの中うちに御存知のお方も御座りましょうが御お江え戸どを発たって二十里上かみ方がた相そう州しゆう小お田だ原わら一いつ色しき町まちをお過ぎなされて青あお物もの町ちようを登りへおいでなさるれば欄らん干かん橋ばし虎とら屋や藤と右う衛え門もん只今は剃てい髪はつ致して円えん斎さいとなのりまする元がん朝ちようより大おお晦つご日もりまでお手に入れまする此の薬は昔ちんの国の唐とう人じん外うい郎ろうという人我が朝へ来たり帝へ参内の折からこの薬を深く籠こめ置おき用ゆる時は一粒ずつ冠のすき間より取り出す依ってその名を帝よりとうちんこうと賜る即ち文字には「頂き透く香におい」と書いて「とうちんこう」と申す只今はこの薬殊ことの外ほか世上に弘ひろまり方々に似にせ看かん板ばんを出しイヤ小田原の灰はい俵だわらのさん俵の炭俵のと色々に申せども平仮名をもって「ういろう」と記せしは親方円斎ばかりもしやお立ち合いの中に熱あた海みか塔とうノの沢さわへ湯治にお出でなさるるか又は伊い勢せ参さん宮ぐうの折からは必ず門違いなされまするなお登りならば右の方お下りなれば左側八方が八棟表が三みつ棟むね玉ぎよく堂どう造づくり破は風ふには菊に桐のとうの御文を御赦免あって、系図正しき薬でござる。（中略）菊栗きくくり三菊栗合わせて菊栗六菊栗麦ごみむぎごみ三むぎごみ合わせてむぎごみ六むぎごみあの長押の長なが薙なぎ刀なたは誰が長薙刀ぞ向こうの胡ご麻まがらはえのごまがらかあれこそほんの真胡麻殻がらぴいがらぴい風かざ車ぐるまおきゃがれこぼしおきゃがれ小こ坊ぼ師しゆんべもこぼして又こぼしたたあぷぽぽたあぷぽぽちりからちりからつったっぽたっぽたっぽの一丁だこ落ちたら煮て食お煮ても焼いても食われぬものは五ご徳とく鉄てつきゅうかな熊くま童どう子じに石熊石持虎熊虎きす中にも東とう寺じの羅ら生しよう門もんには茨いばら城ぎ童どう子じがうで栗五合つかんでおむしゃるかの頼らい光こうのひざもと去らず鮒ふなきんかん椎しい茸たけ定めて後段なそば切りそうめんうどんか愚ぐ鈍どんな子こ新しん発ぼ地ち小棚の小下の小桶にこ味み噌そがこ有るぞ小こ杓しやく子しこ持ってこすくってこよこせおっと合点だ心得たんぼの川かわ崎さき神か奈な川がわ程ほどヶが谷や戸と塚つかは走って行けばやいとを摺すりむく三里ばかりか藤ふじ沢さわ平ひら塚つか大おお磯いそがしや小こ磯いその宿を七つ起きして早天早々相州小田原とうちん香隠れござらぬ貴き賤せん群ぐん衆しゆうの花のお江戸の花ういろうあれあの花を見てお心をおやわらぎやという産うぶ子こ這はう子こに至るまでこの外郎のご評判ご存じないとは申されまいまいつぶり角出せ棒出せぼうぼうまゆに臼うす杵きねすりばちばちばちぐわらぐわらぐわらと羽目をはずして今日お出でのいずれも様に上げねばならぬ売らねばならぬと息せい引っぱり東方世界の薬の元締め薬やく師し如によ来らいも照しよう覧らんあれとホホ敬ってういろうはいらっしゃりませぬか』ッ！」

　一息で合言葉を言い切った勇者は、四二・一九五キロメートルを走った後のように息切れしていた。

「……いや何で合言葉が歌か舞ぶ伎きの『外うい郎ろう売うり』なの。勇者サマ、大丈夫？」

「割と死にそう」

　肩を上下させ、ゼェゼェと苦しそうに呼吸する姿を見て、流石さすがの魔王も心配せずにはいられなかった。

　だがそんな勇者の頑張りのおかげで、屋敷への入口は開かれた。

「ようこそいらっしゃいました勇者様方。どうぞ中へお入りください」

　若い男の声に招かれ屋敷の中へ足を踏み入れると、想像通り豪ごう華かでだだっ広い玄関ホールが勇者達を待ち受けていた。高級そうな彫ちよう刻こくや絵かい画がが互いにひしめき合うように飾られており、総額でいくらくらいするのか勇者達には想像もできない。

「お待ちしておりました勇者様。私はこの屋敷で執しつ事じを勤めております、セバスチャンと申します」

　玄関で待っていたのは、今しがた合言葉の対応をした声の主でもある燕えん尾び服ふくを着た青年。その物腰や外見からも、紳しん士し的てきで優秀な執事であることが伝わってくる。

　ただ腕の中に、一匹の猫を抱えていることだけが少し風変わりではあった。白く長いフワフワの毛を持ち、猫種はペルシャだろうか。生なま意い気きそうな顔をしているが、血統書付きのお嬢じよう様さま猫、といった感じだ。

「グリンレッド先生から話は伝わっていると思うが、この男のことでお聞きしたいことがあって訪問させてもらった。この館の主人にお会いしたい」

　勇者はなるべく丁てい寧ねいに話を進めようとしているのに、件くだんの当事者である魔王は壁に飾られたゴッホの『タンギー爺じいさん』を鑑賞するのに夢中だった。しかし何故こんな所にあるのだろうか。

「はい。ご主人様なら、もうすでにこの場にいらっしゃいます」

「……は？」

　執事は爽さわやかな笑顔で答えたが、勇者達には理解できなかった。この玄関には、錬金術師らしき人物はどこにもいない。

「……オイ、どういうことだよ？　もうこの場にいるって――」

「ニブいですわねぇ、その程度の洞どう察さつ力りよくニャのかしら？」

「うおぅ!?　猫が喋しやべった!?」

　それまで静かに執事の腕の中にいたのに、突然喋り出したペルシャ猫に驚く戦士。普段喋る竜と一緒にいるくせに、と魔王は思ったがこの世界でも人語を喋る猫というのは確かに珍めずらしい。

「では、この猫が……？」

　勇者はまだ信じられないといった表情だが、目の前にいる猫こそグリンレッドが紹介した、勇者達が会いに来た錬金術師――。

「ええ。ワタクシが時空の錬金術師、『パブロ・ディエーゴ・ホセ・フランシスコ・デ・パウラ・ホアン・ネポムセーノ・マリーア・デ・ロス・レメディオス・クリスピーン・クリスピアーノ・デ・ラ・サンティシマ・トリニダード・ルイス・イ・タマ』ですわ」

「タマね！　タマちゃんね！」

　魔王によってすぐさま呼び名が決まる。というか最後の『タマ』以外名前を覚えられなかった。

「ニャう……。どうして皆その名でしか呼ばニャいのかしら……」

「ドンマイですご主人様」

　しょんぼりする猫な錬金術師とそれを慰なぐさめる執事。端はたから見れば飼い猫をあやす飼い主の姿だが、実際の主従関係は完全に逆である。

　まさか目的の人物がこんな見た目をしているだとか、こんなクソ長い名前の持ち主だとは想像もしていなかったが、ようやく勇者達は辿り着いたのだ。魔王を永遠のループから脱出させる、その手掛かりに。

「さて。いつまでもこんニャ玄関で立ち話をする必要もありませんわね。ついて来ニャさい。お茶くらいは振る舞いますわ」

　執事の腕の中でゴロゴロ喉のどを鳴ならしながら、勇者達を客室へ案内する錬金術師。実際に歩いているのは執事であるが。

「……なぁファシル。何であの猫ってあんな偉そうなんだろうな？　猫のくせに」

「……さぁ？　猫界の重じゆう鎮ちんなんじゃない？　何とでもコラボするホワイトさんみたいな」

「むしろワタクシはおしゃれキャットの部類ですわ」

　戦士と魔王は聞こえないように小声で話をしていたつもりだったが、前を行く錬金術師の猫耳にはバッチリ届いていたようだった。




　来客をもてなす客間に通されると、この部屋もやはりというか当然広くて豪華であった。

　恐らく他の部屋も同じ様子なのだろうが、廊下を歩いてここに来るまで他の使用人がいる気け配はいはしなかった。広い屋敷の全てを執事一人が管理しているのだろうか。

　広い館なのに住んでいるのは二人だけで、だというのに来客は合言葉を知っている者のみに限定する。何とも贅ぜい沢たくなお金の使い方である。気になるのはその資金がどこから来ているのか、猫のくせにどうしてこんなに金持ちなのか、そもそも何で猫なのか。疑問点が多すぎて謎なぞは尽きない。

　しかしその疑問を会ったばかりの本人に直接聞くわけにもいかず、勇者達は借りてきた猫のように大人おとなしく着席していた。庶しよ民みん出身である彼らは正しいテーブルマナーというものを知らず、ガッチガチに緊張しているのだ。

　テーブルの上には人数分のティーカップが置かれ、執事が順番に注そそいでいく。ポットからカップの中へ熱い紅こう茶ちやが流れ落ちるたびに、凝ぎよう縮しゆくされた香りは勇者達の鼻び孔こうをくすぐる。

「あニャた達のために、プリンス・オブ・ウエールズを淹いれさせましたわ」

　ゴメン今何て言ったの？

　勇者と戦士と魔法使いは同じタイミングで同じことを思った。恐らく目の前の紅茶の名前を言ったのだろうが、紅茶なんて飲んだことのない勇者達には何かの呪じゆ文もんにしか聞こえない。

　錬金術師の話を聞きに来たのは良いが、来て早々あまりのアウエイっぷりに勇者達は何かもう帰りたくなってきた。

　しかしここで、あの男が会話の先陣を切る。

「やっぱりベースがキーマンだと良い香りだね」

　カップのハンドル、つまり持ち手をそっと指でつまみ、カップを鼻先に持ってきてまず紅茶の色と香りを楽しむ魔王。その魔王には仲間達の驚きの視線が集まっている。

「あら、あニャたいける口かしら？」

「ラプサン・スーチョンとかも結構好きだよ。香りで好き嫌いが分かれたりするんだけどさ」

「気が合いますわね。アレはワタクシも一時期好んで――」

　ヤベェ、全然分かんない。また勇者と戦士と魔法使いの心がシンクロした。

　錬金術師と紅茶談だん義ぎに花を咲かせる魔王。この魔王、初めて出会った時もバイオリンを上手じようずに演奏したり、無む駄だなものも含め知識が豊富だったりと、一応王族なので教養の深いニートだった。

「ま、まぁお茶の話はそれくらいにして……。そろそろ本題に入ろう」

「あら、そうでしたわね」

　魔王と錬金術師の会話に置いてけぼりにされていた勇者は、話の流れを変えようと本題を切り出す。

　猫と仲良くお茶を飲むためにわざわざ王都まで来たわけではない。何度も魔王として生まれ変わってしまう運命を変えるため、その手掛かりを得るため、魔王城から今まで冒険してきたのだ。

「グリンレッド先生から大おお筋すじは聞いていると思う」

「えぇ、実に面おも白しろい内容でしたわ。前世の記憶を持ちニャがら別世界に輪りん廻ね転てん生せいを繰り返す……。『次元移動』の研究をしているワタクシとしてはとても驚く話ですわ。……まさか、ワタクシと同じ『ワールド・トラベラー』が他にもこの世界にいたニャんて」

「!?」

　全員に衝しよう撃げきが走る。この猫は今何と言ったか。魔王と同じ？　ワールド・トラベラー？

「それはどういう……!?」

「ワタクシの話はどうでも良いですわ。肝心ニャのはその男のことでしょう？」

　そうだ。本筋を見失ってはならない。猫の錬金術師について聞きたいこともあるが、勇者達は魔王ファシルについてのヒントを得に来たのだ。

「で、では単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くが……。ファシルの運命を変えることはできるのだろうか？」

　錬金術師は肉球を上手に使ってティーカップを口元に運ぶ。肉球をどう使ったらカップを持てるのかとか、猫ねこ舌じたじゃないのかとか他人からしてみれば余計なことが気になるが、錬金術師は優ゆう雅がに一口飲んでからゆっくりとカップを置いた。

「まぁ、ムリでしょうね」

「……は？」

　とても軽い調子でサラッと言われた。聞き間違えたと思い、勇者達は全員が拍ひよう子し抜ぬけしたような表情になってしまう。

「む、無理ってどういうことだよオイ!?」

　乱暴に立ち上がって錬金術師を問い詰めようとする戦士。しかし錬金術師は優雅な雰ふん囲い気きを崩くずさず、執事に紅茶のおかわりを注がせる。

「ワタクシが研究しているのは『次元移動』であって、輪廻転生だのループだのは専門外ですわ。たとえ同じ『ワールド・トラベラー』であっても、あニャたのようなケースを見るのは初めてですし。ワタクシは自由きままニャ世界の『旅人』。ですが半強制的に同じ役割を与えられ続けるあニャたは旅人ですらニャい。まるで終わらない涙の道を征ゆく運命の奴ど隷れい……。ワタクシではどうしようもありませんわ」

　たとえそうだとしても、何か小さなヒントでも得られないかと期待していた勇者は落らく胆たんせずにはいられない。『専門外だから』という返答を受けた瞬間、今までの旅の疲れが一気に押し寄せてくるようだった。

「そもそも、ワタクシに聞けば『こうしたら問題が解決する』という明確ニャ答えが返ってくると思ってましたの？　世の中そんニャに甘くありませんわよ？　まぁでも、次元移動の研究材料としては良いサンプルかもしれませんわね。こんな珍しいケースを発見することもそうニャいでしょうし」

　その言葉を聞いた瞬間、熱い紅茶の中身がこぼれるほど、激しい音を立ててテーブルを叩く者が一人。

「そ、そんな言い方ってあんまりじゃないですか!?　ファシルさんは全てを投げ捨てたくなるくらい苦しんでいるのに……！」

　魔王をまるで実験動物か何かのように語る錬金術師の態度に、魔法使いは我が慢まんならなかった。普段温おん厚こうな魔法使いがこんなに激怒するのは珍しく、魔王も含め仲間達はかなり驚いてしまった。

　だがそれでも錬金術師は優雅な態度を崩さず、紅茶を一口飲んでから面めん倒どう臭くさそうに息を吐はいた。

「グリンレッドの紹介だか何だか知りませんが、イキナリ押しかけてきた連中にどうしてワタクシがそんニャ風に言われニャければニャらニャいのですか？　だいたい、『何度も生まれ変わってしまう』ニャんて与よ太た話ばなし、普通ニャら鼻で笑われておしまいですわよ？　それを真剣に聞いてやって感謝されるニャら良いですが、怒ど鳴なられるいわれはニャいですわ」

　錬金術師の言うことは、間違ってはいないのだ。極きわめて正論ではある。だが、勇者達は錬金術師の話に納得することはできない。

　やはり錬金術師は一ひと筋すじ縄なわでいく相手ではなかった。このまま帰るという選択肢もあるが、わざわざ王都まで来て収しゆう穫かくゼロは状況的に厳きびしい。何とか少しでも情報を聞き出せないかと思うが、錬金術師の機き嫌げんを損ねてしまった今、まともな話し合いができるとも思えない。

「そんなことよりタマちゃん」

　険けん悪あくな雰囲気に包まれた部屋に、魔王の声が通る。最初の紅茶談義以降沈黙を守ってきた魔王が、ここでようやく口を開いた。錬金術師へ懇こん願がんするのか。あるいは憤いきどおり怒るのか。それとも諦あきらめて帰るのか。

　魔王の発言に、一同の注目が集まる。




「二次元には……どうやったら行けますか……？」




　コイツは本当に、何を言っているのだろうと思った。

　常にふざけていないと死ぬの？　マグロみたいな性質なの？　勇者は顔を手で覆おおい本気で帰りたくなったが、魔王の表情は真剣そのもの。

「次元移動が可能なら三次元から二次元へ、画面の向こうへ行ける！　それすなわち全人類の夢！　アポロ11号の時のような感動をもう一度ッ！」

　ドン引きしている仲間達を尻しり目めに、立ち上がって力説する魔王。おそらく今までで一番ハートが燃え上がっている。何故その情熱を自分のループを終わらせることのために使えないのだろうか。

「悪いですが、それは企業秘密ですわ」

「ということは不可能じゃないんだね!?　俺は二次元嫁に会えるんだね!?　やっべメロンパン買い占めてこないと！」

　気持ち悪いくらい魔王のテンションは上がっているが、猫な錬金術師は不気嫌そうにティーカップをテーブルに置く。

「ワタクシが必死こいて研究している技術を、あニャたに教えるわけニャいでしょう!?　二次元に行くのはワタクシ一人！　嫁とニャンニャンするのもワタクシだけですわ！」

　あっ、この猫もファシルと同じ部類なんだなと、勇者達は日頃の経験からすぐに悟った。

　錬金術師のテンションも魔王に負けず劣おとらずヒートアップしているが、客観的に見れば重症のオタク二人が言い争っている気持ち悪い構図に過ぎない。

「くっ……！　技術を独占するなんて許せない……！　猫なら猫らしく、魔女と宅急便やってなよ！」

「それ黒猫の話でしょうがッ！　だいたいワタクシが猫の姿なのも、人間でいるのが面倒臭くなって『猫って楽そうでいいなー。そうだ、猫になっても、いいんじゃないッ？』と思った結果ですわ！　未いまだに人の姿を保たもっているあニャたとは頑張りたくニャい気持ちの強さが違うのですよ！」

「お前もニートか」












　とうとう勇者がツッコミを入れてしまった。この錬金術師、完全に私し利り私し欲よくのために研究をしており、さらに人の姿を捨てるほど筋すじ金がね入いりのニートだったようだ。

　もはや話し合いは続行不可能であり、有力な情報も見込めない。何よりこのカオスな空間から勇者は早く抜け出したかった。言い争う二人をなだめて場を収めようとしたが、ニートな魔王とニートな錬金術師は止まらない。

「そこを何とか！　ちょっとだけ！　ホントちょっとだけ教えて！」

「ダメと言ったらダメですわ！　喰らえ猫パンチ！　マイク・タイソンばりの猫パンチ！」

「痛い！　モハメド・アリを思い出す！」

　紅茶が零こぼれテーブルクロスにシミを作るほどの勢いで、魔王は錬金術師の肉球に激しく殴おう打だされる。しかし猫にタシタシ殴なぐられる魔王のその姿は、飼い猫とじゃれあっているようにしか見えない。

　自身が疲れるまでひとしきり魔王を殴ると錬金術師は多少落ち着きを取り戻したのか、乱れた呼吸を整え再び上品に着席した。

　肉球の感触を楽しんでいた魔王も、錬金術師が冷静になったのを受けて席に戻り、紅茶を一口飲む。テーブルに零れてほとんど残っていなかったが。

「……二次元に行く方法は教えニャいとして、そこまで必死ニャらあニャた達、『世せ界かい樹じゆ』へはもう行ったんですの？」

「「「あっ」」」

　錬金術師の口から出た単語を聞いた瞬間、魔王以外の全員が『しまった』というような表情を浮かべた。何やら重要な何かを忘れていたらしい。

「そうか、世界樹があったか……」

「すっかり忘れてたぜ……」

「私達はもう行きましたからね……」

「ん？　何の話？　世界樹って何、迷めい宮きゆう？」

　著作権ギリギリな発言をする魔王だけが話の内容を理解していないようなので、勇者の代わりに猫な錬金術師が説明する。

「『世界樹』とは、この世界で最も巨大かつ長ちよう寿じゆニャ樹木ですわ。世界樹には神秘の力が宿り、その頂上に到達できた者はどんニャ願いも叶かなうらしいですわよ。ま、ワタクシはメンド臭いので自分の部屋の中で夢を叶えますけど」

「実際私達も魔王城に挑む以前に、世界樹の頂上へ登っている」

「そこで今の最強装備を手に入れたんだぜ」

「へー。スゴイね世界樹」

　どんな願いも叶える神秘の大たい木ぼく。その頂上に登れば、魔王のループする運命を終わらせることができるかもしれない。

　見失ったと思った光こう明みようが、また見えてきた。散々モメたが結果的に、錬金術師は勇者達に大きな手掛かりを教えてくれた。

　次なる目的地は決まった。ならば後は、すぐさま行動に移すのみ。

「よし、そうと決まれば世界樹へ向かおう。世界樹の頂上に登り、ファシルの運命を変えるように願えば良いだけだ」

「頑張ってくださ～い。ワタクシも応援しておりますわ～」

　まったく心のこもっていない棒読みの台詞せりふを言われると腹が立つが、とにかくこの錬金術師のおかげで再び先に進むことができる。

　勇者達は席を立ち出発の準備をするが、やはり魔王が足並みを崩す。ムカデ競争のメンバーに入れたら一番怒られるタイプだ。

「……ねぇタマちゃん」

「まだニャにか？」

「やっぱり、二次元への行き方は……」

「教えませんわニーテスト」

「ニートの最上級!?　クソゥ、タマちゃんなんて三味線の材料になっちゃえ！」

「よくもまぁそんニャ非猫道的ニャことが言えますわね!?」

　細かすぎて伝わりにくい捨て台詞を吐き、魔王は涙を流しながら部屋を出ていった。勇者達は錬金術師へのお礼もそこそこに、飛び出して行った魔王を急いで追いかける。しかしこんな時だけ魔王は異常に速い。

「……まったく、嵐あらしのようニャ連中でしたわ」

　猫特有の軽快なジャンプで窓まど枠わくに飛び乗り、屋敷から走って出て行く魔王と勇者達を見下ろす錬金術師。その傍かたわらに、執事が背筋を伸ばして立つ。

「……帰してよろしかったのですか？　あの青年、膨ぼう大だいな量の魔力を秘ひめているようでしたが……」

「ま、ニャにか隠している様子ではありましたが、別にどうだって良いですわ。希少ニャワールド・トラベラーに出会えただけでも、グリンレッドに感謝したいですわね」

　猫の姿をした主が、執事に理解できない話をするのはよくあることだった。だが自身と二次元のことにしか関心を抱かない主が、こんなにも憐あわれむような、恐れているかのような視線を他人に向けているのを見るのは初めてだった。

「一つの世界で二人のワールド・トラベラーが出会う……。これもニャにかの運命ですかね……」

　一体主が、何を知っているのか。何に怯おびえているのか。執事はそれを知らない。ただ、この屋敷に来た勇者達が進む道の先には、想像を絶する苦難が待っているのだろうと推測した。

「『運命を変える』ですか……。簡単に言ってくれますわね。――運命の女神は一体、誰に微笑ほほえむのかしら？」
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　錬れん金きん術じゆつ師しから得た、というより思い出した情報を元に、勇者達は世せ界かい樹じゆを目指し旅を続けていた。

　猫でニートな錬金術師の拠きよ点てんである王おう都とサッポロを離はなれ、港みなと町まち『オタル』を目指す。世界樹は絶ぜつ海かいの孤こ島とうに存在するため、港町からの船に乗り向かうことになる。

　港町まではあと半日ほどの距離。微かすかに潮しおの香り漂う荒こう野やの一本道を、魔王は蒼そう竜りゆうの背中に乗るいつものスタイルで突き進む。背に乗っているだけなのに『突き進む』と表現して良いのかは微び妙みようだが、とにかく前進しているのである。ボロッボロに泣きじゃくりながら。

「えふっ、えぐっ……！　うぉぁあ……っ！」

『ちょっと。乗るのはイイけど、アタシの背中を汚よごさないでくれる？』

　蒼竜はとても迷惑そうな視線を背中の魔王に向ける。宝石にも譬たとえられる美しい蒼あお色いろの身体からだを、魔王の涙なみだやら鼻はな水みずやらヨダレやらで汚きたなくされたくはない。

「ご、ごめ……！　でも久しぶりに『母親２』をエンディングまでクリアしたらさ、涙が止まらなくて……！」

　ゲーム画面を見ながら号泣する魔王。完全に制作スタッフのマジックの虜とりこになっているようだ。最後の最後まで見終わりグチャグチャになった顔を拭ふき、スッキリした魔王は全クリ後の余よ韻いんに浸ひたる。

「いやー、やっぱり２が至し高こうだわ。３も好きだけど、終わり方がちょっと唐とう突とつすぎて理解できなかったんだよね。まぁラスボス戦でお母さんが迎えに来た所はモチロン号ごう泣きゆうしたけどね？」

　誰だれにも伝わっていないことは客観的に見ても明らかだろう。蒼竜の背の上でエディ・マーフィー並みにペチャクチャ喋しやべる魔王以外は、誰も喋らず黙もく々もくと歩を進めている。話の内容は理解できないし理解させる気もないので、魔王の無む駄だ話ばなしはスルーが基本である。いつしかそれが勇者達の当たり前になっていた。

　馴なれとは恐ろしいもので、魔王がウザいのは変わりないが、居なければそれはそれで物足りない気持ちになる。今まで魔王がいないのが当然で、三人と一匹で旅をしてきたのに、魔王はいつの間にかこのメンバーに馴な染じんでいた。まるで最初からいっしょに旅をしてきたような、そんな感覚にさせる不思議な魅み力りよくをこのファシルという魔王は持っていた。

『アラ……？』

　ふと、蒼竜が立ち止まる。危険を察さつ知ちする能力に長たける蒼竜は、微かな異変を敏びん感かんに察知した。

　しかし周囲には穏おだやかな風が吹き、景色も何ら変わりない。急に停止した蒼竜の背の上で、魔王は不思議そうに声を上げた。

「んぇ？　どしたのポチ姐ねえさん？」

　魔王が蒼竜に問いかける声を聞いて、勇者達も状況に気づいて振り返った。

「どうしましたポチ？　何か近づいているんですか？」

　魔法使いも緊きん張ちよう気ぎ味みに身み構がまえる。蒼竜の察知能力に信頼を置いているが、魔法使い自身は何も感じていないのだ。

　視界良好な荒野の中心で、姿も見えないのに異変が迫せまっているとあっては油断できない。勇者と戦士も各おの々おのの得え物ものに手をかけ、不測の事態に備える。

『近づいているんじゃない……！　現れるわよ！』

　蒼竜がそう叫んだ瞬間、大気がぐにゃりと歪ゆがむ。勇者達から二十メートルほど前方の空間から、紫色の火花が一瞬見えた。やがて火花はバチバチと激しい音を響かせながら、その数と勢いとを増していく。その紫色の火花はどうやら、真下の『円』から発生しているようだった。

「アレは……『魔法陣』……!?」

　勇者が円の正体に気づいた時には、すでに嵐あらしの中にいるかのような突風と紫色の落らく雷らいが荒野を覆おおっていた。突風と紫色の雷による激しい光で、目も開けられない。勇者達は魔法陣が放つ波動に耐えることしかできなかった。

　やがて、突風も雷も治まる。勇者達がゆっくりと目を開くとそこには、穏やかな風景を取り戻した荒野と、今まで存在しなかった光景が広がっていた。

　軽く百は超えている魔物の大軍勢。そしてそれらを率いるようにして先頭に立つ、一匹の魔物。

　――二足歩行だが腕は四本。そして黒いボディに二本の触しよつ覚かく。生理的に不快に感じるその姿はまさしく、台だい所どころによくカサカサ出しゆつ没ぼつし一匹見つけたら他に三十匹はいると思った方が良い、『アレ』そのものだった。

　名前も表記したくない例のアレは、一歩前に踏み出し、勇者達の目の前でビシッとポーズを決めた。




「颯さつ爽そう登場！　銀河美昆こん虫ちゆうヤンバルーンッッ！」




　広い荒野に、冷たい風が吹く。

「……誰もリアクションしないのか」

　本当なら背後の部下達が大盛り上がりすると思っていた例のアレは、周囲の空気が凍こおっているのに納得できずにいた。

「……ヤンバル様ー。移動魔法ノ度ニ変ナポーズ決メルノ、ヤメタ方ガイイト思イマス」

「うるせぇ！　マイブームなんだよ！」

　緑色の体表を持つゴブリンに諫いさめられるが、黒いボディのＧさんは聞く耳を持たずゴブリンの方を振り返って反論する。勇者達の目の前に現れたのにもかかわらず、どうやらまだ気づいていないようだ。

　そんなゴキさんより先に、上空をバサバサ飛んでいた巨大なコウモリの魔物が勇者達の存在に気づく。

「人間ダ！　人間ガイルゾ！」

「あん？　人間なんぞ放っておけ。どうせ……って、お前らあぁぁぁぁぁ!?」

　突然叫ぶ別名油あぶら虫むし。勇者達の姿を見た瞬間、一気に顔色が変わった。それはマイブームを否定された時以上の、怒りと憎しみに満ちた表情だった。

「ここで会ったが百年目……！　貴様らから受けた屈くつ辱じよく、忘れた日はないぞ勇者共ぉ！」

　今にも襲いかかってきそうな勢いで激げつ昂こうしているが、勇者達はキョトンとしている。

「……誰だったか？」

「んなぁ!?」

　本気で忘れてしまっている勇者の様子に、怒りよりも驚きが勝まさるゴッキーさん。

「虫が喋んな。マジでやめて。俺おれマジで虫とかダメだから。お前なんて知らないから」

「害虫に知り合いはいないです」

『気持ち悪いわね。死んでくれないかしら？』

　散々な言われように害虫Ｇは額に青筋を浮かべ、今にも血管が切れそうなほどプルプル震ふるえている。

「て、テメェら……！　この俺を忘れるたぁどういうことだ!?　魔王城で会っただろうが！」

　その一言で、勇者達もようやくピーンときて思い出した。

「あぁ、お前ゴキブリーンか」

「そういや魔王城にいたなぁゴキブリーン」

「お久しぶりですゴキブリーンさん」

『元気そうねゴキブリーン』

「ゴキブリーンじゃねぇよッ！　魔王四天王が筆頭の王おう虫ちゆう、『ヤンバル・テナガ・コガネ』だ！」

　勇者達の前に再び姿を現したのは、全ての虫の王にして魔王四天王筆ひつ頭とう。すなわち魔王軍のナンバー２である。見た目は完全にゴキブリだが。

　その王虫は自分の名前どころか存在すら忘れられていたことに憤ふん慨がいしているが、勇者達は全く悪びれていない。そもそも敵同士であり見た目がアレだし、なるべく早く記憶から抹まつ消しようしたかったのだろう。

「……ん？」

　冷静さを取り戻し勇者達を改めてよく見てみると、王虫はあることに気づいた。魔王城で会った時より、人数が増えている。蒼竜の背中に寝そべっている細長い青年を、どこかで見た覚えがある。というより、その青年は間違いなく――。

「ま、魔王様ッ!?」

　驚きの叫びを上げる王虫。蒼竜の背に乗っているのは間違いなく、自分の主あるじにして全魔族の王。そんな魔王が勇者達と一緒にいる姿など、常じよう識しきでは考えられない。

「んぇ？」

「何だ、知り合いかファシル」

「テラフォーマーに知り合いはいないよ」

「いや貴方あなたが覚えていないのはオカシイでしょうが！」

　四本の腕を激しく振りながら訴える王虫。しかし魔王はイマイチ思い出せていない。なので魔王は脳内データベースを検索してみる。すると、数件ヒットした。

「あぁ、いつも宅配の商品受け取ってくれてた人？」

「ま、まぁ確かに受け取ってましたけど！　他に覚えていませんか!?」

「うーん……。あっ、床を叩けばご飯持ってきてくれた人かな？」

「軍ぐん事じとか政せい治じもやってましたけどねっ!?」

　どうやらこの魔王、本当にニートだったようだ。苦労していただろう王虫の嘆なげきを見て、改めて仲間内での評価は下がっていった。

「あー、思い出した思い出した。久しぶりヤンバル・トサカ・ヤスデ」

「それは節せつ足そく動どう物ぶつです！」

　分からないネタはとりあえずググってください。

「しかし魔王様……！　どうして魔王様が勇者と共にいるのです!?　俺はコイツらから残ざん虐ぎやくな仕打ちを受けたんですよ！」

「どんなことされたのヤンバル・クイナ」

「もう『ヤンバル』でいいです！　そこは合っているんで！」

　まだ名前を思い出してくれていないことは一度置いといて、王虫は勇者達の残虐非ひ道どうな行いを涙ながらに魔王に打ち明けた。

　時は、勇者達が魔王に出会うより少しだけ前にさかのぼる――。





＊＊＊






「よく来たな……勇者よ……」

　魔王城の奥深く、世界を滅ほろぼす魔王がいる部屋まで、あと少し。勇者とその仲間達は魔王城の並み居る魔物をなぎ倒し、四天王の部屋まで辿たどり着ついた。

　目の前には見た目が完全にアレな魔物。四本の腕にはそれぞれ剣を持ち、勇者達との決戦に臨のぞむ。

「貴様が魔王四天王筆頭のヤンバルか……。噂うわさ通り、『生理的にムリ』な姿の昆虫だな」

　初めて見る王虫の姿に、パーティが女子と虫嫌いで構成されている勇者一行は、全員がドン引きだった。

「ふっ……。姿形で敵を侮あなどると、痛い目見るぞ？」

「いや、侮るとかそういう意味じゃなくキモいか……」

「さぁ剣を取れ勇者ァ！　魔王様を倒したくば、まずはこの魔王四天王筆頭ヤンバル・テナガ・コガネを討うち取とってからにしろ！」

　剣を振りかざし、勇者達へ戦いの準備をするよう促うながす王虫。勇者達も覚悟を決め、『武器』に手をかける。

「全員、保護マスク＆眼鏡めがね装着ッ！」

「「ラジャー！」」

「えっ」

　鼻・口・目を広範囲に守る眼鏡とマスクを付ける勇者達。まるで今からガスの充満する場所にでも行くかのような格好だ。

「『バルサンディー上陸（史上最大の）作戦』開始。対害虫用設置型殺虫煙えん幕まく、発動！」

『イエッサー』

　蒼竜が尻尾しつぽを器用に使い、設置された殺虫剤の上部にある突起物をこする。するとその突起部分から勢いよく殺虫剤が噴射され、狭い室内に真っ白な煙が立ち込めた。

「ちょ、何やって」

「射撃部隊、構え！」

　勇者の号令で、噴射式の殺虫剤を構える戦士と魔法使い。勇者もまた、そのトリガーに指をかけ銃じゆう口こうを王虫に向けた。

「発射フアイヤー」

　三つの銃口から、殺虫剤がプシューと王虫の全身に吹きかけられる。

「ぎょもぉぉぉぉぉォォォォォォ！　ぎゃああああああァァァァァッッ！」

　気持ち悪い動きで悶もだえのたうち回る王虫。呼吸するたび殺虫剤が肺はいに入り、息をすることすらままならない。

　王虫が苦しんでいるのに勇者達は殺虫剤の散さん布ぷを止やめず、自分達の視界が白くなって見えなくなっても王虫に浴びせ続けた。

　そして王虫の頭の中にも白い『もや』がかかって何も考えられなくなったところで、王虫は意識を手放した――。





＊＊＊






「俺、頑張って戦おうと思ったのに……！　あんなにヒドい仕打ちを受けたの初めてだよ……！　でも涙が出ちゃう、だって昆虫だもん……！」

　勇者達の無む慈じ悲ひな殺虫剤攻撃を思い出し、悲しみの涙を流す王虫。だがそんな姿を見ても当の勇者達は、全く悪びれる様子がなかった。

「敵の弱点を攻めるのは当然だろう」

「うるせー！　剣と魔法のファンタジー世界で、薬品に頼ってんじゃねーよッ！」

　反省も謝罪もしない勇者達に、とうとうブチ切れる。だがやはり勇者達は動じず、不快な害虫を見る目で王虫から距離を取っていた。

「あと魔王様、ついでだから言いますけど！」

「んぇ？」

　どうやら怒りの矛ほこ先さきは主である魔王の方にも向いたようだ。

「勇者達が攻めて来た時、魔王四天王のうち四分の三が『空気男』だったってどういうことですか!?」

「ゲームで苦戦してて閃ひらめいたんだよね。『三人もいたら無理ゲーじゃね？』って」

「あぁ、アレやっぱり四天王だったのか」

「なんか変なのが三人いるとは思っていたんだけどな」

「空気過ぎてスルーしてました」

　勇者達が魔王城に突入した時、三つの部屋を素す通どおりして王虫の間に行けたのだ。存在が空気な三人の四天王を無視して。

「そのせいで俺は無傷の勇者達と戦うことになったんですよ!?」

「え～だってさー。急に皆が四天王辞めるんだもん。ミノさんは親しん衛えい隊たい隊たい長ちように異動して、ミミガーさんは魔王軍辞めて今はグランツール騎き士し団だんだし、もう一人も『実家の豆とう腐ふ屋や継ぐ』って言って辞めちゃったじゃん？　それで急に代わりの四天王指名しろって言われても困るよ～」

『一人だけスゴイ現実的なのがいるわね』

　ぐうたらな魔王にマトモな人事を期待するのが間違いだった。それはまぁ諦あきらめるとして、王虫にはとにかく納得できないことがある。本題はそれだ。それを聞かなければ何も始まらない。

　何な故ぜ、世界を滅ぼす魔王が世界を救う勇者と仲良く行動を共にしているのか。

「とにかくコイツらは血も涙もない冷れい酷こくな連中なんです……！　どうしてそんな奴やつらと一緒に魔王様が旅をしているのです!?」

「あぁ、実はさ、勇者サマ達とやりたいことがあるんだよね」

「や、やりたいことですか……？」

　魔王が勇者と共にいるだけでも前ぜん代だい未み聞もんの大事だというのに、『やりたいことがある』という理由だけで旅をしているのか。それは常識では考えられない、ありえないことである。

　やはり主は悪あしき勇者達によって洗脳でもされているのではないかと思った王虫は、魔王の目を覚まさせるべく訴えかける。

「とにかく魔王様、魔王様がご無事だったのは何よりです！　ご覧の通り、魔王軍の兵力もまだ健在です！　今こそ再び世界征服の野望を……！」

「じゃあ、解散！」

　――時間が、止まったかと思った。

「……はっ？」

「解散っ」

　某ぼうお父さんばりの解散宣言。王虫の頭の中は『えっ、何？　解散？　ホームレス四天王でも始まるの？』といった感じだった。つまり混乱している。

「か、い……？」

「『解散。集団などの組織・団体が別れて散っていくこと』」

「テメーらは黙ってろ！　意味くらい知ってるわッ！」

　勇者は親切心で辞書を開いて教えたつもりだったが、王虫を怒らせるだけだったようだ。そんな王虫と勇者のやり取りを見ながら、魔王はいつも通り蒼竜の背中でダルそうに寝そべっている。

「せっかく集まってくれて悪いんだけどさ、俺今それどころじゃないから、後は皆自由にやっていいよ」

　世界征服の野望に対して『それどころじゃない』。王虫の中で激しい怒りがこみ上げ、とてつもないイライラとストレスを感じる。

　後ろの魔物達も、突然の魔王の解散宣言にざわついている。いきなり『自由にやっていい』と言われても、夏休みの自由研究くらい困る。

　これ以上魔王の醜態を晒さらすわけにはいかない。今ならまだ、勇者達に操あやつられていたことにすれば部下への示しも何とかつく。王虫は魔王をフォローする言葉を発しようとしたが、それより先に魔王が口を開いた。

「それに俺、もともと世界征服とか興きよう味みないし。興味ある制服はセーラ服くらいかな？　なんちゃって☆」

　キレた。

　この一言で、王虫の中の何かがブチ切れた。

「ふざけんなクソがあああァァァァァァァァァァッッ！」

「「「「!?」」」」

　突然絶叫し、大地に剣を突き刺す王虫。魔王も勇者達も配下の魔物達も、全員が驚き硬直してしまう。

「この俺が今まで、どれだけ頑張ってきたと思っていやがる！　働かない魔王の代わりに軍事政治経済魔王の世話エトセトラ、こちとら働く機械じゃねーんだぞ！　疲労を栄養剤でごまかし有給は使わずゴールデンウイークもクリスマスも娘の誕生日も残ざん業ぎよう残業残業！　その果てが使い捨てかコラぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　泣き叫んでいるせいで後半は何を言っているかよく聞き取れなかったが、とりあえず聞いている側も泣きそうになるくらい苦労していること、そして王虫一匹ではなくもっとたくさんの人々の叫びでもあるようなことは全員魂たましいで感じていた。

「港町を滅ぼし王都攻めの拠点にしようと思っていたが予定変更だ……！　この軍勢で勇者もろともブチ殺してやるぜ魔王ッ！」

　剣を取り、四本の腕で振り回す王虫。阿あ修しゆ羅らを凌りよう駕がする怒りに身を任せ、魔王へ最大限の敵意と殺意を向ける。

「ヤ、ヤンバル様!?」

「本気デスカ……!?」

「うるせぇ！　こんな腑ふ抜ぬけについて行ったところで、どうせ魔王軍に未来はない……！　週四十時間労働を摑つかみ取とりたかったら、お前らも腹ァくくれッ！」

　突然のクーデター発言に驚いた魔物達だったが、冷静に考えても王虫の方が正論だった。

　普段引きこもってた魔王を初めて見てみれば無気力なダメ野郎で、世界征服に興味はないという。対して王虫は野心も実力もあり、部下から信頼されている。

　加えて勇者がいるとはいえ、魔王を含めても勇者達の戦力は四人と一匹。それと対たい峙じするのは百を越す魔物の大軍勢。頭数で言えば魔物側が圧倒的有利だ。

　今後のことを考えれば、今どちらの側につくのが正解か。その答えを導き出した魔物達は手に武器を取り、殺意のこもった目で魔王を睨にらんだ。

「はー……。何回も魔王やってると、部下の裏切りにもしょっちゅう遭あうんだよねぇ。ま、もう慣れたけどさ」

　蒼竜の背から降り、ぼりぼりと頭を掻かきながら王虫へ向かって歩いていく魔王。まさか戦うつもりなのだろうか。勇者はとっさに止めに行こうとしたが、すでに『敵』の軍勢は進軍を開始していた。

　王虫を先頭に、魔物の大軍勢が雪崩なだれを打って迫り来る。さながら黒い津波のようであり、魔物達が大地を踏みしめるたびに広い荒野に地響きが鳴り、大地が大きく揺れる。

　眼前に迫るかつての部下達に、魔王はゆっくりと一人で近づいていく。その歩みに迷いや恐れはなく、とても落ち着いた足並みだった。

「待てファシルッ！　何をするつもりだ……！」

「俺達の後ろに下がれって！　お前一人じゃ勝てねぇ！」

「うわ失礼な。これでも俺、魔王だよ？」

「ま、前見てくださいってば！」

　自身を呼び止める仲間の声に振り返り、いつもと同じように緊張感も何もない台詞せりふを吐はく魔王。その間も軍勢は魔王に迫り、もはや退たい避ひするのも間に合わない。

　魔王はまたゆっくりと王虫の方に向き直り、ダラリと右手を前に伸ばす。その姿はつまり百の敵に対して丸腰で挑むということであり、あまりにも無む謀ぼうな姿だった。

　勇者とその仲間達は魔王を救うべく駆け出したが、王虫の四本の刃やいばはすでに魔王の頭上にあり、日の光を受けてギラリと鈍にぶく輝いていた。

「これからは、俺の時代だあぁぁぁぁぁ！」

　そして、刃は振り下ろされる。




「ダークネス」















　――世界が、『黒』に包まれた。

　そう錯さつ覚かくするほど、勇者達の視界は黒い色で染まっていった。

　魔王の右手から放たれた膨ぼう大だいな魔力は黒い衝しよう撃げき波はとなり、魔王の前方有ゆう形けい無む形けい関わらず全てを吹き飛ばす。黒い衝撃波に包まれたものは土も石も花も大気すらも、存在ごと否定され押おし潰つぶされ欠片かけらも残さず消しよう滅めつする。

　腹の底に響くような爆音が耳をつんざき、大地はえぐれ、立っていられないほど荒野が大きく震しん撼かんする。その揺れはまるで、世界そのものが恐怖し震えているようだった。

　王虫と戦うべく駆け出していた勇者達は、その大出力の魔法を見て目を見開き、足が止まる。普段ふざけてばかりいる魔王が、こんな大魔法を放つとは想像できなかった。

　そしてその魔法は間違いなく、『世界を滅ぼす力』だった。




　黒い衝撃波が消え、世界に平穏が戻ってくる。

　魔王の前方の荒野は衝撃波によって削り取られ、茶色い土が露ろ出しゆつし広がっている。魔王の足下、削り取られた大地の下には、魔王の攻撃を間近で喰らった王虫がうずくまっていた。

「ぐっ、うぅ……！」

　四本の剣は全て折れ、全身から血を流している。だが一番近い距離で衝撃波を受けたのに原形を保っていられるのは、魔王四天王の筆頭であるが故ゆえか。

　しかし、王虫の背後にいた百を超える魔物の軍勢は、一匹たりともその姿を見つけられなかった。あれほどの数の魔物がいて、衝撃波の後に残されたのは王虫のみ。いくら敵といえど、その結末を想像するとあまり良い気分ではない。

「……失うせろよ」

「ひっ……!?」

　えぐれた大地の下から魔王を見上げた時、その氷のような瞳ひとみに王虫は恐怖した。普段のふざけた雰ふん囲い気きは微み塵じんもなく、死にかけの害虫を見下すような背筋も凍る冷たいオーラを放っていた。実際死にかけの虫ではあるが。

「悪いけど、もう俺に関わらないでくれるかな。今は見逃すけど、もしまた邪じや魔まするなら……殺すよ？」

　逃げたいのに、身体が動かない。魔王の殺気に当てられた王虫は、本能で自らの死を察知していた。

「くっ……！　おのれぇえ……！」

　だが僅わずかに残された最後の力を振ふり絞しぼり、王虫は羽ばたき上空に舞い上がる。そして魔王と勇者達を恨みがましく睨んだ後、西の方角に飛んで行った。死を覚悟したゴキブリは飛ぶことがあるので、駆く除じよする際は皆さん気をつけてください。

「…………………」

　静せい寂じやくを取り戻した荒野の真ん中で、勇者達に背を向ける魔王は後ろを振り返ることができなかった。

　今までの前世で自分の運命を変えるために協力してくれる勇者はいたが、今回のように世界を滅ぼしかねない力を使用した時、勇者やその仲間は『世界の危機』を実感し疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいり、そして最終的に――殺された。

　今回のは魔王自身の行いが原因のクーデターであり、勇者達に迷惑はかけられないとしての仕方ない行動だったが、『また』今回もやってしまった。極力戦闘に参加せずふざけていたが、恐らく勇者達はこの力を見て多少なりとも恐れただろう。

　そうなったら、今までと全く同じにはいかない。

　魔王は一千回目のこの世界で何か変わるかもしれないと思っていたが、その期待は自らの愚おろかな行いで踏み潰してしまった。

　でもそれならそれで別にもういいや、と魔王は何度か味わった小さな絶望を感じながら、前に歩き出した。

「待て」

　魔王の背中を、勇者の凜り々りしい声が呼び止める。だが魔王は立ち止まったまま、やはり振り向くことはない。

「こちらを向けファシル」

「……イヤだよ」

「どうしてだ」

「面めん倒どう臭くさいから」

「噓うそをつくな」

「噓じゃないって……」

　勇者は少し長めにため息を吐つき、魔王のすぐ側そばまで歩いていった。

　魔王は自分の後ろに立つ勇者のことは分かっているが、それでも頑かたくなに振り向こうとはしなかった。そんな魔王の細く長い背中に向かって、勇者はいつもよりは優しく穏やかに声をかけた。

「……なぁファシル。私はな、他人の『噓』が分かるんだ」

「噓……？」

　そんな話をされるとは予想していなかったため、少し上うわ擦ずった声が出てしまう。一瞬勇者が冗じよう談だんでも言っているのかと思ったが、『何度も魔王として生まれ変わる』という自分の話よりは信しん憑ぴよう性せいがあるだろうと思った。

「理屈は分からんが、生まれつき相手が噓を言えばすぐに分かった。だから最初に出会った時も、お前の話を信じることができたんだ。……疑っているなら、何か言ってみろ。噓か本当か当ててやる」

　そう言われて魔王は、勇者の言う『噓が分かる能力』を確かめるべく、いくつかの問題を考えた。

「俺Ｃカップ」

「噓」

「犬派」

「本当」

「どちらかと言うとＭ」

「……本当」

「実は握あく力りよくが60ある」

「本当。おいマジかお前」

「あのよぉファシル」

　それまで静せい観かんしていた戦士が、見かねて声をかける。あまりにも勇者への問題の内容が酷ひどいからだ。

「もうちょっと、分かりにくい質問をシックスに出せよ」

「勇者様じゃなくても当たりそうです……」

『真剣にやりなさいな』

「あ、やっぱりダメ？　別に信じてないわけじゃなかったからさ」

　世の中ふざけて良い時と悪い時があるが、今は完全に後者である。

　だが魔王は言葉の通り、勇者の特技を最初から疑ってはいなかった。勇者という人物を信頼しているし何より、今までの旅で勇者が噓をついたことは一度もなかったからだ。

　場の空気が少し和なごんだ所で、隙すきをついて勇者は魔王の服を一気に摑み、力づくで振り向かせた。そして自分の目線に合わせるため背の高い魔王の胸むな倉ぐらを摑んで、強引に身体をしゃがませた。

「……何て顔をしているんだ、お前は」

「……だって」

　勇者が見つめる魔王の瞳には、今にも溢あふれそうなほど涙がたまっていた。

　魔王はただ、怖かった。経験したことがあるとはいえ、自分を受け入れてくれて信頼した人々から恐れられ関係が破は滅めつするのは、やはり何度味わっても辛つらく苦しいだけ。

　特にこの一千回目の世界で出会った勇者達との旅が楽しかっただけに、今回の勇者達ともそうなってしまうのではないかと思ったら、たまらなく怖くて泣きそうになってしまった。

　勇者は胸倉から手を離し、泣いている子供をあやすように、魔王の顔をそっと両手で優しく包む。

「私は、お前にそんな顔をして欲しくない……」

　魔王と勇者の顔の距離はとても近く、互いの吐と息いきを感じられるほど。勇者の顔はやや紅あかく染まり、少し恥はずかしそうだった。

「だ、だから……」

　勇者は魔王の頭部を両手で摑み固定し、勇者のその小さく艶つややかなピンク色の唇くちびるが、ゆっくりと魔王の顔に近づいていく……。

「えっ……？　ちょ、勇者サ……」

　そして両者の唇が、ゆっくりと離れて行き……。

　……離れて行き？

「ふんっっ！」

「くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ!?」

　その音をムリヤリ表記するとしたら『ゴギャリッ』。不意に勇者の頭突きを喰らった魔王は、大地に倒れゴロゴロ転がり悶えている。

「シケたツラをするな馬ば鹿かが。お前の望みは何だ？」

「……ギャルのパンティーおーくれ」

「よし、もう一発いくか」

「スイマセン二度と魔王に生まれ変わらないことですっ！」

　あと二度と勇者の頭突きを喰らわないこと。

　瞳に溜ためていた涙は、今は激痛により垂たれ流ながしである。

「それは噓じゃなく、お前の心から望んでいる本当の言葉だ。その望みを叶かなえるために最後まで付き合ってやるから、お前はウジウジせずに背せ筋すじ伸ばして前を見て進め。これは勇者命令だ。魔王に拒否権なんてないからな」

　勇者の爽さわやかな笑顔につられ、魔王もまた笑う。勇者は手を差し出し、魔王はその手を摑んで立ち上がる。それはまるで、最初に魔王城で出会った時のように。

　仲間達は『おっとこ前ぇぇぇ！』と叫びたかったが、流石さすがに自重しておいた。

「拒否権なしとか……。ホント魔王って、スゲー損な役だよね」

「さぁ行くぞ。私達の冒険は、まだまだこれからだ」

「何その打ち切りするみたいな台詞」

　ご愛読、ありがとうございました！　作者の次回作にご期待ください！
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「いっい湯だなっ♪　フフフン♪　いいっ湯だな♪　ヘヘヘン♪」

「……何だその歌」

「ファシルさんから前に教えてもらいました。何でもお風ふ呂ろに入る時は必ずこの歌を歌わないといけないらしいです」

「どこの世界の掟おきてだ……」

　地下から湧わき出でてくる温水を溜ためた巨大な浴よく槽そうに、肩まで浸つかる勇者と魔法使い。今回訪れた町の宿やど屋やはこの温おん泉せんが売りだというので、入らない手はない。世界各地を旅する勇者達は基本的に身体からだを拭ふくか、水を浴あびるなどしか手段がないため、こうしてゆっくり湯に浸かる機会は少ない。

　それだけに、全身が温まる温泉はまさに極ごく楽らくであり、今までの旅の疲れが吹き飛んでいく。真ま面じ目めで常に気け高だかくある勇者も、今回ばかりは羽と手足を伸ばし緩ゆるんだ顔で入浴していた。

「いやー……しかし……本当に気持ちいいなコレ……」

　頭の上にタオルを載のせ、ほんのり顔を赤く染めながら温泉を満まん喫きつする勇者を見て、魔法使いはクスクスと笑っていた。

「……何だマキナ」

「いえ、こんなにリラックスしている勇者様を見るのは初めてですから。何だかとっても貴き重ちような気がして」

　勇者だって猛もう獣じゆうなどではなく立派な人間だ。四し六ろく時じ中ちゆう張り詰めているわけではない。ただ確かに、ここまで油断しきった姿を誰だれかに見せるのはあまりないなと勇者本人も考えていた。

「最近顔色も良いですし、夜ぐっすり寝られているんですよね？」

　魔法使いに指摘されて、勇者はふと気づく。そう言えば夜うなされることがなくなった。故こ郷きように帰ったあの日から、自分を苛さいなむ殺さつ意いや声が訪れることは全くなくなっていた。どうして突然そうなったのか、疑問には思うがちゃんと眠れているならそれに越したことはないので、勇者はあまり深くは考えなかった。

「んふふー♪」

「……今度は何だ」

　勇者の方まで近づき、肩にもたれかかる魔法使い。もし魔王や戦士が同じことをしようものならヘッドロックを極められ湯に沈しずめられるが、そこはパーティの癒いやし系担当。何のお咎とがめもなく勇者の肩に頭を置ける。

「何だか最近勇者様、雰ふん囲い気き変わりましたよね。柔やわらかくなったというか何というか……。前までの勇者様も好きでしたが、今の勇者様も私は大好きですよ？」

　上うわ目め遣づかいで微笑ほほえんでくる魔法使いを見て、もし自分が男だったらこの場で押し倒しているんだろうなぁ、と勇者はぼんやり考えていた。

　しかも恐ろしいのはこれが計算ではなく、魔法使いは天然でやっているということ。蒼そう竜りゆうが『ほとんどの女は養よう殖しよくだが、マキナは純天然』と言っていたのだから間違いない。

　勇者はそんな無意識で男を惚ほれさせるような笑顔を見てから、視線をわずかに下へ移動させる。水面に浮かぶ白くて大きな二つの果実。勇者は最初嫉しつ妬とと憎ぞう悪おの混じった目で見ていたが、その『柔らかそう』という原初的な欲求に嫉妬すら吹き飛ばされ、気付いた時には全力でわし摑づかんでいた。

「ひゃあぁっ!?」

　お湯の中で魔法使いの身体が跳はね上あがる。突然触られたことに驚おどろき、頭の上でまとめていた長い金髪が解け湯面に広がる。

「ととと突然何するんですか！」

「す、スマン。そこに乳があったから」

「名言っぽく言い訳してもダメです！」

　怒られてはしまったが、後こう悔かいはしていない。やはり予想通り柔らかくて絹きぬのようになめらかな肌で、触り心地は抜ばつ群ぐんだった。しかし触ってみて一つ、気になることがある。

「マキナお前……また大きくなったんじゃないか？」

　魔法使いの顔が赤いのはのぼせているからなのか、あるいは別の理由か。一体自分と魔法使いで何が違うせいでこうも差が出るのかと勇者は不思議でたまらなかった。

　絶望し考え込んでいる勇者の隙すきを狙ねらい、魔法使いの反撃が始まる。

「もうっ！　こうなったら仕返しです！　私にだって触る権利があります！」

　勇者に覆おおいかぶさり、魔法使いも同じことをやり返す。勇者はマキナの腕を摑んでガードするが、こういうふざけたやり取りで楽しそうに笑う勇者を見るのは、やはり初めてだと魔法使いは思っていた。

「ホラホラ～。勇者様のはどれくらい成長しているんですかね？」

「コラ！　やめろマキナ！　ドコ触って――」

「あっ……」

「え？」

　勇者の胸に触れた魔法使いから、小さく声が漏もれた。

「………………」

　そして黙だまって勇者から離れ、申し訳なさそうな表情を浮かべている。

「いや……えっと、その……。ゴメンナサイ……」

「オイ。何で謝る」

　魔法使いは必死に頭を回転させる。この状況から上う手まく切り抜けるため。勇者を傷つけず、お互い無事に湯から上がるため。

「……し、将来性はあるというか、お肌はすごくキレイだったというか、その……」

「………………」

「……わわ私ちょっとのぼせちゃったので、先に上がりますね！」

「オォォイッ！　フォローするなら最後までやれ！　何で今諦あきらめた!?　ちょっ、マキナぁぁぁぁぁぁ！」
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　潮しお風かぜが町全体に吹き渡り、交こう易えきと漁ぎよ業ぎようで賑にぎわう港みなと町まちオタル。舶はく来らい品ひんを王おう都とへ運ぶ中ちゆう継けい地点として、あるいは王都から大量の物品を各国へ輸出する拠きよ点てんとして、古くから重要な地として栄えてきた。

　異文化のものが出たり入ったりするこの町には他とは一味違った特とく徴ちようが出ており、それは町の人々の服装や建けん築ちくなどに現れている。東とう国ごくの衣い装しように身を包む人もいれば、分ぶ厚あつい甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎き士しが歩いていたり。見たことのない南国のフルーツが並んでいるかと思えば、その近くの店では北ほつ海かいで捕れた魚が干ひ物ものにされ吊つるされている。

　この町には様々な色がごちゃまぜになっているが、それは一色では出せない多彩な魅力に溢あふれた港町だということでもある。

　だがニートな魔王はそんなものに一切興きよう味みなく、宿屋の中で休んでいた。

「いやあ……本当にリボ○テックのは良い仕事してるわぁ……。まさか多た聞もん天てんを超ちよう像ぞう可か動どうで楽しめる日が来るなんて。いつか摩ま利り支し天てんもフィギュア化してくれないかな……」

　港町には爽さわやかな潮風が吹き太陽が照らしているというのに、魔王は外出もせずタタミと呼ばれる床の上で仏ぶつ像ぞうフィギュアと遊んでいた。何とも不健康そうな光景である。

「おいファシル。部屋で遊んでないで、少しは外に出たらどうだ？　この町には珍めずらしいものとか面おも白しろいものがたくさんあるぜ？」

　同室で緑茶を飲んでいた戦士がそう提案するが、筋すじ金がね入いりのニートに『外出する』という選択肢はない。

「そういやテッちゃん、船の予約をしに行くんじゃなかったの？」

　戦士の提案には答えず、逆に別の質問をする。魔王の願いを叶かなえるために世せ界かい樹じゆに向かうが、そのためにはこの町から船で行かなければならない。その船の手て配はいをするのは戦士の役目だった。

　戦士は自分の質問をスルーされたことに少しイラついたが、そんなことで腹を立てていたらこの魔王とはやっていけない。戦士は「古天明平蜘蛛」と書かれたコップの中の茶を飲み干し、座布団と呼ばれるクッションから立ち上がった。

「言われなくても行くよ。あとお前、遊び終わったらちゃんとソレ片付けろよ？」

「うん、そうだね。お土産みやげのお饅まん頭じゆうはこしあんがイイな」

「俺おれお前と話すの嫌いだわ」

　怒るというより呆あきれ果はてた戦士の背中を見ることなく、戦士が部屋を出て行った後も魔王は仏像で遊び続ける。

　黙もく々もくと仏像のポージングを変えて楽しんでいた魔王だが、ふと手を止め、唐突に顔を上げた。

「そうだ。お風呂入ろう」

　魔王の行動には基本的に『根こん拠きよ』というものがあまり存在しない。ただ何となく思いつき、深く考えずに行動する。

　今回も、今まで勇者達との旅でゆっくり湯に浸かる機会が少なかったとか、せっかく地下からお湯の湧き出る名所でもある町に来たのだから、とかそういうもっともらしい理由ではない。ただ漠ばく然ぜんと『お風呂入りたい』と思ったから入る。それが魔王クオリティ。

「おっ風呂♪　おっ風呂♪　平たい顔族が作り出したお～風呂っ♪」

　オリジナルソングを鼻歌で歌いながら、宿屋の二階から浴場のある一階へ、軽快な足取りで階段を降りていく。そしてタライの中に着替えとタオルとアヒルさんというフル装備で、魔王は宿屋自慢の浴場へ辿たどり着ついた。

　だが魔王は気づいていなかった。この宿屋に浴場は一つしかなく、男女兼けん用ようであること。男女の利用は時間で区切られていること。そして今の時間帯温泉を利用できるのは――女性であるということに、魔王は気づいていない。

　そんなことは露つゆ知しらず、魔王はご機き嫌げんな様子。脱衣所ですぐに服を脱ぐと腰に守しゆ護ご神しんを装備し、浴場へ続く扉とびらに手をかける。

「ふんふふーん♪　これでラブコメとかならお風呂上がりのマキナちゃんにエンカウントできるんだけどなー♪」

　そんな不可能な期待を抱きつつ、でも何かの間違いでどっきり遭そう遇ぐうできないかなどと思いながら、魔王は勢いよく浴場へ続くサッシをスライドさせた。

「出てよ、バスタオル一枚のおっぱ……じゃなくてマキナちゃん！」












　扉を開けてドッキリ遭遇☆

　遭遇したのは、湯上がりで、バスタオル一枚の、勇者。

「…………………」

「…………………」

　静せい寂じやくが、世界を包む。

　魔王は無言で湯上がりの勇者を見下ろし、勇者も無言で腰以外は裸の魔王を見上げる。

　勇者の身体からは湯ゆ気げが上がり、顔もほんのり上じよう気きしている。髪は濡ぬれ水が滴したたり、何とも艶つやめかしい。艶めかしいはずだが、魔王にとってみれば湯上がりのツキノワグマに遭遇したようなもの。何かの間違いだと思いたかった。

「…………………」

「…………………」

　魔王がそんな失礼なことを考えている間も、二人は黙って無言で見つめ合う。勇者に至いたっては見つめるというよりガン飛ばしているレベル。

　普通なら魔王も『わ、悪ぃ！　不可抗力なんだ！』とか言えば良いのに、黙ってガン見。だって馬ば鹿かだから。

　普通なら勇者も『キャー！　このヘンタイ！』とか言えば良いのに、黙って鬼おにメンチ。だってそんなキャラじゃないから。

「…………………」

「…………………」

　しかし何な故ぜこの二人はお互い何も語らないのか。両者の間で何が起きているのか、それは勇者と魔王にしか分からない。

　だがこの膠こう着ちやく状態も、魔王によって破られることとなる。

「…………………」

　すっと、手を伸ばす。魔王の右手はゆっくりと真上に上がり、そして真まっ直すぐ、手のひらを前方に突き出した。

　ぺたり。

　魔王の右手が、勇者の左胸に触れる。そのなだらかで、ほぼ水平で、平らな、魔法使いよりはるかに低い丘を右手で摑む。

「…………………」

　勇者は黙って自分の左胸を触る手を見てから、再び魔王の顔に視線を戻す。

　それまで無言で無表情だった魔王の顔は、みるみるうちに絶望と哀あわれみの色に染まり、青ざめていった。

「うっわ……」

　その一言に、勇者の胸を触った魔王の、全ての感想が込められていた。

　勇者は魔王と同じように右手を前に伸ばし、手のひらを魔王の顔に向けるとニッコリ微笑んだ。

「ギガブラスト」

　後に、目撃者はこう語る。『突然、脱衣所が吹き飛んだんです……』
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　勇者達は宿屋を後にし、船ふな着つき場ばを目指して人で賑わう町中を歩く。

　通常であれば町の外に待機させるドラゴンのポチも、このオタルでは『珍しいもの』の一つに過ぎないのか、道を闊かつ歩ぽしても恐怖に怯おびえる人間はいない。時折好奇の視線は向けられるが、それは蒼竜だけでなく、蒼竜の前を歩く顔面ボコボコの魔王にも視線が注そそがれている。

「どうしたんファシルさん？　傷だらけですけど……」

「あぁ、うん。ちょっと湯上がりのツキノワグマに襲われてね……」

　魔法使いは心配して聞いたというのに、魔王の返答はいつも通り意味不明。あながち間違ったことは言っていないが。

　そんな端はたから見たらとても奇妙なメンバーを引き連れ、勇者は船着場への先頭を進む。あとは船に乗り世界樹を目指し、世界樹の頂上で魔王の願いを叶えるだけだ。

　ウミネコの鳴く声を聞きながら、穏おだやかにきらめく水面を眩まぶしそうに見つめ、ある程度順調に旅が進んでいるなと勇者は思った。

　だがその時、船着場全体に野太い男の声が響いた。

「あァん!?　だから金は出すってェ言ってんだろうがよィ！」

　商いに賑わう声ではなく、緊張感漂ただよう怒ど声せいに、勇者達だけでなく周囲の人々全員の視線がそちらに集まる。

　声のした方には小さな人だかりができ、その人だかりが見守る先には大おお柄がらな男と、屋台を出している女性が商品棚越しに睨にらみ合あっていた。

「ですから！　この子は売り物じゃないんです！」

　屋台は土産物屋だろうか。商品棚の上には珍しいものがたくさん並んでおり、売り子の女性も異国の衣装を身にまとっていた。そしてその女性は、男に負けず劣らずの強気な大声で反論している。

「知るかぁそんなこと！　金を出したら物が買えるのは、当然の道理ってぇモンだろうがよォ！」

　売り子の女性と言い争っている男も、見たことのない珍しい出いで立たちをしていた。上下が一緒になっている服を腰の帯おびで留とめ、その腰帯にやや歪わい曲きよくした細長い剣を差している。硬そうな髪の毛を後ろで縛しばり、見るからに荒くれ者といった迫はく力りよくに大きな身体と声。

　言い争いを見守るギャラリーは、手出しも口出しもできない状況だった。

「オイ。何をしている」

「あァん!?」

　だが、そこへ颯さつ爽そうと割って入るのが勇者シックス。世界を救うため魔物と戦う勇者は、人間同士が争っている場合ではないと考えている。

　その理念と行動力によって、ある時は不良少年達の喧けん嘩かを、ある時は国家間の紛争を主に力ずくで終結させてきた。

　今回もまた同じ。和服姿の男が何を怒っているかは分からないが、まずは話し合いで解決できないか探る。

「一体何があったんだ？」

　大男に上からギロリと睨まれても、勇者はクールな態たい度どを崩くずさない。突とつ如じよ割って入ってきた勇者に、売り子の女性やギャラリー達の視線が集まる。

　無関心な魔王だけは、ゲーム機を太陽にかざして戦う力をチャージしている。

「俺様がヒヨコを買おうとしてんのに、この女がゴチャゴチャうるせーからよォ」

　大男は勇者を怪け訝げんそうな目つきで見下ろしながらも、商品棚の脇わきに置かれた鳥かご、その中にいる小さな黄色い雛ひな鳥どりを指差す。

「ですからこの子はヒヨコじゃなくて、不ふ死し鳥ちようの雛なんですってば！」

　売り子は顔を真まっ赤かにして男の台詞せりふを否定する。鳥かごの中でプルプル震ふるえる雛鳥は確かに黄色で一見ヒヨコに見えるが、実は死と再生を繰り返すフェニックスの雛なのだ。

　男と売り子はまた睨み合って火花を散らすが、今のやり取りで勇者は大体の事情を把は握あくした。男はヒヨコもとい不死鳥の雛を買いたいが、店側である売り子の女性としては貴重な不死鳥であり売り物でもないため売却できない。シンプルに説明するとこういうことだ。

　ならば、勇者が『男に』言う言葉は一つしかない。

「この雛鳥は売り物ではないんだ。スマンが諦めてくれ」

「何で部外者のテメーに指図されなきゃいけねぇんだァ!?　俺様は腹が減ってんだ！　手持ちの金かね三十ゴールドじゃあ、このヒヨコくらいしか買えそうにねーんだよ！」

　え、何、食べるつもりだったの？

　その場にいた全員が、男の怒りの叫びを聞いて一瞬言葉を失ってしまった。

「ふ、不死鳥の雛をたった三十ゴールドで買おうなんてスゴイ考えですね!?　大人おとなになれば三億ゴールドで取引されることもあるんですよ!?」

「三億か……。それだけあったらサ○ラ大戦３のオープニングが作れるね」

『貴方あなたはちょっと黙ってなさいファシル』

　すぐに話を脱線させようとする魔王は蒼竜に任せ、男の相手は勇者と戦士が務つとめる。

　不死鳥の雛鳥は売り物ではないのだが、男はなかなか納得してくれない。強ごう情じような者同士の言い争いでは、どうしても長期戦になってしまう。

「武士は食わねど高たか楊よう枝じ、とは言っても腹が空すいてちゃ戦いくさもできねぇ！　誰が何と言おうと俺様はこのヒヨコを買うぜ！　部外者はすっこんでろ！」

「あーもー面めん倒どう臭くせぇな。シックス、コイツ殴なぐって終わりにしていいか？」

「一般市民に手を出すわけにはいかんだろう」

「勇者様にテツさん！　暴力はダメですよ！」

　言い争いの仲ちゆう裁さいに入ったはずだが、単細胞で短気な戦士も場の雰囲気に触発され不機嫌になってきた。

　だが世界を救う勇者の仲間が、同じ人間に危害を加えたとあっては大問題だ。勇者と魔法使いが今にも殴りかかりそうな戦士をなだめようと忠告するが、魔法使いの言葉を聞いた大男は、小馬鹿にするようにニヤリと笑った。

「勇者……？　あぁ、テメェらのことか。魔王城から逃げ帰ってきた腰抜けってのは」

「あ……？」

　その一言に、戦士の怒りのボルテージは一気に跳ね上がる。

「巷ちまたじゃ有名だぜぇ～？　魔王を倒せず、尻尾しつぽ巻いて逃げたってな！　まったく悲しいぜ。なぁにが『世界を救う選ばれし勇者』だ。最初っからこの俺様に任せていれば、とっくの昔に世界は平和になってたってのによォ」

　事情を知らず好き勝手言う男に、戦士の怒りは限界値を振り切っていた。全身からほとばしる憤ふん怒ぬのオーラと、固く握にぎりしめた拳こぶし。この状態の戦士には、もはや制止の言葉は届かない。

「ダメだシックス。やっぱり殴る」

　低く静かに言い放ったその短い言葉にも、男への敵意がにじみ出ている。言い争いを見守っているだけだったギャラリー達も、戦士のその異様な雰囲気に圧倒されていた。

「テツ」

　一歩大男の方へ歩み寄った戦士の背中に、勇者が声をかける。魔王使いは勇者が戦士を止めてくれると期待したが、その淡あわい期待は脆もろくも崩れ去る。

「手加減するなよ」

　戦士は答えない。勇者と戦士、幼おさな馴な染じみである二人には言葉にせずとも伝わる何かがある。

　今は人間同士で争う場合ではない。だが自分だけの都合で他人に迷惑をかけたり、仲間を侮ぶ辱じよくするような輩やからを、許すわけにはいかない。

「テメーなんかシックスが相手するまでもねぇ。俺一人で充分だ」

「でもこういう時にしゃしゃり出る奴やつって、負けるフラグだよテッちゃん」

　魔王の言葉は無視し、戦士が斧おのを構かまえる。武器を取り出したことで、それまで野や次じ馬うま気分で見ていた群ぐん衆しゆうはざわめき、二歩三歩と後ずさる。

　武器を構えた時点で、これはもうただの言い争いではなく『戦い』に変わった。だが大男は焦あせるわけでもなく、余裕の態度を崩さない。

「おう、おう、おうおうおう！　この俺様とやろうってのかい！」

「『この俺様』って、テメーが誰だかなんて知らねぇよ」

「知らねぇ!?　本当に知らねぇのか!?」

「知らないって言ってんだろ。誰だよテメーは」

　大男があまりにしつこいので、戦士は呆れたように質問する。

　すると大男は待ってましたとばかりに、右足を前に出し腕を曲げ、身体を大きく見せるような独特のポーズを取った。そして千せん両りよう役やく者しやのごとく朗ろう々ろうと名乗りを上げる。それは東国の言葉で、『見み得えを切る』という動作だった。

「問われて名乗るもおこがましいが

　知らざぁ言ってぇ聞かせやしょう
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『ヤマモト・ハガネ・ソケットレンチ』たぁ




　ァ俺様のぉ、こ～と～よォ～」

　……うん、誰だろう。

　人々の思いが一致した瞬間も、東国の武士である大男はうまく名乗りが決まったことを内心喜び、余よ韻いんに浸ひたっていた。

　しかしそんな中で勇者だけが、焦りの色を浮かべていた。

「奴は……ヤマトの戦士か……！」

「何それ？」

『ヤマト』と聞いただけで何故そこまで驚いているのか。首をかしげる魔王に対して、勇者の代わりに蒼竜が説明する。

『ヤマト民族は、かつて東の果てに存在した戦闘民族よ。独自の文化と国家を築き、その戦士は雑ぞう兵ひように至るまで精せい鋭えいぞろい。だけど今は、ヤマトの血を引くわずかな生き残りがいるだけよ』

「ふーん」

　正直言って興味のない魔王は、自分の服にファブリージョを吹きかけていた。戦士や武士のように、汗臭い男にはなりたくない。

　そんな汗臭い男に認定された武士は腰の刀を抜き構える。やや歪曲した刀はシンプルなデザインながら力強く、それでいて芸術品のような美しさも兼ね備えていた。

「ヤマトの武士は負け知らず！　テメェもこの俺様の愛あい刀とう、『正マサ露ロ丸マル』の錆さびにしてやるぜ！」

「何だその胃に優しそうな刀!?」

　某ぼう胃い腸ちよう薬やくのような名前の刀を上段で構える武士と、斧を握り締める戦士。武士と戦士、剣と斧の戦い。とある三すくみに従えば確実に戦士が負ける。

　両者とも間合いを取って、初撃を繰り出すタイミングを窺うかがう。互いが互いの射程距離に入っており、ピリピリとした静かな緊張感が観戦している側にも伝わってくる。

　そしてその緊張を破り最初に斬きりかかったのは、――刀を構えた武士。

「せりゃあああぁぁぁぁぁッッ！」

　もはや奇声にも近い気合いの叫びと共に、縦たて一いつ閃せん、刀を振り下ろす。

　予想以上の速さと力強さだったが、戦士は最小限の動きで後ろに下がって太た刀ちをかわし、斧を振りかざして反撃に出る。斧の重量と戦士の筋力、二つのパワーが加わり、真上からの斧の一撃は比ひ類るいなき威い力りよくを誇ほこる。もちろん殺すつもりはないが、この距離とスピードならかわすこともできず、仮に防御したとしても武士のか細い刀では、大ダメージを受けるだろうと戦士は予測していた。

「ふんッ！」

　――金属同士のぶつかる激しい音が響く。

　戦士の予想に反して武士は、真正面から斧の一撃を刀で防ぎきった。小こ枝えだのように細い見た目の刀であるのに、戦士の攻撃に耐えた刀の強度。そして何よりも回かい避ひせず受け止めた武士の腕前と度胸に、戦士は一瞬驚いた。

　戦士の動どう揺ようは一瞬だったが、武士は防御してすぐに反撃に出る。刀を斜めにして防いだ体勢から流れるような動きで、右足を右斜め前に踏み込む。そしてそのまま横に刀をなぎ払う。その動きは、戦士の胴体を真っ二つに斬り裂く斬ざん撃げきだった。

「くっ！」

　武士とのすれ違いざま、とっさに身体をひねって戦士は攻撃をかわす。だが僅わずかに、左の脇わき腹ばらを斬られた。あと少しでも反応するのが遅かったらと思うと、ひやりと汗が背中を流れる。

（コイツ……！　見た目の割に速はえぇ……！）

　初撃もそうだったが、戦士の攻撃を防ぐ反応速度・防御から反撃への切り替え。大柄な身体をしているが、その動きはまさに迅じん速そく。加えて刀の形状も、空気抵抗やら何やらよく分かんない難しいアレで武士の速さを存分に引き出しているっぽい。

　戦士は自分の腕力に自信はあるが、スピードでは武士に負けている。威い勢せいを張ったは良いが、思った以上に苦戦を強いられているようだった。

「オラオラどしたどしたぁ！　そんなモンかぁ!?」

「うるっ……せぇなッ！」

　武士の猛もう攻こうに晒さらされ、戦士は反撃もできずにいた。刀を振るうスピードが速く、一撃を防いでも別の角度から次の斬撃が襲い、それを紙かみ一ひと重えでかわしてもまた斬り込まれる。

　防戦一方で、このままではジリ貧ひんだ。戦士は戦況を変えるため、一度大きく斧を振り上げた。

「アックス・インパクトッ！」

　武士が戦士の懐ふところに入ってきたタイミングを狙い、斧を全力で振り下ろす。今度は防御も回避もさせない。それくらいの気合いを込め、戦士は必殺の一撃を放った。

　――しかしその一撃も、虚むなしく空振る。

（なっ……!?）

　すでに武士は斬りかかろうと戦士の間合いに入っており、トップスピードが出ていたはずだった。しかし武士は戦士の目の前で一気に止まり、後ろへ大きくジャンプして斧の一撃から逃れたのだ。

　そして間を置かず、飛とび退のいて着地した瞬間左足のバネを最大限伸ばす。大地を蹴ける左足の跳ちよう躍やくによってまた戦士との距離を縮め、上段から斬りかかった。

　戦士はとっさに斧の腹で防御したものの、飛び出す弾丸のようなスピードと斬撃によって衝撃を殺しきれず、後ろへ倒れ込んでしまった。

「クソっ……！」

　背中に固い地面の感触が伝わってくる。多少痛むが、今はそれより自分の情けなさに戦士は腹が立っていた。

　それより驚くべきは武士の強さだ。必殺の一撃をただかわすだけでなく、そのまま即反撃に移れるような回避をしていた。傲ごう慢まんな口ぶりと態度だったが、それに相応ふさわしい充分な実力を武士は持っていた。ヤマトの名に恥じず、戦い慣れている。

「いくらやっても無む駄だだぜ勇者のお仲間さんよォ！　俺様は古こ今こん東とう西ざいの流派を研究し、その使い手達を討うち破やぶってきた！　テメェの使う流派も、三年前に見切っているぜ！」

　勝かち誇ほこったように上から見下ろす武士を見て、戦士は悔しさに歯を嚙かみ締しめていた。認めたくはないが、完全に圧倒されている。戦士に実力がないわけではない。だが相手は、戦士の流派を攻略した強者。単純に、相あい性しようの悪い相手だったのだ。

「だからって、このまま負けてらんねぇだろ……！」

　痛む身体で、斧を強く握りしめる。だが武士に勝つ作戦は思いつかず、ただ気合いだけで立ち向かおうとしている状況である。

「……下がれテツ」

　それまで黙って戦いを見守っていた勇者が、戦士と武士の間に割って入る。流派を見破られ圧倒され、これ以上戦っても戦士に勝機はないと判断したためだ。

「待ってくれシックス……！　俺はまだ戦える！」

「自分から戦うと前に出て、加えてお前の祖そ父ふから同じヤマトの血を引く者として奴に負けられない気持ちは、私も分かっているさ、テツ」

　勇者の口から出た言葉は、戦士も極東の戦闘民族ヤマトの血を引いているという事実。戦士テツの美形な母親の父、すなわち母方の祖父はヤマト族であった。戦士の母は争いをするような性格ではないが、その息子むすこの戦士には、しっかりと戦闘民族のＤＮＡが受け継がれていた。

「だが心配するな」

　勇者は武士と向き合い、背中の剣を握る。戦士が見上げる小さな背中と、その背中に装備された持ち主の精神を形で表しているかのような、一本の真っ直ぐな聖剣。

　その白い刃やいばがゆっくりと鞘さやから抜かれる光景を見上げながら、戦士はそれまで腹に込めていた空気を、ふぅっと口から吐はき出だした。

「お前の代わりに、私がコイツを倒す」

　駆け寄ってきた魔法使いの手を借りて、戦士は倒れていた大地から起き上がる。情けないと思いながら、後は勇者に任せようとも思っていた。心配などしない。この幼馴染みが『倒す』と言った時は、必ず倒すのだから。

「『黒髪黒目に金属の名』。それがヤマト族を見分ける方法だ。『テツ』という名前から怪しいたぁ思っていたが、奴は四分の一クオーターかい。しかし同じヤマトの男として、情けなくて涙が出るってぇもんよ」

「ヤマモトハガネと言ったか……。私のことならまだしも、仲間のことを侮辱するのは許さん……！」

　抜き身の剣から、全身から、静かに燃え上がる怒りのオーラ。身体は戦士よりも小柄だが、武士が見下ろす勇者から放たれる気き迫はくは、戦士以上だった。

　瞬時にただ者ではないと判断した武士は刀を構え直し、勇者と一足一刀の間合いを取る。勇者も武士に向かって剣を構える。戦士に代わり、ここへ来て勇者と武士の戦いとなった。

「全ての流派を討ち破ったと言っていたが……。見たことのないオリジナルの技なら、対策のしようがないだろう？」

「何ィ……!?」

　不敵に笑う勇者を見て、武士の心は一瞬ざわめく。どんな武術にも、そこには必ず『型』というものが存在する。剣なら尚なお更さら、どれだけ工夫しても最終的には基本に立ち返り、大まかな動きに分類されるはずだ。

　だというのに、勇者の構えは自信たっぷりで、必勝の策があるかのようだった。

（たとえどんなオリジナルの技だろうと、俺様には通用しねぇ！）

　警けい戒かいしつつも武士は、自分の実力を信じていた。数多あまたの流派を討ち破ってきた経験と、長年振り続けてきた愛刀との技術。剣同士での戦いなら、必ず勝つと『自分自身が知っている』のだ。

　武士への対抗策があるという勇者と、それを正面から受けて立つつもりでいる武士。両者の間に流れる緊張感に、ギャラリー達も固かた唾ずを飲んで見守っている。

　そしてついに、勇者の剣がゆっくりと振り上げられる。

「お前の敗因を教えてやろう……！」

　武士は勇者の技を攻略するため、全神経を勇者の手に握られた刃に集中させる。

　勇者は駆け出す。剣は空気を斬きり裂さく。

「『私の技が華か麗れいすぎたから』だ」

　これぞ、必殺――。

「『超世界☆ミラクル勇者斬り』ィィィィィッッ！」

「「だ、ダセェぇぇぇぇぇ!?」」

　あまりに酷ひどいネーミングに、魔王と武士は同時に叫ぶ。だが武士はそれがいけなかった。

　勇者の技を見破るも何も、ダサい技名に驚き叫んでしまったので、隙だらけになってしまっている。そこに、勇者の全力の技が叩たたき込こまれる。

「ぬわ――――！！！！」

　武士の身体は大空高く舞い上がり、空中でぐるぐる五回転くらいしながら、やがて固い大地に全身を強打しながら落下した。

　ドシャ……っ。そんな落下音を背中で聞きながら、勇者は剣を鞘の中へしまう。技の名前以外は、とても鮮あざやかで見事な攻撃だった。技の名前以外は。

「安心しろ……峰みね打うちだ」

「いや、勇者サマの剣は両刃だから峰付いてないよ」

　魔王が何と言おうと、峰打ちは峰打ち。事実武士の身体から血は流れていない。

「こ、この俺様が負けるとは……。……ガクッ」

「あ、気絶した」

　武士は力尽き、大地に倒れたまま気を失ってしまった。こうしてまた勇者の手によって、小さないざこざは主に力ずくで解決された。

　勇者の勝利に仲間達は安あん堵どし、野次馬達は興こう奮ふんしながら歓かん喜きしている。

　そんな勇者の勝利に喜び拍はく手しゆを送る観衆達をかき分け、ヒヨ……フェニックスの雛を腕に抱えた女性が駆け寄ってきた。

「通りすがりの皆様……ありがとうございました！　おかげでこの子も食べられずに済みました！」

　あわや安値で武士に買われるところだったが、勇者の活躍によって雛鳥は救われた。そのことを飼い主である売り子の女性は喜び、勇者達に深く頭を下げて感謝した。

「礼など要いりません。私達はただ、当たり前のことをしただけです」

「勇者サマって、無駄にイケメンだよね」

『無駄に、は余計よ』

　随ずい分ぶんと男前な返答をする勇者だが、勇者の言葉は本心であり、別に感謝や見返りを求めて武士を倒したわけではない。困っている人がいれば助ける。それが勇者である自分の役目であり今は亡き両親の教えでもあるからだ。

　しかし売り子の女性はどうしてもお礼がしたいらしい。その場を去ろうとする勇者達を引き止め、何かできないかと考えている。ややあって、売り子はぱっと閃ひらめいた。

「でしたら、この子の名付け親になってくれませんか？　実は生まれたばかりで、まだ名前がないんです」

　その発言に勇者の目が輝き、戦士と魔法使いの顔が青ざめる。

「貴女あなた様のような素晴らしい勇者様に名付けてもらえば、この子もきっと立派な不死鳥に育つと思うんです！」

「いや、いやいやいや。ぜひヤメておいた方が良いと思うぜ俺は」

「そ、そうです！　そういう大事なことは自分で決めた方が良いですよ!?」

　勇者に雛鳥の名を決めて欲しいと頼む売り子を、全力で阻そ止ししようとする戦士と魔法使い。どうしてそんな必死に妨害しようとするのか、魔王にはまだ分からなかった。

「そうですか……。なら、立派な名前を付けてあげないと……」

　戦士と魔法使いの制止などまるで耳に入っていないとばかりに、勇者は名付けることにノリノリである。こんな楽しそうに考え事をする勇者を見るのは初めてかもしれない。

　しばらく熟じゆつ考こうしていた勇者だったが、ついに名前を思いついてしまったのか勢いよく目を見開き、不死鳥の雛をビシッと指差した。

「……お前の名前は今日から、『パンナコッタ・ラ・マルゲリータ』だ！」

「チェェェストォォォォォ！」

「痛ぁ!?」

　魔王のミル・マスカラスばりのフライングクロスチョップが勇者を襲う。完全に無防備だった勇者は魔王のミル・マスカラスばりのフライングクロスチョップを喰らい、かなり動揺している。

「なっ……何をする!?」

「いやそれコッチの台詞！　何してんのアンタ!?　あと今は関係ないけど、姐ねえさんに『ポチ』って名付けたの勇者サマでしょ！」

「よく分かったな」

「あああもうやっぱり！」

「だから何だと言うんだ」

　至って真ま面じ目めな様子で、何がおかしいのか分からないといった表情を浮かべる勇者。一方人間が考えたとは思えない最低な名前を付けられた不死鳥の雛は、絶望で真っ白な灰となり、売り子の女性も固まってしまっている。

　こうなることは想像できていたのに、最悪の結末を迎えてしまったことに戦士と魔法使いは頭を抱えていた。唯ゆい一いつ蒼竜だけが、面白そうにけらけら笑っている。

「あぁ……だからヤメとけって言ったんだよ……」

「阻止できませんでしたね……」

　基本的に勇者は冷静沈着でどんな時も頼りになるが、胸の大きさとネーミングセンスだけは絶望的であった。しかも一度決めたことは曲げない性格であるため、自分が決めた名前を他人に変えられることをひどく嫌う。それゆえにタチが悪い。

「すっ……素晴らしい名前です！」

「「「は？」」」

　お通つ夜やムードだった船着場に、売り子の元気な声が響く。勇者以外のメンバーは、一瞬幻げん聴ちようかと思った。

「もったいないくらい素敵な名前です！　本当にありがとうございます！」

　幻聴でも冗じよう談だんでもなく、売り子の女性は目を輝かせ本当に喜んでいる。どうやらこの女性も、壊滅的なネーミングセンスをお持ちのようだ。

「いやいや、急ごしらえなのでそんなに喜ばれるほどのものでも……」

　そうは言っているが、勇者はすごく嬉うれしそうだ。

　照れている勇者は放っておいて、名付けられた当の雛鳥は今どんな気持ちなのか。人間の言葉を喋しやべれない魔物とも会話ができる魔王が感想を聞いてみた。

（イヤじゃイヤじゃ一生変な名前で呼ばれるのはイヤじゃ……）

（果てしなくドンマイ）

「何か言ったかファシル？」

「いえ何も」

　一騒動あったものの、本来の目的地である世界樹を目指し、この港町から勇者達の船旅が始まる。
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　この世界の海と陸地の比ひ率りつは七対三であり、海の方が圧倒的に広い。それは『海は広いな大きいな』という言い伝えにも遺のこされている。つまり陸地の全てを支配してもそれは世界の三十％を支配したに過ぎず、本当の支配者とはこの大おお海うな原ばらを手にした者のことである。だが海は誰だれかのものではなく皆のもの。だから海にゴミを捨てるのはやめましょう。

　その頂上に登った者のどんな願いも叶かなえるという世せ界かい樹じゆを目指し、勇者達は船に乗り大海原を突き進んでいた。波は穏おだやかで天候にも恵まれ、潮しおの香り混じる追い風が帆ほを張らせる。まさに順調。

　だが一人だけ、順調な船旅に似つかわしくない顔色をした人物がいる。

「……大丈夫かファシル」

「いやー……大丈夫っす……。全然大丈夫過ぎて吐はきそうです」

　甲かん板ぱんの上で大の字に寝そべり青白い顔で、真まっ赤かに燃える太陽と空飛ぶカモメを見上げている魔王。予想はしていたが、虚きよ弱じやく体たい質しつな魔王は只ただ今いま船ふな酔よい中だった。

「俺おれ乗り物自体ダメなんだよね……。ＵＳＪのスペース・ファンタジー・ザ・ライトでも酔ったからね……。でもポチ姐ねえさんの背中は心地よくて酔わなかったよ。姐さんカムバァァァァァック！」

　船に乗れないため上空を飛ぶ蒼そう竜りゆうは、呼ばれた声に反応して魔王に顔を向けたが、苦笑いのような何とも微び妙みような顔をされただけだった。

「まったく……。何してんだよテメーは」

　呆あきれたように戦士が魔王の顔を覗のぞき込こむ。しかし魔王にとってみれば、汗臭い男をローアングルから見上げるなどただの拷ごう問もんでしかない。

「俺は『何もしていない』ということをしているんだよ。まさに愛されキャラのプ○さんのよう」

「ただのプー太郎さんだろうがテメェはよぉ」

　案外大丈夫そうな魔王だが、心優しい魔法使いは船酔いの魔王を心配している。

「本当に大丈夫ですかファシルさん？　回復魔法かけましょうか？」

「魔力の無む駄だ遣づかいはやめておけマキナ。それにコイツはニートだから大丈夫だ」

「ニートだから大丈夫ってどういう理屈ですか勇者サマ」

　魔王に対してはやはり辛しん辣らつな勇者だが、何というか、以前より魔王への対応が柔やわらかくなったような印象を戦士は感じていた。一緒に旅をしていれば気心も知れて打ち解けるのは当然だが、戦士は何だか悶もん々もんとした気分になる。

　自分でもよく分からない気持ちを紛まぎらわせようと、船せん首しゆの方へ行き遠くの水平線をぼんやり眺ながめる。後ろから「別にカッコ良くないよー」という野や次じが飛んできたが、無視して穏やかな景け色しきを楽しむことにした。

「……ん？」

　ふと、戦士は水平線上に異変を捉とらえた。最初は黒い点にしか見えず何だか分からなかったが、船との距離が近づくにつれ、目をよく凝こらせば形が見えるようになってきた。

「アレは……」

　戦士がその正体に気づいた時、上空を飛んでいた蒼竜が降りてきて船と速度を合わせ並へい走そうする。蒼竜もまた、戦士と同じく異変に気づいたのだ。

『前方に一隻せき、大きな船がいるわ。ドクロのマークが入った黒い旗はたを掲かかげているわよ』

　その言葉で、船のクルー達がざわつく。船の船長はすぐにマストの上の見張り台に上がり、小型の望ぼう遠えん鏡きようを伸ばして確認する。他の船員達も、緊張した面おも持もちで話し合いをしていた。

「アレは間違いねぇ……！　海かい賊ぞく船せんだ！」

「……私達が前にこの海かい域いきを渡った時は、海賊などいなかったはずだが……？」

　勇者の疑問に、見張り台から降りてきた船長が答える。

「ここ最近現れるようになったんだ。世界樹を目指す旅行船や商船を狙ねらっては、略りやく奪だつの限りを尽つくしている。襲われると厄やつ介かいだ。ちょいと遠回りになるが、迂う回かいしよう」

　船長の判断により面おも舵かじいっぱい、海賊船を避けるように迂回する進路を取った。

　勇者達も今は世界樹へと急ぐ身。海賊団の一つや二つは余裕で潰つぶせるが、今はそんなことをしている暇ひまはない。

「海賊船っていってもアレでしょポチ姐さん。どうせフライング・ダッチマン号よりはショボい外見のあっヤベェ吐くわこれ」

『吐きそうになりながら何の話をしているのよアナタは』

　勇者達の乗る船は海賊船を避けるため進路を変えると、再び世界樹を目指す。

　甲板に立ち不安そうに遠くの黒い船影を見ていた魔法使いだったが、どうやら重大な事実に気づいたようだった。

「あの船……何だかこちらに近づいて来ていませんか……？」

「何ィ……!?」

　船長の顔が一気に青ざめる。急いで魔法使いの隣となりに立ち、望遠鏡で海賊船の姿を捉える。船首の方向、風向き、潮の流れ、それらの要素と経験を組み合わせ、船長は最悪の事実を割り出した。

「マズイな……。奴やつらこの船を狙っていやがる……！　帆を限界まで張れ！　全速力で逃げ切るぞ！」

　船長の号令により、船員達の動きが一気に慌ただしくなる。もしもの場合に備え、武器も用意している。今はまだだいぶ距離が離れているが、もし追いつかれたら間違いなく戦闘になるだろう。

「必要じゃない荷物は捨てるんだ！　少しでも船を軽くしろ！」

「オイ兄ちゃん邪じや魔まだ！　酔うなら端っこで寝てろよ！」

「おっふ……。誰も俺に優しくない……。私は貝になりたいよ……」

「ちょっ、ヤメて勇者サマ！　俺を捨てようとしないでよ！　俺泳げないから！　というより俺は自由形フリーしか泳がないから！」

　こんな非常時でも魔王は何もせず邪魔になっており、ある意味お荷物だから海に投げ捨てるべきかと勇者は割と本気で考えていた。

「たとえ俺が皆のお荷物だとしてもさ！」

「自覚はあったのか」

「俺は必要な荷物でしょ!?　もはやこのメンバーには欠かせない人員だよね!?」

「いや、そんなことはねぇよ。俺にとってお前は、旅先に持っていく櫛くしくらいの必要度だぜ」

「いや大事じゃん！　女の子は旅先でヘアーブラシなかったら絶望しちゃうからね!?　そうだよねマキナちゃん！　俺って大事なヘアーブラシだよね！」

　最後の台詞せりふはどういうことなのかよく分からないが、魔王は魔法使いに同意を求める。だが魔法使いは冷や汗ダラダラで、目がバタフライしているくらい泳いでいた。

「そ、そう……ですね……」

「勇者サマ！　俺も他人の噓うそが見分けられるようになったよ！　泣きそうです！」

　勇者達が改めて魔王の扱いがぞんざいなことを認識している頃、空を飛ぶ蒼竜は海賊船との距離を目で測っていた。勇者達の船は全速力で逃げているが、海賊船の方が速いのか、さっきより確実に距離を詰めてきている。追いつかれるのも、時間の問題だった。

　やがて真後ろに海賊船が位置取り、完全に追われる形となる。黒い帆に描かれたドクロのマークが、その姿を次第に大きくしていく。

「オイ船長、もっとスピード出ねぇのかよ!?　このままじゃ追いつかれるぞ！」

「これが精一杯だ！　どうしようもねぇ！」

　船員達に指示を出すのも戦士に受け答えする時も、船長は怒ど鳴なり声ごえであり必死なことが伝わってくる。

　そうしている間にも海賊船は近づき、ついに船に乗る海賊達の姿が視認できるほどの距離にまで迫せまられてしまった。勇者達の乗る船より一回りも二回りも船体は大きく、その甲板の上にいる海賊達は手に凶きよう器きを持ち凶きよう悪あくな笑みを浮かべていた。

「仕方ねぇ……！　全員武器を持て！　船乗りが海賊なんかにナメられてたまるか！」

　もはや逃げきれないと判断した船長は覚悟を決め、船員達に迎撃の指示を出す。屈強な船乗り達は手に槍やりや剣を持ち、海賊達を迎え撃とうと甲板に集まる。

「テツ。マキナ。行くぞ」

「おう」

「はいっ！」

　勇者達もそれぞれの武器を構える。確認は取らずとも、『人間相手は手加減する』という決まりは全員忘れていない。海賊とはいえ同じ人間。命までは奪わない。だが勇者側の船員も、誰一人として死なせるつもりはない。

　そしてとうとう海賊船が追いつき、船の腹をぴったり付けて並走する。海賊船からは長い木の板が伸び架かけ橋はしとなり、その上を伝って海賊達が船になだれ込んでくる。それ以外にもロープを使ってターザンのように飛び移ってきたり、直接ジャンプして船に乗り込んでくる者までいる。

「抵抗する奴に容よう赦しやはするな！　金かね目めの物は全部かっぱらえ！」

　船の上は瞬またたく間に乱戦となり、怒号と剣がぶつかり合う金属音が飛び交う。

　海賊達のリーダー格は当初、この程度の小さい船ならすぐに制圧できると思っていた。だが船員達の抵抗が激しく、加えてやたらめったら強い連中までいる。

　用心棒でも雇やとっていたのかと舌した打うちする。そして何より、一番厄介なのが――。

「ゴアァァァァァッ！」

「うわああぁぁぁぁぁ!?」

「ど、ドラゴン!?」

（クソっ！　どうなってやがる！）

　蒼竜が上空から舞い降り、大きな海賊船の上で尻尾しつぽを使い海賊達をなぎ払っていく。海賊達は初めて見るドラゴンの姿に恐れおののき、次々と海へ落とされていった。

　用心棒に加え、ドラゴンまでいるなんて予想外だった。狙う船を間違えてしまったことにリーダー格の海賊は舌打ちしながらも、このままでは被害が出る一方だと冷静に判断した。

「退却ー！　一旦退却だー！」

　リーダー格の海賊の号令により、海賊達は戦うのを止やめ海賊船へ逃げていった。

　海賊に勝利した船員達は皆喜び、追つい撃げきしようとする者までいたが、勇者達は安あん堵どの息を吐き武器を収めた。海賊を追い払うことができたのなら、勇者達の目的は達成されたことになる。

「全員怪け我がはないか」

「おう。あんな奴ら楽勝だぜ」

「他の皆さんも大丈夫みたいです」

『アタシ達の大勝利ね』

「「「………………」」」

　一人、足りない。
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「縛しばり方が雑ざつなんですよ。もうちょっとこう……気持ち良くなる縛り加減ってのがあって」

「ウルセェ。捕ほ虜りよが喋しやべんな」

　勇者達の乗る船から離れ、大海原の真ん中に浮かぶ海賊船の上で、魔王は縛られ捕まっていた。

　先程の戦いの最中も魔王は船酔いでダウンしており、それはもう浜はまに打ち上げられたアザラシよりも簡単に捕ほ獲かくされたのだ。

　荒あら縄なわで拘束され動けない魔王を海賊達は取り囲み、ニヤニヤと下品な笑みを浮かべている。

　そんな危機的状況の中、船の一室の扉とびらが開いた。その扉から、大柄な男が出てくる。

「おうお前ら。今日の収穫はどうだった？」

「ドウダッタ!?　ドウダッタ!?」

「船長！」

　他の海賊達より上質な服を身にまとい、ジャラジャラと大量の宝ほう石せきを付けたその男は、どうやらこの海賊船の船長のようだ。黒い飾り帽ぼう子しを被かぶり、左肩にはオウムを載のせている。

　船長は階段を下り、部下である海賊達に囲まれている魔王を見ると、その側まで行き物もの珍めずらしそうな視線を向ける。

「んん？　何だこの兄ちゃんは？」

「ナンダコノニイチャンハ！　ナンダコノニイチャンハ！」

「はじめまして船長さん。『小悪魔な王様』略して魔王です」

　海賊船が冷笑に包まれる。きっと捕まった恐怖で頭がアレな感じになってしまったのだと思い、海賊達は魔王を指差しながらプークスクスと笑っている。

「オイオイ、こりゃとんでもない宝箱を拾っちまったな！　きっと今夜には魔物の大軍が襲ってくるぜ！」

「オソッテクルゼ！　オソッテクルゼ！」

　海賊船が爆ばく笑しように包まれる。船長の面白さは腹ふつ筋きん崩ほう壊かいものなのだ。だが後ろの辺りにいる新入りらしき海賊は明らかに無理をして笑っている。笑わないと怒られるんだろうねと魔王は観察していた。

「……俺が眠っている間に指し揮きを任せたとはいえ、収穫が魔王サマ一人だけってのは、いくら何でも酷ひどいんじゃねぇか？」

「ヒドインジャネェカ!?　ヒドインジャネェカ!?」

　それまで笑っていた船長が一転して、氷のように冷たい表情になる。その威い圧あつ感かんと恐怖に、先程までの爆笑はどこへやら。海賊達は皆畏い縮しゆくして黙ってしまう。負けて逃げ帰ってきたのだ。船長が怒るのも無理はない。

「す、スイマセン……！　恐ろしく強い連中がいたものですから……！」

　リーダー格の海賊は冷や汗を流しながら弁解する。蛇へびに睨にらまれたカエルのように生きた心地がしなかった。だがその弁解を聞いた船長は、また陽気な雰ふん囲い気きに戻った。

「ほう？　お前達を追おっ払ぱらうくらい強いのか。俺も手合わせしてみたかったぜ」

　好戦的にニヤリと笑う船長。部下の失敗よりも、その部下達を打ち負かした強者の方に興きよう味みがあるようだった。

　たぶん船長さんじゃ勇者サマ達に勝てないよと魔王が思っていると、船長は再び魔王に視線を戻し、縛られ座らされている魔王に目線を合わせるため膝ひざを曲げて屈かがんだ。

「よう兄ちゃん。このままサメの餌えさになるかこの船で下働きするか、どっちがいい？」

「ドッチガイイ!?　ドッチガイイ!?」

「働くのだけは死んでもイヤです」

　即答。こんな時だけキリッとした決め顔かつイケメンボイスである。ニートとして絶対に譲ゆずれない部分が魔王にはあるのだ。

「ハハハハハ！　面おも白しれぇ兄ちゃんだな！　普通は何でもするから命だけは、って言うんだがな。良いぜ、気に入ったから少しチャンスをやろう。本当に魔王サマなら化物共が今夜にも来るはずだ。そうじゃなきゃ、兄ちゃんは明日の朝には海の藻も屑くずだ。おい、この兄ちゃんを牢ろう屋やに入れとけ」

「ロウヤニイレトケ！　ロウヤニイレトケ！」

　船長の命令により魔王は無理矢理立たされ、船の奥へ連れて行かれる。

「ちょっ、離してよ！　これは冤えん罪ざいだ！　弁べん護ご士し呼んで！　最さい高こう裁さいまで闘ってやるから！　それでも俺はやってなぁぁぁい！」

　騒ぐ魔王を引き連れ、海賊は船の中に入り薄暗い階段を下りていく。

　カビ臭く日の光も入ってこない深部に連行され、魔王は小さな牢屋に入れられた。

「おら入れっ！」

「痛ッ！」

　縄は解かれたものの蹴けりを入れられ、ガシャンと重い鍵かぎのかかる音が牢屋に響く。痛む腰をさすりながら、扱いの悪さに流石さすがの魔王も不ふ機き嫌げんになってしまう。

「乱暴だなぁもう……。こうなったら、後ご醍だい醐ご天てん皇のう並みにこのプリズンをブレイクしてやろうか……」

　つまり脱だつ獄ごくしてやるぞ、という意味。

「やれるものならやってみやがれ」

「んぇ？　ここ相部屋？」

　魔王の独り言に背後から答える者がいた。魔王が振り返って見てみると、薄暗い闇やみの中に一人、みすぼらしい格好をした中年男性が座っていた。

「ようこそ海賊船ファン・サン・バウティスタ号の豚ぶた箱ばこへ。囚とらわれの身同士、仲良くしようや」

「どうも初めまして。『魔法でカエルになったと思ったら実はただのサンダルだった王子様』略して魔王です」

　魔王の自己紹介に、貧ひん相そうな見た目の男性は豪ごう気きに笑った。

「ハハハハハ！　面白ぇ兄ちゃんだな！　今まで色んな奴に出会ってきたが、魔王に会うのは初めてだ」

「またまたそう言って、どうせ信じてないでしょ～？」

　先程の船長や海賊達は冗じよう談だんだと思って笑い飛ばしていたので、この男性も同じだろうと魔王は思っていた。だがこの男性には魔王を馬ば鹿かにしている様子はなく、素直に受け入れているようだった。

「いや信じるよ。海の男は細かいことを気にしないもんだ。それに大切なのは、そいつが『どこから来たか』じゃなくて『どこへ行きたいか』ってことさ」

　勇者と同じように噓が分かるわけではないが、男性独特の理論によって魔王の話を受け入れたようだった。見た目は乞こ食じきのようにしょぼくれているが眼光は鋭く、どこか大物のような雰囲気を感じさせる。

「そう言ってくれて嬉うれしいよおじさん。俺は捕まって連れてこられたんだけど、おじさんはどうしてここにいるの？　痴ち漢かん冤罪？」

　冤罪ほど恐ろしいものはない。誰かの人生を潰してしまうかもしれないのだから。

「俺は……前までこの船で船長をやっていたんだ。だが、兄ちゃんも会ったと思うが、今はアイツが船長をやっている。アイツは俺の実の弟だ」

　その発言に、魔王は驚きを隠せなかった。

「……マジ？」

「マジだマジ。大マジだ」

　確かにそう言われてみれば、船長とどことなく顔つきが似ている気がする。

　しかし今の船長の兄であるならば、何な故ぜその元船長が牢屋に入れられているのだろうか。

「……やっぱり、おじさん痴漢冤罪で……」

「痴漢冤罪から離れろよ。野郎しかいない船で誰を痴漢するってんだ」

　本気なのか冗談なのか分からない魔王のペースに危うく乗せられそうになったが、元船長は気を取り直して自分の過去を語り始める。

「……なに、大して面白くもねぇ話さ。海賊の船長やってて、俺のやり方が気に入らなかった弟に叛はん乱らん起こされただけだ。『自由気まま』の象しよう徴ちようだった旗も、今じゃ漁船や商船お構いなしに襲う恐怖の旗になっちまった」

　そう言って元船長は、薄汚れた牢屋の壁をぼんやりと見つめた。その遠い目の先には、きっといつかの海賊仲間達との楽しい日々が映し出されているのだろう。

「アイツはずっと『船長』になりたかったんだろう。だが力づくで船長になってから、逆らう奴は容赦なく粛しゆく清せいし、俺を牢屋から出してくれようとした同じ海賊船の仲間すら海に捨てた。そんな奴は『船長』じゃねぇ。どれだけの力や恐怖で船を支配しようと、俺は船長と認めない」

　元船長の言葉には強い嫌悪と怒りがこめられていた。それは船長の座を奪われたことに対してではなく、海賊の流りゆう儀ぎを蔑ないがしろにする弟のやり方に対する怒りだった。

「このまま終わる俺じゃあねぇ。幸いメシも出るしダーツで暇ひまも潰せる。じっと力を蓄たくわえて、いつかあの愚ぐ弟ていの高こう慢まんなツラに一発ブチ込むまで、俺はそう簡単には死んでやらねぇぜ」

　足元のナイフを拾い、壁に描かれた的に向かって投げる。ナイフは回転しながら放物線を描き、中心より少し右にずれた位置に突き刺さった。

　元船長は輝く瞳ひとみで笑う。その笑顔につられ、魔王もまた口元が緩ゆるむ。何故かは分からないが、以前出会ったグランツール騎士団の少女ユーリを思い出すような笑顔だった。

「……次のメシの時間までまだある。冷えちまっているが、俺の分けてやるよ」

　差し出されたのは、カビの生えた固そうなパンと、何かよく分からない肉の入ったスープ。

「……ちなみにこれは」

「ウミガメのスープだ。ちょいと臭みはあるが、食感は意外と牛に近いぜ」

　魔王の笑顔はひきつる。これならまだ、味のしない携けい帯たい食しよく料りようの方が良かったと思えてくる。

「だ、大丈夫……。俺お腹空すいてないから……」

　魔王が食事を断ると、元船長は心配そうにしながらも固いパンを頰ほお張ばった。

「そうか？　なら良いけどよ。何が悪いって、人間腹ァ空かしてるのが一番良くねぇ。腹減ってると元気も出ねぇし大事な時に上手く決めることができなくなっちまう。どんな時でも、メシは食わねぇとダメだぞ兄ちゃん」

　元船長の教えを聞きながら、牢屋の小さな窓から空を見上げる魔王。脳のう裏りに浮かぶのは、勇者達の姿。今夜中に助けが来なければ、明日には海の底。あの仲間達ならきっと助けに来てくれるだろうが、それでも魔王は不安だった。

「……助けてください。誰か、助けてください！」

　懐なつかしネタである。





＊＊＊






　太陽が水平線に沈んだその夜、甲板の上で見張りをする二人の海賊は、あくびを嚙かみ殺ころしながらヒマを持て余していた。

「ダルいなぁ……。こんな海のど真ん中で、見張りなんかしても意味ねーだろ……。なぁ、ポーカーでもしようぜ」

「仲間同士でのギャンブルは禁止だろ。黙って異常がないか見てろ」

　片方の海賊は見張りをすることに退屈し賭かけ事ごとを持ちかけるが、相方は冷たく言い放ち遠くの暗く静かな海面を見つめ続ける。

「あぁ、そうだった……。俺達は海賊なのに自由に賭けもできないなんて、変な話だよ」

「……確かに、前の船長の時は自由だった。あんまり海賊らしくはなかったけど、楽しかった」

「今はなんつーか、窮きゆう屈くつで息苦しいよな。こんだけ広い海の上にいるのに……。まるで水すい槽そうの中の金魚だ。むしろ金魚の糞ふんだ。今の船長に代わっちまってから……」

「オイ。滅多なことは言うなよ。誰かに聞かれたらどうするんだ。ただでさえ俺達は叛乱の時に弟側に付かなかったせいで、今も肩身の狭い思いをしてるってのに」

　相方の忠告を鼻で笑い、マズイ煙草たばこを取り出しマッチで火を点つける。彼が好きだった葉は巻まきは、今は船長だけが吸うことを許されている。

「聞かれたら聞かれたで良いさ。だいたい、あの叛乱で弟に味方したのなんてたった数十人じゃねぇか。あとの連中はこの船の上でしか生きられねぇから、尻尾振ってるような奴ばかりだろ。俺も、お前も……」

　月に向かって煙を吐く。白い煙は夜の闇に溶け、ぽっかり空いた遠くの満月までは届かない。

「……ん？」

　その時。煙草を吸う海賊は何か異変を見つけた。ギリギリまで船のへりに近づき、目を凝らす。

「どうした？」

　相方も、異変に気づき共に望遠鏡を取り出し中を覗く。

　見えるのは、海面に浮かぶ美しく大きな満月。だがその月に、小さな黒い『点』がある。その点は次第に大きくなり、何か鳥のようなものが羽ばたく動きをしているのが確認できた。

「何か……近づいて来るぞ……！」

　やがて肉眼でも確認できるほど距離は近くなり、その姿をはっきりと捉えた。

　――闇夜に浮かぶ満月を背景に海上を滑かつ空くうする蒼竜と、その蒼竜の上で仁に王おう立だちしている勇者。

「たっ、大変だ！　今すぐ皆を起こし……！」

「ゴアアアァァァァァッ！」

「「うわあぁぁぁぁぁっ！」」

　仲間の海賊達に敵襲を知らせようとした見張り二人は、蒼竜がスピードを緩めず海賊船に乗り込んできたためその風圧を正面から受け、船の端から端まで吹っ飛ばされてしまった。

　蒼竜が甲板に降り立ち、その背中に乗っていた勇者と戦士も船の上に立つ。

　今の叫び声と衝撃音を聞いて飛び起きた海賊達が、続々と甲板に出てくる。だが勇者は焦あせることなく、親指で自分自身をビシッ！　と指差した。

「俺、参上」

「一人称『私』じゃなかったのかよ」

　騒ぎを聞きつけた海賊達が甲板に集結し、勇者と戦士と蒼竜はあっという間に囲まれてしまった。

　勇者達は剣を抜き斧おのを構え火炎の息を口に溜ため、わずか二人と一匹で多数の海賊達に立ち向かう。

「手はず通り、私はファシルを探す。テツ、ポチ。ここは任せたぞ」

「まったくアイツはいつもいつも面めん倒どう事ごとを増やしやがって……。さっさと見つけて、さっさと帰ろーぜ」

『そうね。夜よ更ふかしはお肌の天敵だもの』












　海賊に囲まれている状況だというのに、勇者達は呑のん気きに打ち合わせをしている。そんな姿に海賊達は怒りを覚えたが、圧倒的有利な立場であることに変わりはない。

　海賊達にとっては確かに昼間手こずった相手ではあるが、今回勇者達は敵の本拠地に少数でのこのこと乗り込んできたのだ。全員でかかれば、きっとドラゴンも倒せるだろうと海賊達は考えていた。

『さて。滅多にない見せ場だから、アタシ頑張っちゃうわよ』

　勇者が魔王を探すべく駆け出したと同時、蒼竜は灼しやく熱ねつの炎を吐く。火炎は船のあちこちに引いん火かし、月明かりと共に夜の海を煌こう々こうと照らした。
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「えいっ」

「おぉ、中々上手くなったじゃねぇか兄ちゃん」

　魔王の手から投げられたナイフは、壁に描かれた的のほぼ中央に突き刺さった。捕まってから元船長の指導を受け、ナイフダーツの腕うで前まえはどんどん上達していく。

「普通のダーツも面白いけど、ナイフでやるのも楽しいね」

「そうだろそうだろ。じゃあ、次は馬弔マーデイアオでもして遊ぶか」

「え～。おじさん強いからヤダよ～」

　これほど牢屋ライフをエンジョイしている囚しゆう人じんも珍しいだろう。『住すめば都みやこ』という言葉はあるが、それにしては馴な染じみすぎである。

「ん……？　なんかちょっと焦こげ臭くさくない？」

「そうか？」

　魔王の鼻が何か燃えるような臭いを感知した。それだけでなく、天てん井じようからバタバタとたくさんの足音がせわしなく聞こえる。上で火事でも起きたのだろうか。

『オイ何してる！　相手は一人だろうがっ！』

『強すぎる！　止めらんねぇ！』

『うわあああああ助けてぇぇぇぇぇ！』

　牢屋の外、上へ続くカビ臭い廊ろう下かの天井から、海賊達の鬼き気き迫せまる声が聞こえてきた。処刑マジ●にでも襲われているのだろうか。

　だがやがて、その騒音は不気味なくらいにピタリと静かになった。

「「……？」」

　――直後、轟ごう音おんと共に天井がブチ抜ける。

「「うおおぉぉぉぉぉいっ!?」」

　突然天井に大穴が空あいたことに魔王と元船長はかなり驚く。天井の木材と共に落下してきたマジ●……ではなく勇者は、煙の中からゆっくりと立ち上がった。左手には海賊の頭部が鷲わし摑づかみにされており、その首から下の胴どう体たいはだらんと力なく伸びている。恐らく頭から床に叩たたきつけられたのだろう。

「待たせたなファシル。迎えに来たぞ」

「勇者サマ……！」

「えらい男前な登場をする姉ちゃんだなオイ」

　自分を助けに来てくれた事実が嬉しく、魔王は牢屋の鉄てつ格ごう子しに飛びついて勇者に顔を近づかせる。

「いや～助かったよ勇者サマ！　危うく海のもずくになるところだったよ。アレ？　もずく？　もくずだっけ？　まぁいいや、今後も某ぼう桃もも姫ひめばりにさらわれる俺を某ぼう配はい管かん工こうばりに助けに来てね！」

「うるさい黙れ乳首ぶっこ抜くぞ」

「うん。救助しに来た人のセリフじゃないよね」

　勇者が来てくれたことで若じやつ干かんハイになっているのだろう。いつもより余計に口が動いている。だが勇者はいつも通り、クールな雰囲気で魔王に冷ややかな視線を送る。

「テツとポチが上で戦っている。さっさと撤てつ収しゆうするぞ」

「マキナちゃんは？」

「今呼ぶ」

　そう言いながら、勇者は船の床を剣でガリガリ削けずりながら魔法陣を描く。すると勇者の描いた魔法陣が輝き出し、まばゆい光の中から可愛らしい魔法使いが現れた。

「座標指定どうもです勇者様。……ファシルさん、怪け我がはないですか？」

「マキナちゃぁぁぁん！」

　魔法使いという名の天使の登場により、魔王のテンションはさらに上がる。美女二人を前にして鉄格子をガッシャンガシャン揺らす青年の姿というのは、異様以外の何物でもない。

　そんな魔王を閉じ込めている牢屋の鍵を聖剣で破壊し、晴れて魔王は数時間ぶりに自由の身となった。

　ここまでは勇者達の作戦通り順調に進んでいる。あとは戦士と蒼竜と合流し、移動魔法で離脱するだけだ。

「良かったな兄ちゃん。仲間が助けに来てくれて」

　開け放たれた牢屋の中で、元船長は笑顔で魔王の解放を喜んでいた。魔王もまたにっこりと笑い返し、元船長に手を差し伸べた。

「おじさんも一緒に出ようよ。弟に言いたいこともあるんでしょ？」

　魔王のその発言に元船長は非常に驚き、そして次に腹を抱え口を開けて大笑した。

「ハハハ！　まさか魔王さんに助けてもらう日が来るなんて、夢にも思わなかったぜ！　まったく、つくづく変わった兄ちゃんだな」

「よく言われるよ」

　魔王の手を握った元船長の手は大きく温かく、そして何かの決意を感じさせるような力強さだった。
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　夢を見る。若き日の記憶。走そう馬ま灯とうのような、今までの記憶。

　歴史ある海賊船の次じ男なん坊ぼうとして生まれ、海と共に生き海と共に育ってきた。優秀な兄は父や船員達からの期待を一身に受けながらも、その期待に応え新たな船長として船を上手くまとめる。腕っぷしにしか自信のない自分は、荒事の担当だった。

　不満はなかった。強い奴と戦うのは好きだし、敵の海賊団と戦い勝利した時など宴にも勝る高こう揚よう感かんだった。きっといつか大海賊の弟として、最強の海の男として名を馳はせるのだと思っていた。

　すれ違い始めたのはいつからだろうか。民間の船には決して手を出さないことについて揉もめることはあったが、代々の伝統だからと理解はできた。だが、他の海賊と戦わないというのは納得いかなかった。

　兄は海賊の連合を作りたいという。魔物と戦争している時だし、海に生きる自分達も一つにまとまるべきだと。そんなことは夢物語だと反論する。孤独に孤高に大海原を自由に羽ばたき、争いと酒を浴びるのが海賊だ。正義の軍団になりたいわけじゃない。他の海賊と仲良くしたいわけじゃない。

　自分達に勝てる海賊団などいない。その気になれば全ての海を支配し、海賊達の王になれる。なのに兄はそうしようとしない。

　その時、『魔』が自分に囁ささやいた。

『ならばお前がやれ』と。伝統ある海賊団を腑ふ抜ぬけにさせた兄から船長の座を奪い、我らがドクロの旗を見る全ての者を震ふるえ上あがらせる、最強の海賊団をお前が作ってしまえと。

　それからはあっという間だった。兄を牢に幽ゆう閉へいし、船の新たな支配者となる。従わない者には容赦しない。もちろん他の海賊船にも、一般の船にも、誰にも容赦しない。全てだ。自分以外の全てが自分に恐怖し屈服するまで、この叛乱は終わらない。

　だが、手に入らない。牢屋の奥で光る兄の眼光が、まだ完かん遂すいしていないことを物語る。まだだ。まだこの船の正式な船長として、全ての者を従えるには足りないものがある。それはどこだと兄に聞いても、決して口を割らない。『お前には手に入らない』と憎にくたらしく笑う。

　馬鹿にするな。今に見てろ。すぐに『証あかし』の居場所を吐かせ、真の『船長』となり優秀な兄すら超えてみせる。全ての海賊の、全ての海の王になってやる。

　俺は――。




『……長！　船長ォ！』

　激しいノックの音で目が覚める。何だか外も騒がしい。

　船長はベッドから飛び起き、宝石が散らばる床を不機嫌そうにドアまで歩くと、未いまだやかましく叩かれる船長室の扉を開けた。

「うるせぇぞ。何時だと思っていやがる」

「たっ、大変です船長！　ひ、昼間の連中が乗り込んできました！」

　扉を開けた先には絶望の表情を浮かべる部下と、その背後で真っ赤に燃え上がる自分の船。甲板では巨大なドラゴンと一人の戦士が暴れまわっている。

　まだ夢でも見ているのかと一瞬思ってしまうような状況だが、すぐに現実を受けいれた船長はニヤリと楽しそうに笑う。

「面白ぇじゃねぇか。本当に化物共が来たってか？　オイ、正確な船の状況を確認してこい。俺もすぐに行く」

　部下に指示を出すと扉を閉め、すぐに踵きびすを返かえす。爺じいさんの代から『船長』が着続けてきた分ぶ厚あついローブを羽織り、大きな剣をその手に持ち、肩の上にオウムを乗せる。

　誰が来ようと負けはしない。泣く子も黙るブラック・バード海賊団は、これから世界中の海を支配するのだから。

「俺は誰にもナメられねぇ……！　誰にもだ！」

「ダレニモダ！　ダレニモダ！」





＊＊＊






「ビビんじゃねぇ！　相手はたった一人と一匹だろうが！」

　炎燃もえ盛さかる海賊船の甲板。その上では消火に奔ほん走そうする者、状況を報告する者、そして戦士と蒼竜に挑む海賊達で溢あふれかえっていた。

『こんなにたくさんの男に囲まれるなんて、モテ期到来かしらアタシ達』

「汗臭い野郎共に囲まれても嬉しくねーよ」

　襲いかかる海賊達を、言葉を交わしながらなぎ倒していく戦士と蒼竜。

　数では圧倒的に負けているというのに、戦士は汗一つかかずに斧を振るう。その圧倒的な強さに、何人かの海賊は手も出せずに尻しり込ごみしていた。

　しかし中には勇敢に戦士に立ち向かう者もいる。剣を振りかざして斬きりかかってくる一撃をかわし、戦士は手加減して斧の腹を海賊に当てる。

　体内の空気を全て押し出された海賊はその場に崩くずれ落おちる。だがその海賊は気を失う直前、最後の力を振り絞り戦士の左腕を摑んだ。

「なっ……!?」

　虚きよをつかれた行動に戦士は一瞬焦る。倒した海賊が自分の腕を道連れのように摑んだのだから、戦士の体勢は大きく崩れた。

「今だ！」

（ヤッベ……！）

　戦士はすぐに体勢を立て直そうとしたが、瞬間の隙すきを狙った海賊の剣がすでに目の前で振り下ろされていた。このままでは、回かい避ひが間に合わずダメージを受けてしまう。

「くっ――！」

　斬られるのを覚悟し、全身を硬こう直ちよくさせる。それは戦士自身がそうしたのではなく、動物的本能だろう。

「どうしたテツ。船酔いか？」

　海賊から戦士を守るように、剣を持って立ちふさがる勇者。

　海賊の一撃は勇者によって防がれ、そのまま勇者はカウンターで海賊の胴体に刃を叩き込む。両刃の剣だが血は流れない。なんでだ。

「……いや、ちょっと甲板が濡ぬれててな。後方かかえ込み三回宙返りの着地をミスっただけだ」

　勇者の登場により戦士の顔に笑みがこぼれる。このタイミングで戻ってきたということは、無事にあのニートな魔王を助け出したということだろう。

　勇者と魔法使いが合流したことにより、海賊達の勢いはさらに削そがれる。とても自分達の手には負えない。海賊達がそう諦あきらめそうになった時、船長室の扉が開き、階段を下りて甲板に出てくる者の姿があった。

「おうお前らァ！　グダグダやってんじゃねぇぞ！　手の空いている奴はまず消火に回りやがれ！」

「マワリヤガレ！　マワリヤガレ！」

「「「船長ぉお！」」」

　船長の登場により海賊達の士し気きが上がる。それまで勇者達の実力に圧倒されていたというのに、急に勢いが増してきた。

　逆に勇者達にとっては、この戦況の変化は好ましくない。魔王を救出し後は撤退するだけだが、この船長はそう簡単に帰してくれそうにない。

「お前らか。うちの連中を可愛がってくれたのは。イイじゃねぇか、最近骨のある奴と戦えてなくて退屈だったんだ……。ちょっと遊んで行こうぜ！」

「アソンデイコウゼ！　アソンデイコウゼ！　貴様らを皆殺しにする遊びだけどな」

　他の海賊達より長い剣を取り出す船長と、急に流りゆう暢ちようになった肩の上のオウム。

　どうやら、この船長を倒さなければ無事に戻れないようだ。勇者達は『魔王の救出』から『海賊団の殲せん滅めつ』に気持ちを切り替え、無数の敵に立ち向かっていく。

　一方その頃、牢から助け出された魔王と元船長は、物陰に隠れながら戦況を窺うかがっていた。

「すげぇな兄ちゃんのお仲間は……。百人以上はいるウチの野郎共相手に、互ご角かく以上に渡り合っていやがる……」

「まぁね。全員ペルセウス十人分くらいの強さだから」

　元船長の瞳には、神話の英雄並みに海賊を討ち負かしていく勇者達の姿と、そして豪快に笑いながら剣を振りかざす船長が映る。叛乱を起こし自分から船長の座を奪った、弟の姿が。

「……なぁ兄ちゃん、どっちにしろ兄ちゃんとはこれでお別れだ。俺の教えたことは忘れてねぇだろうな？」

　元船長は再び荷物の影かげに隠れ、魔王と向き合って真剣な眼まな差ざしを向ける。魔王は正面から見返し、元船長から教わったことを思い出す。

「ダーツのコツは手首のスナップ、どんな時もご飯はちゃんと食べる、大切なのはどこから来たかじゃなく、どこへ行きたいか」

「おぉ。大正解だ。ご褒ほう美びをくれてやろう」

　笑顔で右手を差し出す。魔王はわけも分からずにその手を摑むと、握あく手しゆする手がぼんやりと光りだした。やがて光が消えほのかな温かさも消えると、魔王の右の甲にはうっすらと何かの紋もん様ようが浮かび上がっていた。

「兄ちゃんには要いらねえかもしれないが、あの馬鹿な弟にくれてやるよりはよっぽど良い。いいか？　『居場所はオウムが知っている』」

　魔王には状況が一切理解できていない。手の甲に浮かび上がった紋様はすぐに消えてしまったし、何を授けられたのかも分からない。だが魔王はいつもと変わらず、とりあえずヘラヘラ笑っていた。

「ありがとうおじさん。俺にタダでものをくれる人は大好きだよ」

　魔王の気楽な笑顔を見て元船長もにっこり笑い、そして、物陰から火の粉舞う戦場へ飛び出していった。

「弟ッ！」

　物陰から姿を現した元船長を見て、勇者と戦っていた船長は剣を振るう手を止めてニヤリと笑った。

「よう兄貴。ドサクサに紛れて出てきたのか」

「デテキタノカ！　デテキタノカ！　今さら何の用だ」

　未だ激しい戦闘が続く船上で、燃え上がる炎に照らされる兄弟は、静かに対たい峙じしていた。

「弟よ……。俺は別にお前を恨んじゃいねぇ……。叛乱起こされたのは俺自身の責任だ。だがな、今のお前のやり方は間違っている！　いくら何でもやりすぎだ！　俺達が愛する『自由』は、自分勝手にやりたいことをやるって意味じゃねーんだ！」

　元船長は、自分が牢屋に入れられてからずっと考えてきた想いを弟にぶつける。海賊としての自由を愛し、船長として仲間を愛し、兄として弟を愛した。そんな日々を、過去のものにしないために。

「……なぁ、兄貴」

　船長は静かに呟つぶやく。反論も激げつ昂こうもせず、ただゆっくりと剣を下ろした。

「だったらいい加減、『船長の証』の在あり処かを教えてくれよ。そうすれば俺は見せしめみたいな乱暴なことをせずとも、百年続くこの船の正式な船長として、皆をまとめられる」

　懇こん願がんするような声と表情で語りかけても、元船長の意志は変わらない。

「……ダメだ。お前は権力を得て、より好き勝手したいだけだからだ。それに俺はもう『資格』を持っていない。お前が船長の証を手に入れることは、永久にないんだ」

　その言葉を聞いて、弟である船長は深く傷ついた顔になった。ずっと求めていたものが、手に入らないと知った時の悲しみに打ちひしがれる。

「……そうかい。じゃあ、俺は……」

　フラフラと、足元が覚おぼ束つかなくなる。そして近くにいた部下の海賊に軽くぶつかると、――腹の底から笑い出した。

「自分の力で船長の座を固めるしかねぇなあぁぁぁぁぁ！」

　船長の身体からだから黒いオーラが放たれる。たとえ魔法やそういった力に詳しくない者が見ても、異質で邪悪な力だと分かるような雰囲気だった。

「お前……！　まさか……！」

「あぁそのまさかだよ！　『仮契約』を結んでから俺は九十九人殺しその魂たましいを捧ささげてきた。そして兄貴……！　テメェが百人目だッ！」

　大きな剣を振り上げる。船長は笑いながら、自らの兄へと刃やいばを振り下ろした。

　――物陰から様子を見ていた魔王は、その光景が現実であると受け入れるのに、しばらく時間を要した。

　正面から弟の刃をその身に喰らう元船長。傷口から大量の血を吹き出し、力なく甲板に崩れ落ちる。

「おじさんッ！」

　元船長の所へ急いで駆け寄る魔王。元船長は浅い呼吸を繰り返し、傷口からの出血も止まらない。

「マキナちゃん！　早く回復魔法を！　マキナちゃんッ！」

　船上に魔王の悲痛な叫びが響く。だが魔法使いも他の仲間達も、無数の海賊を相手にするので手一杯で、魔王と元船長の所へ駆け寄る余裕はなかった。

「おじさん、しっかりして……！　今治ち療りようするから……！」

　そうは言っても、魔王に回復魔法を使うことはできない。ただ自分の腕の中で次第に弱っていく元船長を、心配そうに抱えることしかできない。

　元船長とはたった数時間の付き合いだ。互いのことを何も知らず、友人と言い張るにはあまりにも短い交流だった。

　だがそれでも、たとえ友人でもなんでもない関係だとしても。呼吸も弱まり顔から血の気が引いていく元船長に何もしてやれず、魔王は己の無力を悔やんでいた。

「兄ちゃんよ……」

　微かすかに、元船長の口が動く。あまりにか細い声であったが、魔王は元船長が自分を呼ぶ声をはっきり聞いた。

「おじさん……！」

「いいんだ、別に……。最初から、いつかこうなる、ことは、分かっていた……。これが俺の、運命だったんだ……」

　運命。その単語が、魔王の胸の奥に突き刺さる。

　元船長には、そんなことを言って欲しくなかった。そうでなければ、自分も最後はこんな風に呆あつ気けなく死んでしまいそうで怖かったから。

　運命には誰も逆らえない。魔王として生まれ変わるのが自分の運命だというなら、それもやはり変えられないものなのだろうか。

「だがよォ……」

　元船長が、魔王の手を強く摑む。その力、その眼光は、これから死にゆく者にしてはあまりにも力強かった。

「そんなん、クソくらえだ……！　運命だのルールだの、俺達はそんな下らねぇものに縛られてなんかない……！」

　魔王が痛みを感じるほど、元船長は強く魔王の手を握にぎる。そこから本当に伝わってくるのは痛みなどではなく、一人の男の『魂』だった。

「忘れんな、兄ちゃん。俺達は自由だ。海の上だろうと丘の上だろうと、この広い世界で俺達は、いつだって自由だ……！」

　激しく燃える男の魂は、魔王の胸の奥を赤く照らしてから、静かに燃え尽きた。

　その人生が幸福だったかは、今はもう誰にも分からない。だが魔王の腕の中で事切れた元船長の死に顔は、とても穏やかだった。

「……せっかく生かしといたってのに、馬鹿な兄貴だぜ。だがまぁいいさ、もう俺に『船長の証』なんて、こんな小せぇ船の主なんて立場は要らねぇ……！　ようやく気づいたんだ、俺は『力』を手に入れたのだから……！」

「テニイレタノダカラ！　テニイレタノダカラ！　さぁ、悪夢が始まるぜ……！」

　血の繋つながった兄だというのに、船長はその死を悲しむどころかずっと愉ゆ快かいそうなままだった。

　魔王は元船長の身体をそっと甲板に横たわらせ、立ち上がる。立ち上がって船長を見つめるその瞳には、普段の無気力なものではなく、受け継いだ『魂』が輝いていた。

「何だその目は？　俺とやろうってのか兄ちゃん？　だが俺は強いぜ、何せ今の俺には『コイツら』がいるからなァ！」

　夜の海に、この世のものとは思えないおぞましい咆ほう哮こうが響く。水面が揺れ大気が揺れ船が揺れ、腹の底にずっしり響く音だった。

　勇者達だけでなく、海賊も含めほとんど全ての者がその異常な声に戦せん慄りつする。そしてその声の主は、海中から現れた。

「アレは……『幽ゆう霊れい船せん』……!?」

「何でこんな所に現れやがるんだ……!?」

　一瞬身体の腐ふ敗はいしたクジラかと思ったが、それはボロボロに朽くちた船体であり、その船上では異形の者達が無数にうごめいていた。

「ハハハ！　俺は深海の悪霊共と契約し、幽霊船と絶大な力を手に入れた！　もっとも、百人の人間を殺しその魂を支払わなきゃいけないんだがな……！　だがこれで、もう誰も俺には勝てない……！　人間も魔物も全ての海も、この俺に跪ひざまずくのさ！」

　部下の海賊達も、そんなことは聞かされていなかったために動どう揺ようが広がる。代だい替がわりした今の船長は過か激げきな人だと思っていたが、まさか邪悪なる力に手を染めていたとは思ってもいなかった。

　海賊船は燃え盛り、戦いの音が続き、船長は笑い、幽霊船がそれらを取り囲む。

　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの海の真ん中で、ニートな魔王は静かに、怒っていた。

「……魔王はさ、人間が死んだからって悲しんでいい立場じゃないと思うし、正直船長さんと戦うのも面倒臭い」

　武器も持たない丸腰の魔王は、足を肩かた幅はばに広げ、両手を上げる。ちょうど全身で大の字を描くようにゆっくりと、なめらかに。

「でも。俺を甘やかしてくれる人が傷つくのはさ……」

　魔王の両手から、大気が波のように揺れる。音というものを視覚化したら、きっとこんな形になるだろう。『揺れ』は海賊船から全方位に広がり、幽霊船を包み込む。そしてその揺れに触れた瞬間、幽霊船は黒い炎を上げて爆発した。

「なっ……!?」

「見ていて気分が悪いんだよね」

　異い形ぎようの者達は幽霊船ごと黒い炎に焼き尽くされながら、世にもおぞましい声を上げて深海に沈んでいく。

　船長は切り札でもある幽霊船を沈められ、額ひたいにピクピクと青あお筋すじを立て憤ふん怒ぬの表情をしていた。

「テメェ……よくも幽霊船を……！　魚の餌になる覚悟はできてんだろうなぁ！」

「デキテンダロウナ!?　デキテンダロウナ!?　覚悟はいいか？　俺はできてる」

「……デスサイズ！」

　魔王は怯ひるむことなくあくまで冷静に、だが心は熱く、元船長の想いを胸に漆しつ黒こくの大おお鎌がまをその手に招しよう喚かんする。

　今の魔王ならきっと船長に勝てる。勇者はそう確信していた。普段はいい加減で無気力だが、その実力は魔王四天王筆頭の王おう虫ちゆうを圧倒した程。魔王としての真の力を解放すれば、闇の力を手に入れた船長にも必ず勝てるだろうと――。




「あっ、ダメだこれ貧ひん血けつだわ」




　魔王は力なく、ぱたりと甲板に倒れた。

「「「そこでぇぇぇぇぇ!?」」」

　最低なタイミングで倒れた魔王を見て、勇者と戦士と魔法使いはほぼ同時に叫ぶ。あんなに格好良くキメておいて、まさか貧血で倒れるとは誰も予想していなかっただろう。

「んん？　兄ちゃん燃ねん料りよう切れか？」

「ネンリョウギレカ!?　ネンリョウギレカ!?　ならば死ぬがよい」

　今から戦おうとしていた船長も、目の前の相手が貧血で倒れるなんて事じ態たいに、やや驚いてしまう。だが状況を把は握あくすると、これほどのチャンスはない。

「テツ、マキナ、ポチッ！」

　もはや細かい指示は要らない。勇者の声で戦士は船長に向かって走り、蒼竜は海賊達から魔王を守るように尻尾を振るい、魔法使いは水晶の付いた杖つえを高く上に掲げた。

「ちょっと痛いですよ……！　メガサンダー！」

　杖の先端に取り付けられた水晶に大量の電気が集まり、稲いな妻ずまがほとばしる。頭上からの落雷を受けた海賊達は、糸の切れた人形のようにバタバタと倒れていった。

　これで海賊達は一掃した。蒼竜は青ざめて元気のない魔王の顔を呆れたように、だがどこか安心したように見下ろした。

『本当に貴方あなたって、つくづく残念な男よね』

「だって……大したもの食べてなかったんだもん……」

　元船長から食事の大切さは教えられたが、やはり魔王の口にウミガメの肉は合わず、カビの生えたパンもバレないように食べずに隠しており、今も魔王の懐ふところの中にある。これでは貧血になってしまうのも当然だ。

　だがとりあえず魔王の安全を確保したところで、魔法使いが切り開いた道を戦士がひと息に駆け抜ける。勢いそのまま斧を後ろに振りかぶり、船長めがけて全力の一撃を叩き込む。

「アックス・インパクト！」

　戦士の攻撃は助じよ走そうによるスピードも加わり、普通の人間であれば数メートルは吹き飛ぶほどの威力となっていた。

「ふんッ！」

　しかし、船長は右手の剣だけで戦士の斧を防ぎ切った。どんな実力者であろうと、片手だけで戦士の一撃は防げないはず。しかし深海の悪魔と契約した船長は、魔物に匹敵する能力を獲得してしまっていた。

　そして船長は防御してすぐさま、左手に小さなナイフを構える。この仕込んでいたナイフを投げつけ、戦士の心しん臓ぞうを狙うつもりだ。

　船長に近づきすぎていた戦士には、もう逃げる術すべはない。左に逃げても右に逃げても、この距離では確実に命中してしまう。

　――だが戦士は右でも左でもなく、真後ろに退ひいた。

「!?」

　バックステップで下がったところで、直線上にいることに変わりはない。まさかナイフを投とう擲てきしようとしていることに気づいていないのかと思ったが、距離を取った戦士が頭を下げ身体を屈ませたことで、船長はその真意に気づいた。

「シックス！」

　身体を曲げた戦士の背中を踏みつけ、勇者が高く飛ぶ。

　最初に戦士が駆け出してきた時、勇者もまたその真後ろを走ってきていた。そして戦士の攻撃が終わると、戦士を台の代わりにして勇者が斬りかかる。船長の死角を突いた連携攻撃ということだ。後のジェットストリームアタックである（噓）。

「チェストッッ！」

　上空から、勇者が剣を振り下ろす。戦士の背後から突然現れた勇者に対処できず、縦たて一いつ閃せん、船長は頭からつま先まで斬りつけられた。

「ハ、ハハハ……！」

　身体を斬られ血が吹き出しているというのに、それでも船長は楽しそうに笑う。その異様な光景に、配下の海賊達すら恐怖していた。

「いいぜ、強いなぁお前ら……。こんなに楽しい戦いは久しぶりだ……！　もっともっと、俺を楽しませてくれよぉぉぉォォォォォオオオッ！」

　筋肉が隆りゆう起きし、体格は二倍ほどの大きさとなる。爪と歯がナイフのように鋭くなり、目は爛らん々らんと真っ赤に輝いている。獣けもののような咆哮を上げ、船長はついに人間をやめてしまった。

「……『そちら』に堕おちたか」

「ハァァアアア……ッ！　良い気分だ、やはり俺には船長の証なんて要らなかった……！　この力さえあれば俺は本当にこの船を、コの全テの海ヲ支配デキソウダゼ！」

　船長は力を手に入れた高こう揚よう感かんに酔いしれ、身体は魔物のそれだというのに本能のまま暴走はせず、自我はしっかり残っているようだった。それはつまり、人間の知性と魔物の身体能力を持った強敵と戦わなければならないということ。

「テツ、マキナ。……もう手加減はいらん」

　勇者達はそれぞれの武器を今一度強く握りしめる。人間は誰も殺さない主義だが、こうなってしまってはそんな甘いことは言ってられない。

　しかも船長は人間の時点でかなりの実力者だった。手加減をしていては、逆に勇者達がやられてしまう危険性もある。

　覚悟を決めた勇者達は、魔物と化した船長へ再び立ち向かう。

「ソニックブレイド！」

「アックス・インパクト！」

　勇者の剣と戦士の斧が、船長の両腕を斬り上げ吹き飛ばす。両肩から大量の血を流し、激痛に船長は獣の雄お叫たけびを上げた。

　真っ赤な目を怒りに燃やし、今にもその鋭い牙きばで嚙み付いてきそうだったが、間を置かず魔法使いが杖を振るう。

「ギガフレア！」

　船長の巨体を覆おおい尽つくすほどの火炎が直撃する。身体ごと壁に叩きつけられ、鎮ちん火かしかけていた海賊船がまた燃え上がる。

　これで船長を無事やっつけた……とは上手くいかない。船長は炎の中から立ち上がり、斬られた腕の傷口からは紫色の新しい太い腕が生えていた。禍まが々まがしいその姿は、もはや完全に魔物と言って良い外見になっていた。

「ガアァァァ……！」

「ちっ……強いな」




　戦いを見守っていた魔王は、魔物と化した船長に勇者達が苦戦している様子を、心配そうに見守っていた。

「大丈夫かな勇者サマ……。今回はかなりヤバいんじゃ……」

『そうね。でも、心配することないわ』

　蒼竜だけは、仲間達の勝利を信じ落ち着いていた。魔王より少しばかり長い付き合いをしてきた蒼竜は、あの勇者達がどれほど苦戦しようと、最後には必ず勝つことを知っているのだ。

「シンパイナイワ！　シンパイナイワ！　そうは言っても、実際厳きびしいだろうよ」

　船長の肩に乗っていたオウムが魔王の頭上を旋せん回かいし、甲板に横たわる元船長の遺い体たいの傍そばに舞い降りる。今までは船長の右肩にいたが、魔物になってしまったため逃げてきたのだろうか。

　だがそれなら燃え盛る海賊船から大空へ飛び立つこともできるだろうに、オウムは元船長の傍から離れず、じっと亡なき骸がらを見つめていた。

「……俺の定位置はいつも『船長』の右肩だった。だがこの人は弟に叛乱を起こされ、その弟もただの魔物に成り下がった」

　物もの凄すごく流暢に喋るオウムに、魔王の中の『オウム』がゲシュタルト崩壊しそうだった。だがオウムは構わず、陽気な見た目に合わない渋い台詞を喋り続ける。

「『資格』を与えられたのは兄ちゃんか。成程、それも一つの結末としてはアリかもしれない。なら俺も、俺の役目を全うするだけだ」

　オウムの身体が光りだし、その光に包まれながらオウムの身体から小さな首飾りが出現した。年代としてはかなり古そうな一品だが、中央に飾られた宝石はとても美しい紅あかい色をしていた。

「この人から兄ちゃんへ、最後の贈り物だ。だがこんな物がなくとも、兄ちゃんは受け取ったはずだ。『船長』から、本当に大切なものを」

　魔王は思い出す。短い牢屋での時間を。あの教えを。あの最期の言葉を。

「自由を愛した海賊団も、今日で解散だ。もう誰かの言葉をオウム返しする必要はねぇ。俺はこれから自分の意思で、自分の言葉で自由気ままに空を飛んで行こうと思う」

『船長の証』を握り締めながら、魔王はオウムの言葉を真剣に受け止める。オウムもオウムなりに、いろいろ考えているのだ。

「そしてこれが、俺の最初の、他人への『お願い』だ」

　礼儀正しく、オウムはペコリと頭を下げた。

「もう全部、終わりにしてくれ」

　貧血でフラつきながらも、熱い何かが血液の代わりに魔王の全身を巡る。懐にしまって後で捨てようと思っていたパンを取り出す。元船長は言っていた。腹が空いていては、大事な時に上手く決めることができないと――。

　ふと魔王を見ると、普段余裕の態度を崩さない蒼竜ですらぎょっとしてしまった。食事にはうるさい魔王が、カビが生えて固そうなパンを、涙ながらに頰張っているのだから。

「ポチ姐さん！」

　パンを食べ終え涙を拭き、蒼竜を見上げる。

「頼みがある……！」

　その時の魔王は間違いなく、審査には厳しい蒼竜が見ても、『イイ男』の表情をしていた。




「こうなったら……！　テツ、マキナ。合体技でいくぞ！」

　その頃、船長に苦戦を強いられていた勇者はある決断を下した。このままでは船長を倒せない。そこで、仲間達の力を合わせた合体技を繰り出そうとしていた。

　しかし、それには問題点がただ一つ。

「えっ!?　ヤダよ俺あんなダセー技名叫ぶの！」

「何でしたっけ!?　スーパー無む限げんなんちゃらでしたよね!?」

「違う！　『ギガントスーパー夢む幻げんアタック』だ！」

　説明しよう！　ギガントスーパー夢幻アタックとは、勇者と魔法使いの魔法によって強化された戦士の一撃を、敵にお見舞いする技である！

　……そこまでは良いのだが、ご覧の通り技名が絶望的にヒドいので、仲間達はやりたがらない。

「せめて名前変えろよ！　そしたらやるから！」

「全力で断る」

「何でこういう時だけガンコなんですか勇者様はッ！」

　合体技をやるかやらないかで揉める勇者達。そんな作戦会議を、ヒーローが変身するまで攻撃をしない悪役のように待っている船長ではない。爪と牙を尖とがらせ、猛もうスピードでその巨体を突進させてきた。

「ガアアァァァァァッ！」

「「「死亡フラーグ!?」」」

　――勇者の背後から襟えりを摑み、己の腕の中へ閉じ込める。

　そんな魔王の突然の行動に、勇者は声すら出なかった。だが確かに魔王は前に出過ぎていた勇者を下がらせ、向かってくる船長だけを見つめながら左手を正面に向けた。

「ダークネス」

　左手から放たれる黒い衝しよう撃げき波はが船長を包み、細胞を破壊しながら後退させる。

　真剣な顔つきの魔王を見て、勇者は一瞬本当に魔王ファシルなのかどうかすら疑ってしまったくらいだ。

「勇者サマ」

「ふぇいっ!?」

　顔を近づけ耳元で囁かれる。その声が妙にこそばゆくて、思わず勇者の口から変な声が漏もれてしまった。

「すぐに退却できるように準備しといて。ポチ姐さんに任せているから」

　内容が入ってこないくらい魔王の顔が耳元に近くて、魔王の息遣いも匂いも感じるほどで、勇者は自分の顔に血が登ってきているのが分かるくらいだった。だが今はそんな場合ではない。魔王は勇者から離れ、化物と成り果てた船長に向かって行った。

「おいファシルッ!?」

「ファシルさん!?」

　自己再生した船長は再び魔王に襲いかかる。いくらダメージを受けてもすぐに再生してしまうが、そもそも今のダークネスは船長と勇者達を引ひき剝はがすため。本当の魔王と船長の戦いはこれからだった。

　船長はその鋭えい利りな爪で斬り裂こうとする。だが魔王の腕が『８』の字を描くように素早く動くと、ようやくその手に魔ま鎌がまが握られていたことに気づく。

「デスサイズ」

　一体いつ招喚したというのか。誰の目にも見えず取り出した大鎌の名を呼んだのと、船長の両腕が斬り落とされたのは、ほぼ同じタイミングだった。












　腕を斬られた痛みに船長は叫ぼうとする。させない。それより速く魔王は船長の両足を刈り取り転倒させると、魔鎌を振り上げ船長の脳天に突き刺した。そのまま甲板の木材まで鎌の先端が貫通する。四し肢しを奪われ頭を床に固定され、船長には肉体を再生することしか許されない。

「ポチ姐さんッ！」

　そう叫んで上に手を伸ばす。一直線に飛来しその手を摑んだ蒼竜は、燃え盛るマストより遙か高く、上空まで一気に上昇した。そして魔王を真上へ放り投げると、唖あ然ぜんとしているであろう勇者達の回収へ向かう。いつまでも甲板にいさせるわけにはいかない。この海賊船は今から、沈ちん没ぼつするのだから。

　回転しながら上空へ放り出された魔王は一瞬の無重力の中で、逆さまになって大きな満月を見つめていた。足元では星の海が輝き、頭上では燃える船が落っこちてくる。だからその幻想的な風景を終わらせようと、紅く燃える夢の船を打ち上げようと、右手に黒い十じゆう字じ架かを招喚した。

　――せめて、安らかに。

　黒い十字架は魔力を吸い、どんどんどんどん大きくなる。そしてクジラよりも大きくなったところで、魔王は頭上の船めがけ、祈りと悲しみを込めた十字架を落とした。

「ブラック・ロザリオ」

　巨大な巨大な十字架が、船長を貫き甲板を貫き船底を貫き海の底まで突き刺さる。十字架の刺さった船は真っ二つに割れ、船首と船尾が持ち上がり、まるで二つの小山のようだった。

　魔王は十字架の天てつ辺ぺんにバランスを取って降り立ち、海底へゆっくりと飲み込まれていく船を、月明かりを背に浴びながら見下ろしていた。

　同じように十字架を、沈んでいく船を見つめるのは海に落ちた海賊達。そして定員オーバーになりながらも蒼竜の背に乗る勇者達。月夜に浮かび上がる十字架と船をその目に焼き付けながら、誰も声を発することはなく、船が沈みきるまでその姿を見つめ続けていた。

　――こうして、勇者達は海賊退治の功こう績せきを称たたえられまた一つ武勇伝を増やすこととなったのだが、救助された海賊は後にこの日の最後の光景を、『墓ぼ標ひようのようだった』と語ったという。
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　天候風向視界潮流全て良し。まさに航こう海かい日和びよりであるこんな爽さわやかな日に、魔王は相変わらず甲かん板ぱんでゲーム機をいじっていた。

　しかしゲームが難しいのか魔王が下へ手たなのか、次第に苦戦していき、そして最後には聞き飽あきた不ふ愉ゆ快かいなゲームオーバーの音が流れた。

「あぁ……。また死んだ」

　がっくり肩を落とし、ゲームをしまおうとする。

「………………」

　しまおうとして、ふとその手を止めた。

「……もう一回やろ」

「いやいい加減しまえよ」

　後ろから頭をこづかれる。後ろを振り向くとそこには勇者がいて、呆あきれたような表情を浮かべていた。

「こんな良い日なのに遊あそび呆ほうけて……。少しは船のことを手伝ったらどうだ」

　そんな勇者の説教など聞き流し、ゲーム機を再びピコピコ操作する。

「素しろう人とが手伝っても邪じや魔まになるだけだよ。海かい賊ぞくの人達も手伝ってくれてるし、俺おれの出番なんてないよ」

　魔王の言う通り、昨夜の件で海に投げ出された海賊達は一旦勇者達の船が救助し、港まで連れて行くことになった。その後の処しよ遇ぐうはそれぞれだろうが、今は助けてもらった恩おんを感じているのか船員として真ま面じ目めに労働している。

　勇者が思い出すのは、そんな海賊船の騒動の中で魔王が見せた真剣な眼まな差ざし。普段の無気力な彼はどこへやら、情熱と決意に燃えるあの時の魔王は、不覚にも勇者が顔を赤らめるほどだった。

「あー……。アレだ。ファシル……」

「んぇ？」

　だが何と言うべきか。素直に言うのもプライドが許さないし、かといって他に上う手まい表現も見つからない。勇者は悶もん々もんとしながら、頭を必死に回転させていた。

「昨日のお前は……。また勝手に連れ去られるし、私達に迷惑かけたし、土ど壇たん場ばで貧ひん血けつで倒れたりしたっ、けど……」

　そして勇者は、言葉をひねり出す。

「……ただ、よく頑張った……とは、思う……ぞ。うん」

　ゲーム画面から目を離していたせいで、またゲームオーバーとなる。

「………………」

「……何だその顔は」

　まるで鳩が豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔で、魔王は勇者を見つめていた。

「……いや。俺、勇者サマに褒ほめられたの初めてだから」

「なっ!?」

　必死に出した言葉を、まさかそう返されるとは勇者も思っていなかった。

「そ、そんなことないだろう！　私はいつも人を褒めるようにしているんだぞ！」

「いやいや、俺だってシックスにそう褒められたことないぜ？」

　二人の背後から、戦士と魔法使いが歩いてくる。上空からは、蒼そう竜りゆうも。

「そういえば私もないですねぇ……」

『アタシも記憶にないわ。結構頑張ってるのに』

　仲間達からの指摘を受けて、勇者の顔は真まっ赤かになる。自分以外の全員が結束して悪ノリすると、いつも厄やつ介かいなことになる。

「じゃあ俺は勇者サマに認められたってことなんだね。ひゃっほい嬉うれしいなー」

　魔王のゲーム機を摑つかんで海に投げ捨てようとする勇者。魔王が全力で阻そ止ししたため、最悪の事じ態たいには至いたらなかったが。

「……皆頑張っているのは私だって当然知っている。言葉には出していなかったのかもしれないが、皆いつも……って、何を言わせるんだ！」

　賑にぎやかな勇者達を乗せ、船は波をかきわけ大おお海うな原ばらを突き進む。目的は世せ界かい樹じゆ、魔王の願いを叶かなえるために。

　遠くに見える雲より高い大たい木ぼくをぼんやり眺めてから、魔王は再びゲーム画面に視線を戻し、『続きから』を選択した。







あとがき




　初見の方は初めまして、知っている方はいつもお世話になっております、及おい川かわシノンです。

　この度は書しよ籍せき版ばん『ニートな魔王とツンデレ勇者』をお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　この作品は小説投とう稿こうサイト『Ｅ★エブリスタ』で執しつ筆ぴつしていた作品ですが、それがまさか電子書籍大賞という栄えい誉よを頂き、ファミ通文庫様よりこうして一つの形にさせて頂くことができました。

　十代最後の夏が終わったあの日、今まで趣しゆ味みで楽しく書いていたモノが、多くの方々に評価されるとは思ってもいませんでした。このあとがきまで読み終わった皆様なら分かるでしょうが、この作品は私の好きなものや面白いと思ったものを詰つめ込こめるだけ詰め込んだ作品となっております。一体誰に伝わるんだ、といったネタもたくさんありましたが、自らの持ち味として皆様に楽しんで頂き、何より執筆している本人が楽しく書こうと思って作り上げた結果です。

　そんな『ニートな魔王とツンデレ勇者』はエブリスタにて完結はしておりますが、現在続編を執筆しており、この書籍版もまだ全体の半分程です。もし今回お楽しみ頂き、続きが気になった方は、作者含め今後もどうかご贔ひい屓きにお願い致します。はたして魔王ファシルは自分の運命を変えることができるのか、勇者シックス達の旅は、どんな結末を迎むかえるのか……。そして私は著作権の限界にどこまで挑めるのか、乞こうご期待です。

　長くなってしまいましたが、最後に多くの方々に感謝の気持ちを伝えたいと思います。誰でも気軽に小説を書ける場を与えてくださり、電子書籍大賞の候こう補ほに選んで頂きましたエブリスタの皆様。数ある候補の中から賞を与えて頂きましたエンターブレインの皆様。私の想像の世界を書籍という形にして頂きました編集部の皆様。お忙しい中無む茶ちやな要求にも応こたえて頂いた担当様。美び麗れいなイラストを描いて頂きましたみわべさくら先生。私の日常を支えてくださる家族、友人の皆様。そして何より、普段応援してくださる読者様、新たにお手に取って頂いた読者の皆様全員に、月並みではありますがこの場を借りて御お礼れいの言葉を申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。今後もどうか応援よろしくお願い致します。
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